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　第一話　　夢で[image: ]えたら






「おはようございます、せ・ん・ぱ・い♥」

　ある朝、葛くず原はら北ほく斗とが自室のベットの上で目を覚ますと、凛りん多だ愛あい梨りがいた。

　裸エプロン姿だった。

「………」

　たっぷり十秒ほど。

　北斗は目の前の光景と向き合った後で。

「なあ、凛多。もしかして、これって夢か？」

「わおっ、さすが先輩。まさかこんなに早く気付くとは」

　いぇーい大当たりー、と手に持ったクラッカーを鳴らす愛梨。

　対する北斗はベッドの上で頭を抱えていた。

　……なんてこった。

　いくら愛梨が偽恋人だからって、自分の夢の中にまで主演させてしまうとは。

　しかも、こんな格好で。

「まったくですよ。私だってこんな格好で先輩のドリームにお呼ばれしたくはありませんでした」

「うるせえ。夢の中だからって人の思考を読んで会話をするんじゃねえ」

「そうですね。私も『裸エプロン姿の後輩が起こしに来る』なんてベタな夢を見ている人と会話したくありません。どうせならもう二度と起きなくてもいいですよ？　レッツ永眠」

「夢の中くらい優しくなれないのかテメエは」

　なぜ現実と同じキレキレの毒舌スタイルなんだろう？

「それは先輩がドＭの変態さんだからです。えへんぷい」

「だから俺の思考を読むな」

「でも実際、先輩は私のことを夢の中にまで登場させちゃっているわけで」

「それは……」

「今の状況が意味することぐらい、わかるでしょ？」

「ぐっ……！」

　考えられることはたった一つ。

　一週間前にあった体育祭。

　そこで北ほく斗とが気付いてしまった事実。

　きっと、葛くず原はら北斗は──。

「裸エプロンマニアだ！」

「違う！　俺はテメエのことが好きなんだよ！」

「うっわ、ビックリ」

「白々しいことを言うな！　俺の思考が読めるくせに！」

「そうですね。では、先輩の思考を音読しましょう。──俺、葛原北斗は凛りん多だ愛あい梨りのことが大好きだ！」

「うわっ、やめろ、改まって言われると異様に恥ずかしい！」

「愛してるぞ、あ・い・り♥」

「だぁああああああああああっ!?」

　耳を塞ふさぎながら、ベットの上で蹲うずくまる北斗。

　もし神様がいるのなら教えて欲しい。

　どうしてこんな女を好きになってしまったんだろう？

「それは私がウルトラ可愛かわいいからですね」

「いや、まぁおまえの顔が好きなのも事実だけどさ」

「衝撃的な事実を告げるのはやめてくれません!?　というか……え？　先輩って、私の顔が目当てだったんですか？」

「正確には胸だな」

「ひいっ！」

「俺はおまえのおっぱいが大好きだ」

「きゃあああああああああっ！」

「そこまでマジに叫ぶなよ。今のは冗談だぞ？」

「わかってますって。私は先輩の思考が読めますし」

「だったらなんで叫んだ!?」

「先輩が珍しく冗談を言うから乗ってあげたんですよ。いわばこれも嘘うそデレ。ほら、現実の先輩って割と硬派な人ですから気軽なジョークも言えないでしょ？」

　やーい、先輩のヘタレヤンキー、と愛あい梨りは北ほく斗との肩をツンツンしてきた。

　どうしてこの偽恋人は夢の中でまで通常営業なんだ？　北斗は一刻も早く目を覚ましたくなってきた。

「しかし、残念ながらこの夢はまだまだ続くのです。いぇい」

「ホント俺の期待を裏切ってばっかりだなテメエ！」

「何を言ってやがるんですか。この世界は先輩の夢ですよ。つまり、今の私は先輩の期待通りの凛りん多だ愛梨ということで──」

「わかった！　それ以上言うな！　自分が特殊な性癖を持ってるみたいですっげえヘコむだろ！」

「ま、好きな女の子を裸エプロン姿で夢の中に登場させた時点で大分特殊な性癖をお持ちな気もしますが」

「ぐっ……！」

「しかも、このエプロンはやけにサイズが小さくて……あぅ。夢の中と言えど、こんな格好をするのは恥ずかしいですね。でも……」

　ゆっくりと。

　愛梨は北斗がいるベットの上に乗ってきた。

　そのまま、四よつん這ばいで迫ってくる。

　北斗の目に映るのは、白雪みたいに綺き麗れいな肌。艶つややかな黒髪。フリルが付いた可愛かわいらしいエプロン。そして、布地の隙すき間まから覗のぞく瑞みず々みずしい双そう丘きゆう。ぷるんっと揺れる柔らかな乳ち房ぶさと胸の谷間……。

「……せんぱい」

　甘えるような口調で呟つぶやきながら、愛梨は北斗の身体からだに馬乗りになった。

　夢の中だというのに、彼女の体温がひどく生々しく感じられる。腰の上に乗ったお尻しりの感触が柔らかくて心臓が騒ぎ出す。

　近すぎる距離。

　そのせいか、女の子特有の甘い香りが北斗を誘ゆう惑わくして──。













「私、先輩なら……いいですよ？」

　何がいいんだろうか？　と北ほく斗とが考えたときには、もう遅かった。

　自分の意志と関係なく。

　夢の中の北斗は愛あい梨りを抱きしめようとして……。





　　　　　　　＠　＠　＠






「のわあああああああああああっ！」

　壮そう絶ぜつな悲鳴を上げながら、北斗は今度こそ本当に目を覚ました。

　そのままベッドの上で上半身を起こして、部屋の壁にガンガン額を打ちつける。

　ベッドサイドに置かれた目覚まし時計を見ると、時刻は午前二時半。

　あまりにも鮮烈な丑うし三みつ時どきであった。

「……なんて、夢だ」

　ひとしきり頭をぶつけて意識を覚かく醒せいさせた後で、北斗は今まで見ていた夢を回想しようとして……やめた。

　いくらなんでも恥ずかしすぎる。

　夢の中でも言われたが、まさか後輩を裸エプロンで登場させるなんて。

「くそっ……」

　思春期男子フルスロットルな夢を見てしまった自分の脳を恨みながらも、やけに心臓がドキドキしているのに気付く。

　だが、それも仕方ないのかもしれない。

　一週間前に行われた瀬せ海かい学園の体育祭。

　結果的に自分たち紅あか組は生徒会長である凛りん多だ千ち夏なつ率いる白組に僅きん差さで敗北した。

　しかし、その後に行われた生徒会総選挙の第二次投票では、彼女の得票数を上回ることができたのだ。

　つまり、これからも葛くず原はら北ほく斗とと凛多愛あい梨りは偽恋人でいられる。

　そして、体育祭で気付いてしまった通り、自分は──。




「……先輩」




　急に声をかけられて、ぎょっとしてしまった。

　思わずベランダの方に目を向けると、そこにいたのはパジャマ姿で佇たたずむ愛梨だった。

　彼女の部屋は隣。

　だからベランダを伝って入って来たんだろうが……。

「………っ」

　その姿に、北斗の胸の鼓動は否いや応おうなくスピードアップしてしまう。

　──そう。

　きっと、葛原北斗は凛多愛梨のことが好きなんだ。

　中学時代に千夏に負けて以来ずっと燻くすぶっていた自分を、彼女が蘇よみがえらせてくれた。この二ヵ月間一緒に過ごして、彼女がとても努力家で決してあきらめない情熱の持ち主だということがわかった。

　眩まぶしくて、羨うらやましくて、目が離せなくなるくらいに。

　きっと葛原北斗という人間は凛多愛梨という女の子に恋しているのだ。

「ど、どうしたんだよ？　こんな時間に」

　突然の遭遇にパニクる思考と、さきほどあんな夢を見てしまったという罪悪感を抑えながら、北斗は質問。

　冷静に考えれば、今は夜中だ。

　自分たちは偽恋人だが、こんな遅くに愛梨が突然訪ねてくることは今までなかったような。

「!?」

　が。

　そこで北ほく斗との思考はストップしていた。

　ぎゅっと。

　いきなり愛あい梨りが抱きついてきたのだ。

　どうしてか、彼女の身体からだはひどく震えている。

「凛りん多だ？」

　名前を呼びながらも、北斗の心臓はさっきよりもドキドキ。

　肌が密着しているせいで、愛梨のふくよかな胸の感触が否いや応おうなく伝わってくる。ふにゅふにゅとした柔らかさがお腹なかのあたりに密着し、彼女の髪からはフルーティーなシャンプーの良い香りが漂ってきて、理性をガリガリ削っていく。

　しかも、ここはベッドの上。

　もはやこのベッドはプロレスのリングと同じ。一たびゴングが鳴らされれば激しい戦いが始まるかもしれない。

　実際問題、北斗の脳内では反理性派によるクーデターが着々と進んでおり、それを抑えつけるので精一杯で……。

「先輩。一つだけ、私のお願いを聞いてくれませんか？」

「お願い？」

　訊たずね返すと、愛梨は「はい」とうなずいた。

　そのくりっとした大きな瞳に見つめられて、心臓が破裂しそうになる。

　つーか、お願いって……なんだ？

　ごくっと、緊きん張ちようした北斗が唾つばを飲みこんだ──その瞬間だった。

「泊めてください」

「は？」

「しばらく、家には帰りたくないんです。なので……」

　きゅっと。

　愛梨は小さな手で北斗が着ているシャツを掴つかんでから。

「今日から、ここにいさせてください」
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「ふあ～、おはよ～、お兄ちゃ～ん」

　時刻は午前十一時。

　本日は土曜日。休日なのでぐっすり寝ていたのか、瞼まぶたを擦こすりながらリビングに入って来たのは北斗の妹である冬とう華かだった。

　学園では優等生、自宅ではネトゲ廃人という仮面を使い分けている冬華だが、今日はいつも以上に眠そうだ。

「お疲れですね、冬とう華かさん」

「うん。最近あんまり眠れなくて」

「睡眠不足はお肌の敵ですよ。コーヒーでも飲んでしゃっきりしてください」

「あっ、ありがとう。どうせならミルクと砂糖多めで。あと、朝ゴハンはフレンチトーストと目玉焼きがいいなぁ」

「いえっさです。ではでは、ちょいと待っていてくださいね」

「うん。わかったわ、愛あい梨り……って」

　なんで愛梨がここにいるの!?　と。

　見事な時間差ツッコミをキメる冬華を北ほく斗とはリビングのソファに座りながら見ていた。

　相変わらず、テンションの上がり幅が激しい妹である。

「ちょっと！　どういうことよお兄ちゃん！」

「騒ぐな冬華。凛りん多だは俺の彼女だし、今までだってよく家に来てただろ？」

「あっ……そういえばそうだったわね。冬華ったら、うっかり慌てちゃって──」

「それと今日からコイツうちに泊まるから」

「ふぇええええええっ!?」

「よろしくお願いします、冬華さん」

「よろしくじゃなーい！　なんで!?　どうして愛梨が家にお泊まりするの!?　そりゃあ愛梨はお兄ちゃんの彼女で冬華の友だちだけど、今までお泊まりしたことはなくて……ハッ!?　まさか、二人はついに一線を……あ、あはは。まさか、そんなことはないわよね？」

「昨日の先輩はとっても激しかったです」

「いやあああああああっ！」

　愛梨の言葉に、パーカーにショートパンツ姿の冬華が絶叫した。

「お兄ちゃんのケダモノ！」

「落ち着けって。俺と凛多は別に何もしてない」

「そうですね。私が頑張って誘ゆう惑わくしたのに先輩の下半身は……ゲフンゲフン。大丈夫。病院に行ってお医者さんに診みてもらえば治りますよ。きっと」

「可哀かわいそうな目で俺を見ながら病人扱いするな。昨日泊めてやった恩を忘れたのか？」

「こっちの話も聞いてよ二人とも！　どうして愛梨が家に泊まってるの!?」

「冬華さん。それは私から説明します」

　はふぅと息を吐いてから、愛梨は深刻な顔で。

「ヤツが出ました」

「ヤツ？」

「私の口からはヤツとしか言えません。あれの名を呼ぶことすら汚らわしい。私の家はもはやヤツの陣地。というわけで、私はこの家に避難をしてきたんです」

「わかりやすく言うと、害虫が出たんだよ。しかも、ゴキ──」

「行け、ニャンザブロー！」

　叫びと共に、ソファの陰に隠れていた愛あい梨りの飼い猫であるニャンザブローが飛び出してきて、ソファでくつろいでいた北ほく斗とに襲いかかった。

　ちなみに、北斗は先天的な猫アレルギーである。

「ぬがぁああああっ!?」

「まったく。先輩のうっかりさん。まさかヤツの名前を呼ぼうとするなんて」

「うるせえ！　どうでもいいからこの猫をどうにかし……へぶしっ！　俺は猫アレルギーで……へぶしっ！」

「了解です。ニャンザブロー、カモン」

　愛梨が命令すると、ニャンザブローは「にゃ～」と北斗から離れて飼い主の足元にすり寄った。見事な躾しつけっぷりである。

「えっと……愛梨？　つまり……」

「ええ。先輩の言う通り、昨晩ヤツが出ました。深刻なパニックに陥りながらもなんとかご臨終させたのですが、その、よく言うでしょ？　一匹見たら……」

「三十匹はいるって……わかった。俺は何も言わない。だからまた猫をけしかけようとするのはやめろ」

　抱え上げた黒猫をアメフトよろしくパスしようとしていた愛梨に必死でストップをかける。

　しかし、原因がＧなのは事実。

　今のセリフ通り、不幸にもＧと遭遇した愛梨は死に物狂いで退治した。さらにはさきほど北斗が薬局で買ってきたバル×ンを愛梨の部屋に散布。

　これでおそらく生き残りはいないと思うのだが……愛梨本人はまだ家に帰りたくないらしい。

「おまえって、意外にナイーブだったんだな」

「し、仕方ないじゃないですか。私のメンタルは家に帰れるほど回復していません。もしかしたら物陰からヤツが飛び出してくるんじゃないかって思うと……ううっ、一体私が何をしたって言うんです……」

「け、けど！　だからって家に泊まるのは……」

「帰れって言うんですか冬とう華かさん！」

　愛梨の鬼気迫る叫びに、冬華は「ひいっ！」と悲鳴を上げた。

「あっ、ごめんなさい。つい叫んでしまいました。でも……お願いします。しばらく泊めてくれませんか？」

「うっ……まぁ、確かにアレが出た家に帰りたくないのはわかるけど」

「ですよね」

「薬を撒まいても生き残ってるかもしれないし」

「うっわ」

「それどころか繁殖して……」

「くっ……！　行け、ニャンザブロー！」

「あ、この猫ちゃん可愛かわいい～」

「しまった！　冬とう華かさんには通じない!?」

　ガーンとわざとらしくショックを受ける愛あい梨りの視線の先では、冬華が黒猫を抱き上げてよしよしよしと撫なでている。

　そういえばコイツって猫好きだったっけ……と北ほく斗とは思い出していた。冬華とは血が繋つながっていないので、あっちは猫アレルギーじゃないし。

「ねぇ、愛梨。あなたが家に泊まるってことは、この子も一緒？」

「はい。ダメでしょうか？」

「ううん。冬華は大歓迎！　猫って可愛いから大好きだし」

「ありがとうございます。では、あとは先輩のお母さんに事情を……」

「あー、お母さんは今いないのよ。最近この近くにアシスタントさんと一緒に作業できる仕事場を借りたんだけど、〆切り前で忙しくてそっちに泊まり込んでるの。だから、許可はいらないんじゃないかな？　お母さんならＯＫを出すと思うし」

「本当ですか？」

「うん。愛梨は友だちだし、一緒にお泊まりできるのは嬉うれしいもん」

「……冬華さん」

　ひしっと冬華に抱きつくエプロン姿の愛梨。

　なんという美しい友情だろうか。

　今葛くず原はら家のリビングでは二人の女の子が抱き合っていて──。

「……うわっ、愛梨ってやっぱり胸おっきいわね」

「あっ……ふぁっ……冬華さん……どうして私の胸を触って……んんっ」

「いや、どうしたらこんなにおっきくなるのかなって」

「それだったら……えい」

「きゃっ……あ、愛梨！　冬華の胸を触るのは……ひゃぅっ」

　きゃっきゃっとくすぐったそうに声を上げながらお互いの身体からだをなでなで触る愛梨＆冬華。しかし、すぐに北斗がいることに気付いたのか「あっ」と冬華が顔を赤くしてから、

「な、何を見てるのよお兄ちゃん！」

「別に見てねえよ。つーか、凛りん多だ。テメエいつまでこの家に泊まるつもりだ？」

「そうですね。一週間ほどで帰ろうかと思います。心配しなくても、食費や滞在費はある程度払いますよ」

「いや、俺が心配してるのはそういうことじゃなくて……」

「なくて？」

「………」

　愛あい梨りに訊きき返されて、黙るしかなかった。

　その透き通った瞳で見つめられるのが恥ずかしくて、つい顔を逸そらしてしまう。

　そう、別に心配なのは経済的なことじゃない。

　凛りん多だ愛梨と同居することになってしまったという事実だ。

「むっ」

　北ほく斗とが目線を逸らしたのが不満だったのか、愛梨は拗すねた様子で息を吐いてから。

「先輩」

「なんだよ？」

「最近の先輩、ちょっとおかしくありませんか。具体的に言うなら、この一週間。ちょうど体育祭が終わったあたりから」

「……そんなことはねえよ」

「だったら私の目を見て話してください。どうして顔を逸らすんですか？」

「それは……」

　おまえが好きだからだ、とはもちろん言えないわけで。

　だって、葛くず原はら北斗と凛多愛梨は偽恋人だ。

　劇場型恋愛。

　それが生徒数七千人を誇る超巨大学園──瀬せ海かい学園の生徒たちの注目を集めるための手段だ。校内一の問題児である北斗と『ジミ子』なんてあだ名で呼ばれている愛梨が付き合っているフリをすることで、今まではなんとか選挙を勝ち抜いてきた。

　けど──。

「なあ、凛多。一つ質問していいか？」

「なんです？」

「おまえの目標はこの学園の生徒会長になること。そして、義あ姉ねである凛多千ち夏なつに勝つことなんだろ？」

「当たり前じゃないですか。だから私は先輩と一緒に選挙活動をがんばってきたんです。それはこれからも一緒ですよ？」

「つまり、今のおまえは選挙活動が一番重要なんだよな」

「ま……そういうことになりますね。けど、それが何か？」

「いや、別に？　ちょっと気になっただけだ」

　強引に話を切り上げると、愛あい梨りは「ふぅん」とどこか納得していないようだった。

　そう、愛梨にとって一番大切なのは生徒会総選挙。

　だとしたら、きっと今の彼女に恋愛なんてしてる時間はないのだろう。

　この二ヵ月彼女とずっと一緒にいた北ほく斗とにはそう思えた。

　もちろん、それは自分も一緒。

　受験生が志望校に入るために猛勉強するように、今は一つのことに集中しなければいけない。

　ただ……。

「あっ、なんですかニャンザブロー」

　にゃ～と甘えるような声を上げながら、足にすり寄ってきた黒猫を愛梨が抱きかかえた。

　そのまま「もう、甘えん坊さんですね」とか言いながらぎゅっと抱きしめる。

　──ヤバイ。

　可愛かわいすぎだろ、俺の偽恋人。

　北斗は思わずそんなことを思ってしまった。

　確かに、愛梨からすればここ最近の葛くず原はら北斗は不審に見えただろう。体育祭までは別にどうってことなかったが、自分の気持ちを──愛梨のことが好きだとわかってしまってから、彼女のちょっとした仕草にいちいち目を奪われてしまう。

　というか、見み惚とれてしまうのだ。

　あでやかに輝く黒髪、きゅっとしまったウェスト、服の上からでもわかるふくよかな双そう丘きゆう、端正な輪りん郭かく……。

　可愛い。

　すべてが魅力的に見えてしまって仕方ない。

「……千ち夏なつがいなければ、ジミ子なんて呼ばれることもなかったのにな」

「？　先輩、何か言いました？」

　訊きき返してきた愛梨に「なんでもねえよ」と北斗は答える。

　そう、なんでもないのだ。

　少なくとも愛梨にはそう思わせなくちゃいけない。

　選挙が終わるまでは自分たちの関係を変えるわけにはいかないと思う。

　もし告白でもして断られたら気マズすぎるし、とてもじゃないが偽恋人を演じるのは不可能だろう。

　だから、しばらくはこのままの関係を維持しなくてはいけないのだが。

「さてさて。泊めていただくお礼に今日のお昼ゴハンは私が作りますよ。何かリクエストはありますか？」

「いや、テメエにだけ作らせるのは悪いし、俺も手伝うよ」

「……なんか、お兄ちゃんと愛あい梨りって新婚さんみたいね」

「そ、そんなことはねえだろ！　ただ一緒に料理を作るだけだぞ！」

「そうですよ、冬とう華かさん。それに……私と先輩は恋人同士。一緒に料理を作るくらいお茶の子さいさい。全然フツーですってば」

　言いつつも、なぜか愛梨の顔は赤くなっている気がした。

　嘘うそデレ大好きな偽恋人のことだからきっと恥ずかしがっている演技をしているんだろう。そんなことを考えながら、北ほく斗とはソファから立った。

　今は料理でもして気を紛らわそう。

　いや、エプロン姿の愛梨を見る度に昨夜見た夢が鮮明にフラッシュバックして精神衛生上よろしくないのだが、耐えるしかない。

「冬華さんはフレンチトーストと目玉焼きでＯＫですか？」

「えっ、あっ、うん。それにしても、愛梨って料理が得意よね」

「先輩ほどではない気もしますが」

「それだけできれば十分よ。文化祭でも頼りにしてるね」

「ああ。うちのクラスの出し物は喫茶店でしたか。しかも、メイド喫茶」

「メイド!?」

「うわっ、ビックリした！　どうしていきなり叫ぶのよお兄ちゃん！」

「べ、別に？　ただやたらベタな企画をするんだなって思って……。ちなみに、おまえらもメイド服とか着るのか？」

「もちろんです」

「冬華は可愛かわいい服が着れて嬉うれしいけどね～」

　コスプレにあまり抵抗がないのか、楽しそうにする愛梨＆冬華。

　対する北斗の心臓はドキドキ。

　文化祭になったら愛梨のメイド服姿とかが見られるわけで、しかも自分たちは偽恋人だからデートなんかしちゃったりして……だぁああああああなんだそのよくわからねえシチュエーションは！

　みたいな感じで、思春期な脳ミソがオーバーヒートしそう。

「？　お兄ちゃん、なんだか顔が赤いけど」

「そ、そんなことはねえよ」

「怪しいですね。大方私たちのメイド服姿をイメージしてドキドキしていたのでは？」

「なっ……」

「なんなら、ご主人様って呼んであげましょうか？」

「[image: ][image: ][image: ]っ」

　くそっ。

　北ほく斗とは心の中で舌打ちを零こぼす。

　この前までの自分だったら愛あい梨りの軽口なんてまったく気にしなかったのだが、今では適当な返事をすることもできやしない。

「先輩？」

　返答がないのが不安になったのか、愛梨が北斗のことを見つめてきた。

　たったそれだけのことでも。

　北斗の心臓は高鳴りっぱなしで……。

「でも、愛梨も大変よね。体育祭の後にあった第二次投票は突破できたけど、これからが本番でしょ？」

　そこで口を開いたのは冬とう華かだった。

「ほら、うちの文化祭って五日間もあるし。まあ、それだけ規模も盛り上がりもすごいんだけどさ。それに、文化祭の最終日にはいよいよ選挙の最終投票があるでしょ？」

「はい。そこで次期生徒会メンバーが決まります」

「だったら文化祭では目立っておいた方がいいかもね。今残ってる生徒会長の立候補者は……」

「私と千ち夏なつ。そして、ちぃ……いえ、チェルシーさんですね」

　チェルシーと幼なじみだということをバラさないためだろう。愛梨はあえてチェルシーを名前で呼んだ。

　けど、ようやくここまで来たんだ。

　生徒会総選挙の会長枠に残ったのは三人。

　凛りん多だ愛梨。

　凛多千夏。

　チェルシー・スターダスト。

　ここまで来たら愛梨が生徒会長になるのも夢じゃない。

　彼女は僅きん差さとはいえ第二次投票で千夏に勝った。しかも、チェルシーは愛梨サイドの人間。計画では文化祭の前に愛梨を推薦して、選挙を辞退することになっている。

　もちろん、『学園の歌姫』なんて呼ばれる千夏は侮れない。

　実質去年の選挙で千夏の人気が爆発的に上がったのは文化祭のステージに上がったときだったし、また同じことが起きることは十分あり得る。

　でも──。

「やるしかねえよな」

　やっとたどり着いたんだ。

　最初は愛梨が最終候補に残るなんて誰も思っていなかっただろう。

　けれど、彼女は這はい上あがってきた。

　そうやって、上り詰めた。

　凛りん多だ千ち夏なつと戦える舞台まで。

　だったら──やるしかない。

　たとえ、結果がどうなろうとも──。

「ま、最終投票を控えているのは私だけではありませんが。そうですよね、冬とう華かさん」

「えっ……まぁね」

「？　どういう意味だ？」

　意味がわからずに北ほく斗とが訊きき返すと、愛あい梨りは「うっわ」と呟つぶやいてから。

「先輩、まだ気付いていなかったんですか？　冬華さんは今年の生徒会総選挙に立候補しているんですよ」

「えっ……マジで？」

「はい。役職は書記です。もし二人とも当選すれば、私たちは次期生徒会のメンバーということになりますね」

「……ホントなのか、冬華？」

「う、うん」

「なんで今まで黙ってたんだ？　おまえが選挙に出るって知ってたら、俺も応援や手伝いを──」

「いいの」

　顔を俯うつむかせながら。

　冬華は北斗の言葉を遮った。

「だって、お兄ちゃんは愛梨の選挙活動の手伝いで忙しかったでしょ？」

「冬華……」

「だからなんとなく冬華が立候補してることは言いづらかったんだ。それに、家族に改めて言うのも恥ずかしい気がしたしね」

「………」

　寂しそうな妹の表情に、北斗の胸はきゅっと締めつけられた。

　今の言葉通り、この二ヵ月間自分は愛梨の選挙活動の手伝いにかかりきりだった。偽恋人を演じるためにも、そうするしかなかった。

　けれど、まさか冬華も生徒会総選挙に立候補していたとは。

　いや、冬華は学園では優等生だし、今年の入学式で一年生の代表をやったぐらいだから生徒会に入ってもおかしくはないのだが。

「でも。一つだけ、確認したいんだけど──」

　と。

　そこで、冬華は言葉を続ける。




「愛梨と兄さんは、本当に付き合っているわけじゃないんだよね？」




「えっ──」

　思わず、北ほく斗とは固まってしまう。

　それは愛あい梨りも一緒。

　いつもなら巧みな嘘うそで誤ご魔ま化かす偽恋人も、突然の質問に黙ってしまっている。

「な、何を言ってんだよ。俺と凛りん多だは恋人同士で──」

「いいの。私、もう全部知ってるから」

　そう言って、冬とう華かはショートパンツのポケットからスマートフォンを取り出した。

　そして、ボタンを操作すると。




『落ち着け、凛多。俺とおまえは偽恋人だ』




　流れ出したのは、北斗の声。




『私たちは偽恋人。本当の恋人じゃありません。お互いが好き合っているわけじゃありません』




　さらには、愛梨の声。

　聞いた瞬間、北斗にはすぐにこの会話がいつのものだかわかった。

　忘れるはずもない。

　これは体育祭のときに瀬せ海かい学園の中庭でしたもので──。

「……冬華さん。これは？」

「体育祭のときの愛梨と兄さんの会話。……ごめんね。あのとき、私はあなたたちの後をつけてたの。そして、二人の会話を録音してた」

「どうして、そんなことを？」

　優等生口調で話す冬華に、愛梨は訊たずねた。

　すると、冬華は「簡単よ」と呟つぶやいてから。

「生徒会長に頼まれたの」

「！」

「体育祭の前に、会長は私にこう頼んできたの。愛梨と兄さんが本当に付き合っているのか探って欲しいって。会長は、あなたたちが本当に付き合っているのか疑っていたから」

「じゃあ、冬華さんは……」

「最初は兄さんと愛あい梨りは本当に付き合っているんだって証明してやるつもりで、あなたたちの後をつけてた。でも……真実は違った。二人は、偽恋人なんでしょ？　学園の生徒や私のことを騙だましてたのよね？」

「………っ」

「……ひどいよ、愛梨。どうしてこんなことをしたの？　私とあなたは友だちじゃなかったの？」

　今にも泣きそうな口調で、冬とう華かは告げた。

　妹がひどくショックを受けているのが、北ほく斗とにも伝わってきた。

　無理もない。

　だって、冬華にとって愛梨は大事な友だち。

　唯一学園での仮面を外して話せる女の子。

　最近は一緒にネトゲなんかをしてよく遊んでいたはずだ。

　そして、冬華は愛梨が兄の恋人と思っていた……。

　けれど。

　それは、全部嘘うそだったんだ。

「二人はずっと私のことを騙してたのね？　ねぇ、楽しかった？　何も知らない私の前で演技をするのは」

「ち、違うんです、冬華さん。これにはわけが……」

「わけって何よ。この裏切り者」

「───っ」

「間違ってないでしょ？　愛梨と兄さんは私たちのことを騙してたんだもん。それに、私は一週間前の体育祭の後に会長にお願いされたの」

「千ち夏なつに？」

「そうよ。──もし二人が付き合っていないっていう証拠を掴つかんだのなら、渡して欲しいって」

「えっ──」

　愛梨の顔から一気に血の気が引く。

　だって、今の冬華の言葉が真実なら千夏は北斗たちの秘密を知っていることになる。

　二人が偽恋人だということを。

　そして、怒った冬華がすでに千夏たちに証拠を渡してしまっていたとしたら……。

「でも」

　しかし。

　冬華は真剣な口調で告げてから。




「私は、あの人の味方にならなかったわ」




「えっ……冬とう華か？」

　思わず、北ほく斗とは妹の名前を呼んでしまった。

　すると冬華は「ふぅ」と息を吐いてから、続ける。

「私だって、最初はすごく許せなかった。私は兄さんと愛あい梨りがずっと付き合っていると思ってたから。さっき言ったみたいに、二人が裏切り者みたいに見えた。だから、会長に証拠を渡そうとした。けど──寸前で、やめたの」

「やめた？」

「ええ。『そんな証拠はない。愛梨と兄さんは本当に付き合っている』って言ってやったわ」

「どうして、そんな……」

「決まってるでしょ、愛梨。最初は兄さんと愛梨が私に嘘うそをついていたことに怒ったし、わけがわからなかった。けど……冷静に考えてみれば、二人が何の理由もなくこんなことをするわけがないもん」

　きっぱりと、冬華は断言した。

「それに、私は会長の手て駒ごまになるのはごめんよ。このままじゃあの人に利用されてるみたいで気持ち悪いもの。会長に話を持ちかけられて兄さんや愛梨を見ていて、二人が偽恋人だって知ってたけど……まだそれだけ。私は何も知らない」

「何も知らない？」

「そうよ、愛梨。あなたと兄さんたちがどうしてこんなことをしてるのか、私はちゃんと確かめたかった。だから会長に証拠を渡さなかったの」

「冬華さん……」

「ねぇ、愛梨。結果的にあなたは私を騙だましてたわけだけど……私たちは友だちよ。少なくとも、私は今までそう思ってきたし、今でもそう思ってる。それとも……私たちの関係も嘘で──」

「違います！」

　声を張り上げて、愛梨は否定した。

　そして、

「ごめんなさい」

　深く頭を下げてから、言葉を紡つむぐ。

「確かに最初はクラスの中で友だちをつくるために冬華さんを利用しようと考えていました。でも、一緒にいて……冬華さんと友だちになりたいって思ったんです。冬華さんと話をしたり一緒に遊ぶのが、すごく楽しかったんです。だから私は……」

「私と友だちになってくれたんでしょ？　私も……愛あい梨りと友だちになれてよかった。私は今まで本当の自分をさらけ出せる相手が家族しかいなかったから。そして、私は愛梨のことを信頼してる」

「………」

「だから、きっとあなたが兄さんと付き合っているなんて嘘うそをついたのにも理由があるはずなのよ。……違う？」

「………。そうですね」

　ゆっくりと、愛梨は頷うなずく。

「私たちは選挙で勝つために、生徒の注目を集めることにしたんです。その計画が、劇場型恋愛。だから、私と先輩は恋人になったフリをしていました」

「……なるほど。不良のお兄ちゃんとイジメられっ子だった愛梨が付き合えば、話題になる。そうすれば《セカイネット》でも注目されて選挙で有利になるもんね。だから、二人は私を……ううん、全校生徒を騙だましてた」

「……すみません、冬とう華かさん」

　学園での優等生ぶりを発揮して劇場型恋愛のシステムを理解した冬華に、愛梨は謝った。

「すまない、冬華」

「兄さん……」

「俺たちは、おまえを騙してた。けど、凛りん多だのことを怒らないでやってくれ。コイツが生徒会長になるには……凛多千ち夏なつに勝つには、これしか方法がなかったんだ。俺のことは、いくらでも怒っていいから」

「………」

　沈黙。

　リビングを静寂が満たした後で。

「わかった」

　冬華は、あっさりと頷いた。

「でも、その代わり条件があるわ」

「……条件？」

「ええ。愛梨と兄さんは偽恋人──つまり、二人は本当に付き合っているわけじゃないんでしょ？　あくまで注目を集めるために、恋人関係を演じてるだけなのよね。それが劇場型恋愛。だったら──」

　私にも協力させて、と。

　妹は、どこまでも真しん摯しな口調でそう告げた。

















　第二話　　ネオメロドラマティック






「ねえ、愛あい梨り」

「何ですか、冬とう華かさん」

「えっと、せっかく二人きりになったから……言いたいことがあるんだけど」

「……ごめんなさい。私は、冬華さんのことを騙だましていて……」

「ううん、もうそのことはいいの。だって──」

「だって？」

「冬華だって、クラスのみんなを騙してるもん」

「あっ……」

「冬華は家での冬華と、学園での私を使い分けてる。もちろん、学園の私にも友だちはたくさんいるわ。でも、みんなは私が家ではネトゲ廃人になっていることを知らない。言ってみたら、みんなを騙してるようなものでしょ」

「………」

「でも、こんなの普通よ。みんな何かしらの秘密を抱えて生きてる。誰かにすべてを打ち明けて生きてる人なんてほとんどいない。だから、冬とう華かは愛あい梨りとお兄ちゃんが偽恋人だったことを認めるわ。愛梨とお兄ちゃんもちゃんと謝ってくれたしね」

「ありがとう、ございます」

「お礼はいいの。今はこんなことが言えるけど……最初は頭の中がグチャグチャになっちゃったし。勢いで証拠の入ったスマホを会長に渡しそうにもなった。でも、冷静になって考えてみてよかった。本当に、よかったわ」

「一つ質問してもいいですか？　冬華さんは……どうして家と学園でキャラを使い分けてるんです？」

「うーん……原因は、お兄ちゃんかな」

「先輩ですか？」

「ほら、お兄ちゃんって今は不良だけど、昔はすっごい優等生だったでしょ？　文武両道で、それこそ愛梨みたいに生徒会長を目指すくらいに。あの頃のお兄ちゃんはすごい輝いていた。だから、冬華もマネをしてみたかったのよ。まぁ、学園で優等生を演じるのって結構疲れるから、家ではダラダラしてるんだけど」

「………」

「それに、最近のお兄ちゃんは昔のお兄ちゃんに戻ってきた。きっと、それは愛梨が原因。そのこともあったから……冬華はお兄ちゃんと愛梨に騙だまされても、許すことができたんだと思う。むしろお礼を言わなくちゃね。お兄ちゃんを変えてくれて、ありがとう」

「いえ、私は大したことは……」

「そんなことないわよ。冬華は愛梨とお兄ちゃんがすっごい羨うらやましかった。冬華も選挙で書記に立候補してたけど、お兄ちゃんは愛梨にかかりきりで気付いてもくれなかった。正直……すごく嫉しつ妬としてた部分もあると思う」

「嫉妬……」

「だから、愛梨。友だちとして、あなたにこれだけは言っておくわ。冬華は、お兄ちゃんのことが──」









　第三話　　恋をしようよ






「で、わたしを呼び出したわけか？」

　時刻は午後八時。

　葛くず原はら家のソファにあるリビングに座っているのは、チェルシー。トレードマークの赤髪を揺らしながら、彼女はため息を吐ついた。

「話は今不良少年から聞いたから大体わかった。つまりはきみの妹に劇場型恋愛がバレてしまったんだろう？」

「……悪い。俺たちがもっと気をつけていれば……」

「謝るな。さっききみがわたしに説明した通り、すべては千ち夏なつの差し金だ。十中八九、きみの妹をスパイにするプランを考えたのは千夏の右腕であるルナだろう」

「まあ、そうだろうな」

「つまり、体育祭での勝負はすべて愛あい梨りに隙をつくらせるための罠わなだったわけだ。わたしたちはあのファッションモンスターの掌てのひらで踊っていたわけで……」

　ふうっと。

　チェルシーは大きく息を吐いてから。




「あのゲス女ぁああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」




　うがーっ！　叫び声を上げながら、ソファに仰あお向むけになってしまった。

　そのままバフバフとソファをちっちゃな両手で叩たたく。

「やってくれたな！　マジでやらかしてくれたな！　よりによってそんなゲスな手段を考えていたとは！　だが一番許せないのは第二次投票で愛梨が千夏に勝てたことで喜んでしまったわたし自身だ！　これがいわゆるぬか喜びぃ───────っ！」

「落ち着けよ、チェルシー」

「シャラップ不良少年！　きみには言っていなかったが、第二次投票で愛梨が勝ったときわたしは嬉うれしさのあまり何度もガッツポーズを決めたんだぞ!?　なのに実際はあいつらの罠にはまっていたとは……あぅうう、お腹なかが……お腹が痛いよぅ……」

「ほら、これを飲め。生しよう姜が湯だ。腹痛には生姜湯が効く」

「ううっ……すまない、苦労をかける」

　北ほく斗とが手渡したマグカップに入った生姜湯をずずずっとすするチェルシー。

　ストレスを感じたチェルシーが神経性胃炎を発症するのはもはやお約束なので、一応生しよう姜が湯を用意しておいたのだが、無駄にならなくてよかった。

　いや、この場合はむしろ無駄になった方がよかったのかもしれないが。

「だが、きみの妹は掴つかんだ証拠を千ち夏なつに渡さなかったのだろう？」

「ああ。もし渡してたとしたら、とっくに公表されてると思うし」

「だろうな。だとしたら、きみの妹は本気で劇場型恋愛を手伝うつもりなのだろう。要するに、わたしが書く脚本ブツクに自分を組み込んで欲しいわけだ。ところで、きみの妹と愛あい梨りはどこにいる？」

「今風呂に入ってるよ」

　昼間。

　冬とう華かから話を聞いた後、愛梨はすぐにチェルシーを呼ぼうとした。

　しかし、チェルシーが買い物に出かけていたために来るのがこんな時間になってしまったのだ。

　そして、待ちきれなくなった愛梨たちは入浴タイムに入ってしまった。

　二人きりにして大丈夫だろうかとも不安になったが、冬華が「少し愛梨と二人でお話がしたい」と言ってきたのだ。

「あの、先輩」

　ウワサをすれば何とやら。

　お風呂から上がったのか、リビングの入り口から愛梨がひょこっと顔だけを出した。風呂上がりのせいか、その顔は紅潮している。

「？　凛りん多だ。なんで隠れてるんだ？」

「それは……実は、今私が着ているのは冬華さんのパジャマで」

「は？　なんで冬華のパジャマを？　自分の家から持って来ればいいだろ」

「忘れたんですか、先輩。どうして私がこの家に泊まることになったのか」

「あー、そっか。部屋にはしばらく帰りたくないんだっけ。でも、だったら冬華に寝巻を持って来てもらえばよかったんじゃないか？」

「拒否されました。もしヤツが出たら怖すぎる、と」

「……まぁ、それもそうか。だったら、俺が……」

　と、そこまで言って北ほく斗とは自分の発言を激しく後こう悔かいした。

　愛梨の寝巻を持ってくるということは、つまり彼女の部屋のクローゼットを開けるわけだ。

　きっとクローゼットには寝巻だけじゃなくて下着とかも入っているわけで……。

「先輩。顔が赤いですよ」

「そ、そんなことねえよ。それより、早く入って来いって。冬華のパジャマを借りられたんだろ？」

「……はい。では」

　そう言って、なぜか顔を俯うつむかせながら愛あい梨りはリビングに入って来た。

　瞬間、どうして北ほく斗とは愛梨が顔を赤くしているのか理解した。

　どう見てもパジャマのサイズが合っていない。

　いや、愛梨と冬とう華かの身長はほとんど変わらない。だから普通ならジャストフィットなのだが……。

「……はふぅ」

　恥ずかしそうに、愛梨は豊かな双そう胸きようを抱きしめた。

　そう、胸。

　冬華と愛梨では発育に差がありすぎる。そのせいで猫柄の可愛かわいらしいパジャマは胸の部分だけピチピチ。

　そのせいで、瑞みず々みずしい乳ち房ぶさの膨ふくらみがより強調されて……。

「先輩のえっち」

「ぐはっ!?」

　苦く悶もんの声を上げる北斗の視線の先では、愛梨が恥ずかしそうに顔を俯かせていた。

　さすがにこの仕草は嘘うそデレじゃないだろう。

　けど、恥ずかしそうに目を潤うるませている愛梨はすごく可愛くて……。

「……やっほー、お兄ちゃん」

　そこでリビングに入って来たのは、同じくパジャマ姿の冬華。

　彼女はリビングの隅っこで体育座りになってから。

「……冬華、もうダメかも」

「なんでそこまでダメージを負ってんだよ」

「だって……あ、愛梨のむむむむむ胸がががががが……」

　虚うつろな口調で呟つぶやきながら、妹はリビングの端っこで真っ白に燃え尽きていた。

　まさかの矢や吹ぶきジ×ースタイルである。

　まあ、ここまで残酷な現実を見せつけられては無理もないが。

「……さあ、お兄ちゃん。話し合いを始めましょうか」

「なあ、不良少年。話をするのはまた後日にした方がいいんじゃないか？　きみの妹が死んだ妹のような目をしているぞ」

「どんな目だよ」

　いや、目の前にいる冬華のような目なのだろうが。

　正しくは死んだ魚である。

「大丈夫です。冬華さんもそのうちおっきくなりますよ」

「くっ……！　な、なんて余裕なの……さすが生徒会長の最終候補に残るだけはあるわね愛あい梨り！　それでこそ冬とう華かのライバルにふさわしいわ！」

「ライバル？」

「そう、ライバル！」

　ババッと体育座りから復活する冬華。

　どうやら燃え尽きて灰にはなっていなかったようだ。それとも不死鳥のごとく灰の中から蘇よみがえってきたのか。

「お兄ちゃんの話だと、愛梨たちはスターダストさんが書いた脚本ブツク通りに演技をしてたんでしょ？」

「わたしを名字で呼ぶな葛くず原はら妹」

「じゃあ、なんて呼べばいいの？」

「名字以外ならなんでもかまわないさ」

「じゃあ、チェルちゃん」

「………」

　ぴくぴくと震える指先で冬華を指さしながら「……不良少年。きみの妹はなかなかいい度胸をしているな」とチェルシーはご機嫌ナナメになってしまった。

　まあ、さすがにチェルちゃんはない気もする。

「そういえば、チェルちゃんって実は冬華よりも年下なのよね？」

「なっ[image: ][image: ][image: ]」

「前にお兄ちゃんからそう聞いたけど？」

「ふ、不良少年！　きみというヤツは妹になんてことを吹き込んでいるんだ！　わたしは十四歳じゃない！　れっきとした高校二年生だ！」

　ぷんすか怒るチェルシー。

　その姿はどう見ても高校二年生には見えないのだが、あえて北ほく斗とは追及しなかった。

　このままではいつまでも話が進まない。

「で、冬華。おまえはどうしたいんだ？」

「決まってるじゃない、兄さん。チェルシーさんが書いた脚本ブツクに、私も交ぜて欲しいの」

　口調を優等生モードに変えてから、冬華は言った。

「待て。脚本ブツクを決めるのはわたしの役目だ。それに、今学園は愛梨と不良少年の恋愛関係で盛り上がっている。ここで余計な要素を入れるのは……」

「思い出してみてください。愛梨の注目度が大幅に上がったのが体育祭でした。あのとき何がありました？　生徒会長が兄さんに告白しましたよね？　そこから三人の三角関係で学園は盛り上がっていったはずです」

「つまり……きみはそれをマネしたいのか？」

「さすが副会長さん。理解が早くて助かります。私の考えはシンプル。要は、私と愛あい梨りが兄さんを奪い合うような脚本ブツクを書いて欲しいんです」

「待ってください。冬とう華かさんは簡単に言いますが、それで私に注目が集まるかどうかは……」

「大丈夫。私は兄さんの義妹。それは別に隠してるわけじゃないし、学園の中には知っている人も多いわ。血の繋つながってない妹と彼女が一人の男の子を奪い合う。少女漫画みたいで面白そうじゃない？」

「それは……」

「ふむ。確かに、一理あるな」

「なっ……本気ですか、ちぃちゃん」

「まぁな。確かに愛梨と千ち夏なつが不良少年を奪い合うことで、きみへの注目度は増した。しかし、体育祭が終わった後その三角関係は崩壊してしまった。なぜか体育祭の後、千夏は不良少年へのアタックをやめてしまったからな。そうだろう、不良少年？」

「ああ。俺にも理由はわからないけどさ」

　チェルシーの言う通り、体育祭が終わってからのこの一週間、千夏が北ほく斗とに近づいてくることはほとんどなかった。

　体育祭の前とはまるで逆である。

　もっとも大人しすぎて逆に怖い気もするが。

「だからこそ、ここで愛梨と不良少年の恋愛模様に新たな一石を投じるのも悪くないかもしれない」

「その役を……冬華にやらせようっていうのか？」

「他ほかに適任がいないからな。それとも……まさか、不良少年はこのわたしにその役をやれと？」

「兄さん。お願いだからロリコンの道に踏み出すのはやめて。チェルシーさんはまだ十四歳で──」

「黙れ葛くず原はら妹。きみは本当にいい度胸をしているな」

「ふふっ。それほどではないですよ」

「ホントに冬華さんはすごいです。胸のサイズでは私にボロ負けですが」

「うええええええんお兄ちゃーん！」

「……おまえ、優等生モードか自宅モードかはっきりしろよ」

　えぐえぐと泣きついてきた妹の頭を撫なでながら、北斗はため息を吐き出す。

　偽恋人ということが冬華にバレてしまった以上、いっそのこと冬華にも劇場型恋愛のサポートを頼んだ方がいいのかもしれないが……。

「でも、兄さんは迷う必要はないでしょ？」

　北ほく斗との身体からだから離れてから、冬とう華かは再び優等生モードで、

「だって、兄さんと愛あい梨りは本当に付き合っているわけじゃない。つまり、兄さんは愛梨のことが好きなわけじゃないのよね？」

「………っ」

　思わぬ追及に、北斗は言葉を失う。

　そう、葛くず原はら北斗と凛りん多だ愛梨は偽恋人。

　実は好き合っているわけじゃない……ということになっている。

　けど、北斗は愛梨のことが──。

「ねえ、愛梨。あなたも兄さんのことが好きなわけじゃないんでしょ？」

「………」

　確認するかのような冬華の追及に。

　愛梨は、きゅうっと静かにパジャマの裾すそを握り締めてから。

「いいえ。私は先輩のことが好きですよ」

「えっ……」

　一気に、北斗の心臓が大きく脈打つ。

　そして、愛梨はきっぱりとした口調で、

「ただし、友だちとしてですが」

「………」

「だって、ほら。先輩ってヤンキーですし。確かに私はロックバンドが好きなのでアウトローな男性が好きなのですが、先輩の場合は痛々しくて見ていられないです。というか、どうしてそんなプリンみたいな頭をしてるんです？　カッコつけてるんですか？」

「………」

　助けを求めるように、北斗は冬華に視線を向けた。

　だが冬華は気まずそうに視線を逸そらしてしまった。

　……あれ？

　もしかして、これが失恋？

　恋って、こんなに呆あつ気けなく終わるものなのだろうか？　あまりにも呆気なさすぎて実感がないというか……。

「それに……先輩が私みたいな地味な女の子を好きになるわけがないと思いますし」

「えっ……」

　何やら愛梨が小声で呟つぶやいた気がしたが、放心状態寸前の北斗はよく聞き取れなかった。

　もう一度訊きき返そうとしたが、

「だったら、私と愛梨と兄さんが三角関係になる脚本ブツクを作っても問題はないでしょ？　二人は本当に付き合ってるわけじゃないんだし」

「そう、ですね……って、冬とう華かさん？　どうしてそこで先輩の腕に抱きつくんですか？」

「別にいいでしょ？　だってこれからは私と愛あい梨りが兄さんを奪い合う脚本ブツクを演じなくちゃいけないんだし。これはその練習よ」

　そう言いながら、冬華は北ほく斗との腕にぎゅっと抱きついてきた。

　微かすかに香る石せつ鹸けんの良い匂い。肘ひじのあたりに当たるふにゅっと柔らかな乳ち房ぶさの感触。抱きついてくるせいで耳元にかかる吐息が温かい。

「ねえ、いいでしょ兄さん？」

「うっ……」

　冬華にぎゅ[image: ][image: ][image: ]っと腕を抱きしめられ、北斗は呻うめくしかなかった。

　普段だったら、大したことじゃない。

　家ではダメダメ妹の冬華はよく抱きついてきたし、この程度は兄妹のスキンシップだと思えばどうってことがない。

　しかし、今の冬華は優等生モード。

　いわば学園にいるときの葛くず原はら冬華。

　当然だが、優等生を演じている冬華が学園で甘えてくることはなかった。

　だから、今の口調で甘えられると妙にドキドキしてしまうというか……。

「なるほど。練習ですか」

「えっ……なっ、何してんだよ凛りん多だ！」

「先輩の腕をぎゅっとしただけですが？　さっき言った通り、これからは私と冬華さんで先輩を奪い合う脚本ブツクを演じるんです。だったら、練習しておいた方がいいでしょ？」

「れ、練習って……！」

　まるで冬華に対抗するように、愛梨は北斗の腕に抱きついてくる。

　そのせいで、彼女のふくよかな双そう丘きゆうに肘が埋もれてしまう。たゆんっとした弾力を持つ乳房が肘に当たり、脈拍が一気に上昇。

　思わず抗こう議ぎしようと左を向くが、間近には愛梨の整った輪りん郭かく。

　その透き通った瞳で見つめられると、北斗は何も言えなくなる。それどころか愛らしい彼女に見み惚とれそうになってしまう。

　そして、心の底から実感する。

　やっぱり自分は愛梨のことが好きなんだ。

「ふぁっ」

　が。

　どうしてか、そこで愛梨が艶なまめかしい吐息を零こぼした。

「凛多？　大丈夫か？」

「は、はい。この程度は……んんっ……別に大したことありませんよ。お茶の子さいさいへっちゃらさんで……あぅっ」

　顔を赤らめた後で、愛あい梨りは黙り込んだ。

　彼女が抱きしめている腕には相変わらずぽよんと柔らかな双そう胸きようの感触が当たって……。

「ん？」

　しかし、そこで北ほく斗とは違和感を覚えた。

　なんだか左右の肘ひじに当たる感触が違う気がする。

　いや、愛梨と冬とう華かの胸における戦力差を考えたら当然なのかもしれないが……なぜか、愛梨が抱きついてる左腕の方には小さな突起のような感触が当たって……。

「………」

　そこで、北斗は一つの結論に思い当たった。

　今愛梨が着ているのは冬華のパジャマ。家に着替えを取りに行けなかったのだから、仕方ない。

　では、下着はどうなのだろう？

　そっちも冬華から借りたんだろうか？

　おそらくショーツは大丈夫だろう。

　しかし、ブラの方はどう考えてもサイズが合わないはずだ。

　だとしたら、今愛梨はノーブ──。

「先輩？」

「………っ！」

　愛梨に呼ばれた瞬間、北斗は思わず視線を逸そらしてしまった。

　なんだか視線を合わせただけで思考がバレてしまいそうな気がしたのだ。それぐらいにテンパってしまっていた。

　しかし、逆に。

　北斗のリアクションを見て、すべてを悟ったのだろう。愛梨は「[image: ][image: ][image: ][image: ]っ」と耳まで真っ赤になってから。

「きゃっ」

　可愛かわいらしい悲鳴を上げてから、北斗から離れてしまった。

　──ちょっと待て。

　今、『きゃっ』って言ったのか？

　あの凛りん多だ愛梨が？

　いつも毒舌全開でクールな偽恋人が？

　普段だったら「嘘うそデレはやめろ」ぐらいの冗談は言えるのだが。

「す、すみません、先輩。そろそろニャンザブローにゴハンをあげなくちゃいけない時間なのでキッチンに行ってきますねせっかくですから冬華さんも一緒に行きましょうっ」

「えっ……うわっ、愛あい梨り!?」

　強引に冬とう華かの腕を掴つかむと、愛梨はドタバタとリビングから走り去ってしまった。

　今のリアクション。

　もしかして……演技じゃなかったのか？

　だとしたら、愛梨は本当に恥ずかしがっていたということになるが。

「これから大変なことになりそうだな」

　と。

　そこで、状況を見守っていたチェルシーが呟つぶやいた。

「そうだな。まさか、冬華まで脚本ブツクを演じることになるとは思ってなかった」

「いや、それはいい。きみの妹が考えた作戦はなかなか面白い。ここで新たな三角関係をつくればさらに学園の注目を愛梨に集められる。最終投票がある文化祭の前に新たな手を打っておくのも悪くない。ただ……」

「ただ？」

「不良少年」

　ぽんっと。

　チェルシーは北ほく斗との肩を叩たたいてから。

「きみ、マジで愛梨に惚ほれてしまっただろう？」

「なっ!?」

　その質問は。

　葛くず原はら北斗という人間のど真ん中に突き刺さった。

「な、なななな何を言ってんだよ俺は別に凛りん多だのことなんか……！」

「ツンデレキャラみたいなことを言うな。今のきみのリアクションを見たらよっぽど鈍にぶくない限り気付くぞ？」

「ぐっ……！」

「わたしを甘く見るな。わたしだって劇場型恋愛を続行するためにずっときみたちの傍そばにいた。もちろん、体育祭が終わった後できみの愛梨に対する態度がぎこちなくなったことにも気付いている。大方、愛梨の顔を見るのが恥ずかしくなってしまったのだろう？」

「………」

　サアーっと全身の血液が引いていくのを北斗は感じていた。

　まさか。

　こんなにもあっさりと愛梨が好きなことがバレてしまうとは。

「まぁ、偽恋人を演じているうちに相手を好きになるというのはお約束のパターンなのかもしれないが……まさか、きみみたいな不良がそんな青春展開に陥るとは。若いな、青いなぁ、ふふふのふっ」

「う、うるせえ！　好きになっちまったもんは仕方ねえだろ！」

「ば、ばか。そんなにはっきりと断言するな。クラスメイトの恋バナを聞くとか恥ずかしいだろうっ」

「あっ、悪い」

「………」

「………」

　沈黙。

　そして、見つめ合うこと十数秒。

　チェルシーはツンっと視線を逸そらしてしまった。その顔は微かすかに紅潮している。

　……もしかして。

　本当に恋バナが恥ずかしかったのだろうか？

「つーか、最初に訊たずねてきたのはテメエじゃねえか」

「う、うるさいぞ！　きみがここまであっさりと認めるとは思っていなかったんだ。それで、どうするんだ？」

「それは……」

　もちろん、チェルシーの質問の意味は理解している。

　葛くず原はら北ほく斗とが凛りん多だ愛あい梨りを好きになってしまったということ。

　けど、二人は偽恋人だ。

「告白はしねえよ」

「ふむ。いいのか？　意外と脈ありかもしれないぞ」

「さっきあいつも俺のことを異性として好きじゃないって言ってたじゃねえか。……なあ、チェルシー。あれは俺がフラれたってことなのかな？」

「し、知るかっ。そんな思春期の高校生みたいな相談をわたしにするなっ」

「俺は現役の高校生だぞ……。でも、おまえは凛多の幼おさな馴な染じみなんだろ？　ちょっと相談なんだが……あいつの好みのタイプとかわかるか？」

「うーむ……愛梨の好みか……」

　顎あごに細い指を当てながら考え込むチェルシー。

　そして、カッと目を見開いてから。

「わからん」

「わからねえのかよ！」

「わからん！」

「二回も言うな！　それでも幼馴染か!?」

「いや、正確には愛梨の好みはばっちりわかるのだが、今ここできみにそれを話していいのかわからん」













「は？　どういう意味だ？」

「今後も問題なく劇場型恋愛を続けるためさ。きみたちの関係がギクシャクしたら、選挙にも影響が出るぞ」

「……わかってるよ」

　だから、北ほく斗とは愛あい梨りに告白しない。

　そう、今は。

　だって選挙が終われば劇場型恋愛をする必要がなくなる。

　そうしたら愛梨に告白すればいい。もちろん、フラれて会うのが気マズくなるのは死ぬほど怖い。今まで通り愛梨と一緒にいられなくなると想像しただけで心の中がずぅーんと重くなる。こんなことを考えている自分が、ひどく青くさい気もする。

　けど、伝えないわけにはいかない。

　この気持ちを。

　この想おもいを。

　この恋を。

　伝えなくちゃ、いけないんだ。

「ただいまです」

　と。

　そこで愛あい梨りと冬とう華かが帰って来た。

　どうやらニャンザブローへのエサやりは終わったらしい。

　もしくは、愛梨が冷静さを取り戻したのか。

「兄さん。チェルシーさんと何を話してたの？」

「いや、それは……」

「今後のプランについてだ」

　フォローのつもりなのか、チェルシーが代わりに答えた。

　すると、冬華は「ふふん」と得意げに胸を張ってから。

「だったら、私に考えがあります」

「考え？」

「そうです。私と愛梨と兄さんは脚本ブツクを演じなくちゃいけません。その特訓をしましょう」

「特訓って……また抱きつくつもりじゃねえだろうな？」

　思わず北ほく斗とは愛梨に目を向ける。

　すると、彼女は「なんですか？」と見つめ返してきた。

　しかし、口調にどことなく落ち着きがないようにも思える。ひょっとしたらさっきの事件を思い出してるのかも。

「兄さん、愛梨。私の話を聞いて」

　見つめ合う二人の間に割り込むように、冬華が言葉を紡つむぐ。

「デートをしましょう」

「は？」

「だから、デートよ。それが劇場型恋愛の特訓。チェルシーさんが書いた脚本ブツク通りに私たちがデートするの。私もいきなり学園で脚本ブツクを演じるのは不安だし、いい練習になるでしょ？」

「ちょっと待て。まさか、三人でデートする気なのか？」

「ええ。そうよ。だって──」

　冬華は。

　愛梨と北斗を交互に見つめてから。




「お兄ちゃんと愛梨は本当に付き合ってるわけじゃないんだから、冬華と一緒にデートしても平気でしょ？」









　第四話　　君のため






『もしもし？　今大丈夫ですか、ちぃちゃん』

「うむ。さっき家に帰ってきたところだ。愛あい梨りは今どこにいる？」

『先輩のお家うちの空いている部屋を貸していただけることになったので、そこにいます』

「そうか。で、どうして私に電話をかけてきた」

『それは……ほんのちょっぴり、相談したいことがあって』

「別に構わないさ。わたしはきみの幼おさな馴な染じみだからな。どんな相談が来ても受け止めてみせよう。さあ、どんとこい」

『先輩のことが好きになっちゃいました』

「ぶほぁっ!?」

『……大丈夫ですか、ちぃちゃん？』

「あ、ああ。実は家に帰ってホットミルクを飲んでいたのだが、思いっきりふき出してしまった。ううっ、服に臭においが……」

『そんなに驚きましたか？』

「いや……ぶっちゃけ、愛梨が不良少年のことを偽恋人役に推薦した時点で、きみが彼に何らかの特殊な感情を抱いているんじゃないかと疑っていた。それに、わたしは今日不良少年から相談を──」

『相談？』

「い、いや！　その相談は愛梨と全然関係ないものだったのだがな！　それにしても、きみがここまではっきり言ってくるとは思わなかったぞ」

『幼馴染じゃなかったらこんなこと相談してませんよ。けど……どうしましょう。私、どうしたらいいかわからなくて……』

「告白するつもりはないのか？」

『当たり前じゃないですか！　私の目的はこの学園の生徒会長になること。そして、千ち夏なつに勝つことなんです。恋愛なんて……してるヒマありませんよ』

「まあ、そうだろうな」

『それに、もし先輩に告白してフラれたら……きっと選挙どころじゃなくなります。今だって、そのことを想像するだけで眠れなくなるんです』

「そんな調子なのに同居して大丈夫なのか？」

『うっ……。実は、さっきから胸がドキドキしていて……。でも、自分の家には帰りたくありませんし。ちぃちゃんのお家に泊まることも考えたのですが、それをすると私たちが幼おさな馴な染じみだということが千ち夏なつにバレると思って』

「確かに、ある程度仲良くないと家に泊めないだろうな」

『それに今日は色んなことがあったでしょ？　私が先輩のことを異性として好きじゃないと言ってしまって、あのときはああ言うしかなかったのですが……どうしましょう。私、先輩に嫌われてしまったかもしれません……』

「そんなことはないと思うぞ」

『？　どうしてそこまではっきり言えるんです？』

「えっ、あっ、わ、わたしだって不良少年のことをこの一ヵ月見てきたからなっ！　それぐらいわかるっ！」

『なるほど。さすがちぃちゃんです』

「そ、それほどでもないが……」

『では、先輩の好みのタイプとかもわかるのでは？』

「えっ……」

『わかるんですか？』

「そ、そうだな。黒髪で、外見は少し地味で、胸が大きい女の子が好みなんじゃないか？」

『ふふっ。気を使わないで大丈夫ですよ。それじゃまるっきり私じゃないですか』

「あ、あはは。だが、不良少年は愛あい梨りのような女の子が好きかもしれないぞ？」

『そうでしょうか？　私なんかより千夏みたいに可愛かわいくて愛あい嬌きようのある女の子の方が男の子受けするような気がして。先輩と千夏は昔に何かあったみたいですし』

「結局そのことについては何も聞かされていないのか？」

『はい。でも、先輩は「いつか絶対におまえに真実を言う。だから俺のことを信じてくれないか？」みたいなことを言ってくれて……』

「愛梨。きみはノロケ話がしたいのか？」

『べ、別にそういうわけではありませんよっ。それに、今はノロケている場合じゃないでしょ？　冬とう華かさんの提案で明日デートすることになってしまいましたし』

「そのことか。劇場型恋愛の特訓をするというのは問題ないんじゃないか？　あの様子なら葛くず原はら妹もわたしたちの秘密をバラすつもりはないみたいだし」

『はい。でも……』

「でも？」

『今日、二人きりでお風呂に入っているときに冬華さんと話をしたんです。そこで、冬華さんは──』









　第五話　　シーソーゲーム






「待ったか、凛りん多だ」

「いえ、今来たところですよ先輩」

　日曜日。

　昨日の冬とう華かのデート発言の翌日、北ほく斗とと愛あい梨りは都内にある某大型ショッピングモールの前で待ち合わせをしていた。

　劇場型恋愛の特訓。

　その場所に選ばれたのがここだったわけである。休日のせいもあってか、周囲は家族連れやカップルで溢あふれている。

　まあ、ここまでベタベタな会話をするカップルは他ほかにいないだろうが。

『コラ、不良少年。もっとやる気を出せ』

　今の演技が気に入らなかったのか、北斗の耳に付けたイヤホンマイクからチェルシーの声が届いた。

　脚本ブツクの練習ということで、チェルシーは少し離れた場所からこちらの様子を見ているのだ。

　もちろん、今のベタなやり取りはチェルシーの書いた脚本ブツクである。

「そんなことを言われてもな。何もここまでお約束のやり取りをしなくても」

『仕方ないだろう？　今日の脚本ブツクの設定は、不良少年と愛梨のデートなんだ。だったら王道で攻めるべきだ』

「王道……ですか」

　北斗と同じく耳にイヤホンを付けた愛梨が言った。

　彼女の服装は温かそうなセーターに、白いプリーツスカート。さらには黒いブーツ。

　十一月ということで最近の気温は下がり気味なのだが、割と身軽な服装に見える。いや、セーターを着ているせいか普段は目立たない豊かな膨ふくらみが強調されてしまい、非常に目のやり場に困るのだが。

『ほら、不良少年。早く脚本ブツクを実行しろ。次の脚本ブツクは『愛梨と一緒に手を繋つないでショッピングモールに向かえ』だ』

「おう。わかってるよ」

　と言いつつも、北斗の指先は震えていた。

　別に寒いわけじゃない。

　ただ、緊きん張ちようしているだけ。

　今までも愛あい梨りと二人きりで外出することはよくあった。それこそ、体育祭の前は二人でよく一緒にトレーニングをしていた。

　しかし、こうして普通にデートをするのは初めて。

　いくら脚本ブツクだろうと、緊きん張ちようしないわけがない。

「じゃあ、凛りん多だ」

「は、はい」

　北ほく斗とが声をかけると、愛梨もどこか緊張した様子でおずおずと手を差し出してきた。

　おそらく緊張している演技をしているんだろう。普段の愛梨の性格を考えたら、この程度のことでドキドキするはずがない。

　そんなことを考えながら、北斗は内心ドキドキしながら愛梨と手を繋つなぐ。

　温かい。

　それに、柔らかくて、ちっちゃい。

　その小さな指先の感触を確かめるようにぎゅっと握りしめると、愛梨は「あぅ」と息を吐いた。

「？　どうした？」

「いえ、なんでもありません」

「その割に顔が赤いような気が……」

「ふ、ふふん。何を言っているんですか。私と先輩は偽恋人。今まで何度もこうやって手を繋いできたでしょ？　だったらこれくらいお茶の子さいさいですよ」

　さあ、行きましょ、と呟つぶやいてから。

　愛梨はショッピングモールに向かって歩き始めた。

　──なんか、変だな。

　片手に彼女の体温を感じながらも、北斗は思う。

　なんだか今日の愛梨はおかしい気がする。

　いや、それを言ったらこの偽恋人は普段から大分エキセントリックな行動をしているのだが……それでも、違和感がある。

　これじゃまるで、恋人との初デートに緊張している女の子みたいで……。

「待ちなさい！」

　しかし。

　そこで北斗の思考を切り裂いたのは、背後から届いた声。

　振り向くと、そこにいたのは桃色の可愛かわいらしいブラウスとチェック柄のミニスカートを身に着けた女の子。

　もちろん、冬とう華かだ。

　そして、彼女の耳にもイヤホンが付いている。

「ひどいわ兄さん！」

　冬とう華かはビシッと北ほく斗との隣にいる愛あい梨りを指さしながら、大声で。




「私という存在がありながら、彼女をつくるなんて！」




「………」

　おまえは昼メロドラマのライバルヒロインか？　とツッコミたい気持ちを北斗は必死に抑えていた。

　すでに脚本ブツクは始まっている。

　つまりこのセリフも冬華の演技。

　ちなみにシナリオライターのチェルシー曰いわく、冬華のポジションは『兄に彼女ができて嫉しつ妬としているブラコン妹』だそうだ。

　はっきり言って、冬華にはぴったりの配役である。

「この泥棒猫！　あなたが兄さんを誘ゆう惑わくしたのね！」

「ふふっ。何を言うんですか。あなたは妹でしょう？　だったら、先輩の彼女になるのは無理なのでは？」

「妹って言っても義理よ義理よ！　それに、私は義妹としてあなたが兄さんの彼女になることを認めたわけじゃないわ」

「ほう。だから、私と先輩の……ら、らぶらぶデートについてきたというわけですか」

「もちろん」

「いいでしょう。では、見せつけてあげます。私たちがどれくらい……ら、らぶらぶかを。私は先輩のことが……だ、だだだ大好きですから」

『愛梨。噛かみすぎだ』

　脚本ブツクを演じる愛梨と冬華にチェルシーの指摘が飛ぶ。

　やっぱり、今日の愛梨はおかしい。

　いつもだったら「はあ？　デート？　ラブコメラノベにありがちなイベントですね。私はそんなもんで失敗しませんよ。えへんぷい！」ぐらいは言いそうなのに。

「じゃあ、今から三人でデートしましょ。いいわよね、兄さん？」

「おう。俺は別に構わねえが……」

　いや、構うだろ？　普通は彼女との初デートに妹が乱入してきたらもうちょいどうにかするだろ？　と心の中で呟つぶやく北斗だったが、脚本ブツク通りに演技するしかない。

　予定ではこの後、冬華が北斗の腕に抱きついてくるはずで……。

「兄さん」

　が。

　そこで冬とう華かは北ほく斗との腕にぎゅっと抱きついてから。

「……んっ」




　ちゅっと。

　北斗の頬ほおにキスをした。




「なっ[image: ][image: ][image: ]」

　突然のキスに、思考が真っ白になる。

　頬に触れたのは柔らかくて温かい妹の口唇くちびる。

　キスを終えた後、恥ずかしかったのか冬華は耳まで真っ赤になってしまった。

「冬華。おまえ、何を……」

「べ、別にこれぐらいいいでしょ？　冬華の設定はブラコンの妹なんだから」

　問いただすと、冬華は自宅モードの口調で弁解。

　確かに、設定的には間違った行動ではないかもしれないが。

「………」

　どうやら驚いたのは北斗だけじゃなかったらしい。

　その証拠に、隣にいた愛あい梨りが口を開けたままで呆ぼう然ぜんとしていた。

「と、冬華さん。いくら設定がブラコンだからって、いきなりキスをするのは……。それに、今のあなたの行動はちぃちゃんの書いた脚本ブツクと違います」

「これぐらいのアドリブは入れてもいいでしょ？　それにキスなら……愛梨だって前にしたことがあったじゃない」

「それは……」

『ふむ。そうだな』

　そこで会話に入ってきたのはチェルシー。

　彼女は役者に指示をする舞台監督のように、

『愛梨。きみも不良少年にキスをするんだ』

「えっ……どうして私が？」

『きみの設定は不良少年の恋人だ。だったら、葛くず原はら妹に嫉しつ妬とするのが自然だろう？』

「うっ……」

　チェルシーの指示に、愛梨は困った様子で北斗を見つめてきた。

　その様子はどこか落ち着かない。

　さっきキスをした冬華以上に、顔が赤くなっている。ひょっとしてこれも嘘うそデレだろうか？　と北斗は考えたが……。

「……できません」

「は？」

「だから、できませんと言ったんです。私は……先輩に、キスできません」

「………」

　ザクッと。

　胸のあたりをアイスピックで一突きにされたような衝撃が北ほく斗とを襲ってきた。うわああああああああああああっと頭の中ではもう一人の自分が悲鳴を上げている。

　好きな女の子からあなたとキスはできないと言われてしまった……。

　二ヵ月前は普通にしてくれたのに。

　やっぱり昨日言っていた通り、愛あい梨りは自分のことを異性として好きではないんじゃ……。

「だって…………そんなの、恥ずかしすぎます」

「えっ？」

　愛梨が小声で何か呟つぶやいた気もしたが、ショックに震えている北斗にはよく聞き取れなかった。

「さあ、行きましょう先輩」

「うおっ、そんなに引っ張るなよ凛りん多だ！」

「そ、そうよ！　お兄ちゃんは渡さないもん！」

　愛梨に手を引っ張られながら北斗が歩き出すと、すぐに冬とう華かが追いかけてきた。

　現在の時刻は午後一時。

　空は見事な秋晴れ。

　天候だけなら、絶好のデート日和だった。





　　　　　　　＠　＠　＠






『三人でウィンドウショッピングをしろ』

　それがチェルシーの書いた脚本ブツク。

　最初からいきなりアドリブを入れてきた冬華も、脚本ブツクの大まかなストーリーを変えるつもりはなかったらしく、おかしな行動は起こさなかったが……。

「なあ、凛多。なんでコスプレなんだ？」

　目に映る色鮮やかな柄の衣装を見つめながら、北斗は言った。

　ショッピングモールに入った途と端たん、愛梨が向かったのがここ──コスプレ衣装の専門店だったのだ。

　なぜこんなマニアックな店があるんだろう？　と疑問に思ったが、ショッピングモールだけあって色々なユーザーをターゲットにしているのかもしれない。

「当然、衣装を見るためですよ。文化祭のミスコンのときに着る衣装を探そうと思いまして。どうせならインパクトがある格好で出た方がいいですからね」

「つーことは、テメエもミスコンに出るのか」

「モチのロンです。ミスコンは文化祭の中でもトップスリーに入るドキドキイベント。当然、千ち夏なつも出場するはずです。しかも、千夏は去年のミスコンで優勝してますし」

「なるほど。知名度と人気を手に入れるためにはアピールすることが重要ってことか。じゃあ、二人で選んでてくれ。俺は本屋で少女漫画でも立ち読みして──」

「ダメよ兄さん」

　優等生モードで、冬とう華かが言った。

「兄さんはここで私と愛あい梨りに似合う衣装を選んで欲しいの」

「げっ」

「なんでそんなに嫌そうな顔をするのよ？　ミスコンの審査員には男だっているわ。だったら兄さんの意見をもらえた方がいいでしょ？」

「いや、それはそうかもしれないが……」

　軽く北ほく斗とは周囲を見渡す。

　店内にいる店員や客がこちらを見ていた。

　金髪不良が女の子二人とコスプレ衣装を買いに来ているのだから注目を集めても仕方ないかもしれないが、どうにもいづらい。

　でも……。

「先輩？」

　視線を愛梨に向けると、彼女は不思議そうに首を傾かしげた。

　──まあ、凛りん多だのコスプレ姿は見てみたいよな。

　こんなことを考える自分自身が恥ずかしいと思いながらも、北斗は店に留とどまることを決めた。

「兄さん。なんで愛梨ばっかり見てるの？」

「そ、そんなに見てねえよ。それより、おまえもミスコンに出るのか？」

「当たり前でしょ？　さっき愛梨が言った通り、ミスコンは生徒の人気を集める絶好のイベントだもん」

「じゃあ、凛多とはライバルになるわけか。二人ともミスコンに出るんだし」

　その二秒後、北斗はたった今自分がした発言を激しく後こう悔かいした。

「そうですね。先輩の彼女として、絶対に優勝します」

「あら、随分余裕ね愛梨？　それは私に勝てるってこと？」

「はい」

「即答!?」

「むしろすでに勝負はついていると言っていいでしょう。昨日一緒にお風呂に入ったときに」

「ふっ……ふふっ！　甘いわね愛あい梨り！　世の中には裸よりもあえて何か着ていた方が興奮する人もいるのよ！　勝敗の鍵はどんな衣装を選ぶかだもん！」

「なるほど。では、勝負ですね。勝敗の判定は……先輩に決めてもらうということでどうですか？」

「いいわよ。あなたに兄さんは渡さないから」

「先輩は私の恋人です」

　恋人＆ブラコン妹になりきって火花を散らす愛梨と冬とう華か。

　なんだか演技というよりかなり素が出てしまっている気もするが、競い合った方が相乗効果でお互い良い衣装を見つけられるかもしれない……と北ほく斗とは精一杯前向きな思考をしておくことにした。

「少し待っていてくださいね」

　何着かの衣装をカゴに入れてきた愛梨は、そう言って試着室の中へと入る。

　同じように冬華も隣にある試着室の中へとＧＯ。

　待つこと数分。

　まず最初に出てきたのは──。

「どう？　兄さん」

　冬華だった。

　ナース姿だった。

「………」

　……なんで俺はナーススタイルの妹とご対面してるんだろう？

　今さらながらに北斗は目の前の現実を受け入れたくなくなってきた。

「むっ。どうしてそんなに呆あきれた顔するの？　もしかして……似合ってないかな？」

「いや、そんなことねえよ」

　純白の衣装を身に纏まとった冬華は可愛かわいいし、首から下げた聴診器もどことなくコミカルで面白い。

　ただ……。

「それ、スカート短すぎないか？」

「し、仕方ないじゃない。こういう衣装なんだもん」

　北斗の視線が気になったのか、スカートをぎゅっと押さえつける冬華。

　スカートから伸びた白いニーソックスに包まれた足がなんとも艶なまめかしい。この制服を採用している病院があったら毎日満員だろう。

『不良少年』

　そこで、イヤホンから届いたのはチェルシーからの指示だった。













『せっかくコスプレをしたんだから、演技をしてくれ』

「演技？」

『葛くず原はら妹がナースで、きみが患者という設定でアドリブの劇をするんだ。今日の目的は劇場型恋愛の特訓。だったら劇を演じるのは悪くない案だろう？』

「なんかこじつけっぽい理屈だな……」

　ひょっとしてただ面白がってるだけじゃないかコイツ？

　不審に思いながらも、北ほく斗とは「わかったよ」と頷うなずく。

　別に好きで了承したわけじゃない。

　今の指示を聞いた目の前の冬とう華かが目をキラキラさせていたのだ。経験上、こうなった妹は止められない。

「どうも。ナースさん」

　とりあえず患者役として声をかけてみた。

　すると、冬華は満面の笑みで。

「こんにちは、患者さん」

「ナースさん。普通は患者のことを『患者さん』なんて呼ばないのでは？　もっと気軽に呼んでいいですよ」

「ねえ、患者」

「呼び捨て!?」

「噛かんじゃった。患者だけに！」

「大して上う手まいこと言えてねえし！」

「では、葛くず原はらさん。今日はどうなさったんですか？」

「えーっと……ちょっと喉のどが痛いんです。何か薬を出してくれませんか？」

「いいえ。今すぐ手術をしましょう」

「随分急な展開だな」

「──メス」

「はい、先生……って、俺の質問は無視か？　つーか、なんで俺にメスを求める？　普通はテメエが執しつ刀とう医いに渡す役だろ？」

「──メス犬」

「………。どうぞ、先生」

「ふふっ、よく来たな。今日はたっぷり可愛かわいがってやるぞ～……って、ちゃんと突っ込んでよお兄ちゃん！　これじゃ冬とう華かがバカみたいでしょ！」

「今のやり取りはかなりバカっぽいぞ？」

「ふう。タフな手術だったわ。家に帰ったらこの薬を飲んでくださいね」

「わかりました。どんな薬なんです？」

「喉の痛みが取れます」

「最初からそれをよこせよ！」

　はあはあと息切れを起こしながら、北ほく斗とは突っ込んだ。

　……なんだこれ。

　どうして俺はコスプレショップで妹とコントをしてるの？　さっきまで怖がってた客と店員が「おお～」と歓声を上げながら拍手をしたり小銭を投げてくるのはなんで？　あんたらはいつから観客になった？

　そんな感じで、北斗は頭を抱えて座り込みたくなってきた。

「どうしたの兄さん。なんだか顔色が悪いわよ」

「いや、ちょっと頭が痛くて」

「じゃあ、この薬を……」

「もうコントの続きはやめろ。つーか、チェルシー。これってホントに劇場型恋愛の練習になるのか？」

『あはは。そんなわけがないだろう？』

「だったらやらすな！」

　やはり最初から面白いことをさせたいだけだったらしい。

　困ったシナリオライターである。

「つーか、やっぱりそのナース服はスカートが短すぎじゃないか？」

　真っ白なスカートを指さしながら北ほく斗とは指摘する。

　正直、妹がこんな格好をしてると心配になってくる。

「うっ、仕方ないわね。じゃあ、スカートがめくれてもいいようにするわ」

「どうするんだ？」

「ブルマを穿はく」

「ブルマって……」

　この店はそんな絶滅危き惧ぐ種まで取り扱っているのだろうか？

　疑問に思う北斗を尻目に、冬とう華かは近くの棚から紺色のブルマを取ってきた。そして、北斗の目の前でブルマに足を通して、

「……って、なんでここで穿くんだよ!?」

「え？　別にいいでしょ？　脱いでるんじゃないんだし」

「そ、それはそうだけど……」

　なんだろう。

　格好がナースのせいでスカートもやけに短いせいか、どことなく色っぽく見えてしまうというか。

「……それに、兄さんはこういうのが好きそうだし」

「ちょっと待て。今聞き捨てならないセリフが聞こえぞ？」

「なんなら一度穿いてから脱いで渡そうか？」

「そんな特殊プレイは嫌すぎる！」

　どんな兄妹だ。

　限りなくアブノーマルなニオイしかしないぞ。

　呆あきれる北斗の目線の先で、冬華はブルマを腰のあたりまで引き上げた。兄に指摘されて恥ずかしくなってしまったのか、その頬ほおは微かすかに赤く染まっている。

「先輩」

　と、そこで愛あい梨りの方の試着室のカーテンが開いた。

　出てきたのは赤い頭ず巾きんが付いた衣装を着こんだ愛梨。

「凛りん多だ。それって……」

「無論、赤ずきんちゃんのコスプレです。似合ってるでしょ？」

「お、おう」

　というか、似合いすぎだ。

　愛梨が身に纏まとっているのは赤いケープが付いたフード。童話に出てくるような白いワンピースを着てるのだが、なぜか胸元が大きく開いており、彼女の瑞みず々みずしい双そう丘きゆうがぷるんとさらされている。

「では、せっかくなので演劇をしましょう」

「えっ、また？」

「冬とう華かさんだけするなんて不公平です。ぷんすかぷん」

　クスッと悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむ赤ずきん愛あい梨り。

　その笑顔に、北ほく斗とは不覚にもドキッとしてしまう。

　……反則だ。

　こんな赤ずきんがいたら、狼おおかみじゃなくても襲いたくなる。

「こんにちは、狼さん」

「マジで始めるのかよ。……おや、赤ずきんちゃん。今日はどこへ行くの？」

「介護老人のもとへ」

「普通におばあさんって言え！」

「おばあさんは病気なの。だからお見舞いにこのケーキとブドウ酒を持っていってあげるのよ」

「そうなのかい。ところで、おばあさんはどんな病気？」

「糖尿病とアルコール依い存ぞん症しよう」

「テメエはばあさんを殺したいのか？」

「コンコン。おばあさん、赤ずきんよ。今日はお見舞いに来たの」

「うおっ、急にストーリーを進めるなよ。えっと、ここで狼はおばあさんのフリをしてるはずだから……よく来たわね、赤ずきん」

「ねえ、おばあさん。どうしておばあさんの目は三さん白ぱく眼がんで吊つり上あがっているの？　まるでヤンキーみたいよ」

「こ、怖がらないで。おまえをよく見つめるためさ」

「どうしておばあさんの声はやけに低くて８９３みたいなの？　うっわ、怖っ。私のおばあさん、怖っ」

「や、やけにコンプレックスを指摘してくる孫だねおまえは」

「どうしておばあさんのお口はそんなに大きいの？」

「ふふっ。それはおまえを……」

「食べるためさ！」

「えっ、なんで？　セリフが逆じゃ……」

「こうして、赤ずきんはおばあさんを食べた狼をムシャムシャ食べてしまいました。おばあさんは助かりませんでした。これでケーキとブドウ酒は赤ずきんのものです。めでたしめでたし」

「全然めでたくねえよ」

「──七十年後」

「いきなり話が飛んだぞ!?」

「赤ずきんも年を取って、今ではすっかりおばあさん。ケーキとブドウ酒の食べすぎで糖尿病とアルコール依い存ぞん症しようを併発してしまいました。でも、心配ありません。今日は孫がお見舞いに来てくれる日で……おや？」

「……オイ、まさかこの展開は──」

「誰か来たようだ。きっと孫の赤ずきんね」

「やっぱりループオチぃいいいいいいいい!?」

　北ほく斗とが叫んだ瞬間、店内は拍手に包まれ、「ブラボー！」という他ほかの客の声援と共に再び小銭が飛んできた。

　……テンション高たけえな、ここの客。

　だが、一番テンション高いのはずっとツッコミ続けた自分かもしれない。

　北斗はゆっくりとため息を吐ついた。

「お疲れ様でした、先輩。付き合ってくれたお礼にご褒美をあげましょう」

「ご褒美？」

「私が今穿はいているブルマを差し上げます」

「なぜに!?」

「えっ、だってさっき冬とう華かさんとそんな会話をしてましたよね？」

「してねえよ！　タイムマシーンに乗って確かめてこい！」

「遠慮しなくてもいいですよ。ほら、スカートの下にはばっちりブルマを穿いてますから」

　ゆっくりと愛あい梨りは赤ずきんのスカートをたくし上げた。

　あらわになるブルマ。

　しかも、色は赤。

　スカートの裏地が白いせいか、赤いブルマがやけに似合っていて、

「先輩のえっち」

　思わず凝視してしまったことがバレたのか、愛梨は悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんでいた。

　……どうしよう。

　やっぱり、俺の偽恋人は可愛かわいすぎる。

「むっ。なかなかやるわね、赤ずきん」

「いえいえ。ナースさんこそ見事なおてまえでした」

　奇妙な友情が生まれたのか、握手を交わす愛梨と冬華。

　カラー的に赤と白。

　映像的な面で言えば病院関係者と童話系ヒロインがシェイクハンドしているというシュールな構図である。

「ところで、先輩はどっちの方が可愛かったですか？」

「げっ」

「もちろん私よね、兄さん？」

　ずいずいっと北ほく斗とに迫ってくるナース＆赤ずきん。

　とりあえず。

　北斗は二人の手を掴つかんでから、ボクシングのレフリーよろしく高々と上げて。

「引き分け」

「………」

「………」

　審査員の判定に「先輩のヘッポコヤンキー」「これだからは兄さんは」「このヘタレ」「いくじなし」という容赦のないコメントが飛んできた。

　けど、二人が可愛かわいかったのは事実。

　冬とう華かは妹として。

　愛あい梨りは後輩として。

　それに……。

「凛りん多だ」

「なんです、先輩」

「おまえ、その格好でミスコンに出るのか？」

「そうですね。まだ決定したわけじゃありませんし、これから色々候補を考えてみようかと。でも、なんでそんな質問を？」

「いや……特に意味はないんだけどさ」

「？」

　おかしな先輩ですね、と愛梨は呆あきれたように笑っていた。

　……まあ、言えるわけないか。

　コスプレしたおまえをなるべく他ほかの男に見せたくない、なんて言えるはずがない。

　だって、自分たちは偽恋人なのだから。

「……むっ」

　と、北斗たちを見ていた冬華が不満そうにツンと口唇くちびるを尖とがらせた。

「なんか、兄さんと愛梨って仲が良いわよね」

「モチのロンです。私たちは恋人同士ですから」

「でも、実際に好き合ってるわけじゃないんでしょ？」

「冬華さん。設定と反するセリフを言うのはやめてくれませんか？」

「設定……ね。どうせなら、また演劇をする？」

「オイ、冬華。もう演劇はいいんじゃ──」

「別に構いませんよ。だったら新しい衣装を選んできましょう」

「えっ……」

「望むところよ。じゃあ、また審査をよろしくね、兄さん」

「………。俺、本屋に行ってお菓子のレシピ本を立ち読み──」

「逃げちゃダメですよ、先輩」

「………」

　この後、再び開催された愛あい梨り＆冬とう華かのコスプレファッションショーが店内を熱狂の渦へと叩たたき込こんだ。





　　　　　　　＠　＠　＠






　バイキング・猫。

　ショッピングモール内の一角に、そのアヴァンギャルドなネーミングのお店はあった。

　しかし、なんてことはない。

　実際は猫カフェ＆ケーキバイキングが楽しめるという人気店。シュールな名前の割には連日カップルや家族連れで賑にぎわっているとか。

「……疲れた」

　その店の一角でモンブランを食べながら、北ほく斗とはため息を零こぼした。

　愛梨と冬華によるコスプレ大会が終わった後、何度も演劇を熟こなして疲れ切った北斗が休憩場所に選んだのがここだったのだ。

「兄さん。本当にここでいいの？」

「ですね。先輩は猫アレルギーなのに、わざわざ猫カフェに来るなんて」

　北斗の正面の席に座った愛梨と冬華の膝ひざの上には、猫。それぞれアメリカンショートヘアとロシアンブルーをもふもふしている。

　無論、北斗だって猫カフェになんか入りたくなかった。

　だが仕方なかったのだ。

　外見は金髪ヤンキーだが、北斗の愛読書は少女漫画。

　そして、趣味はスイーツ作り。

　このお店のケーキはネットのスイーツ食べ歩き系ブログで絶賛されていたし、前々から来てみたかったのだ。いや、こんな外見の自分がそんな情報を収集しているのはどうかとも思ったが。

「ここのモンブランは最高だ……」

「うっわ、怖っ。なんですかその緩み切った笑顔は。危険ドラッグを決めてラリってるヤンキーにしか見えませんよ？」

「兄さんって相変わらず少女趣味ね。でも、あんまり怖い顔をするのはやめて欲しいわ。猫が逃げるでしょ？」

「うるせえ。おまえら猫なんか撫なでてないでもっとここのケーキを味わえ。ここのシェフさんはフランスで十五年も修業を積んだ人で、スイーツ系の雑誌に何度も取り上げられてるんだ。ウワサだと今年のスイーツコレクションにも出るらしくて──」

「冬とう華かさん、ミルフィーユ食べます？」

「あっ、うん。愛あい梨りもこのチョコレートケーキを食べてみてよ」

　スイーツトークから逃れるためなのか、愛梨と冬華は仲良くケーキを食べさせっこしていた。

　……まあ、いいか。

　話を聞いてくれないのは少しさびしいが、仲が良い二人を見て北ほく斗とはホッと胸を撫なで下おろした。

　設定上は自分を奪い合う恋人＆ブラコン妹でも、二人は女の子。

　どうやら甘い物と可愛かわいい動物の前では休戦協定が結ばれるらしい。

「ところで、冬華さん。最近はネトゲはやってます？」

「もちろん。昨日もＰＴパーテイーを組んでるみんなと遊んだわ」

「リボニャンですか？」

「うんうん。この前は反政府ゲリラのヤツらが乗ったトラックをプラスチック爆弾で吹っ飛ばしたわ」

「さすがＴＯＵＫ＠さん。相変わらずの派手なご活躍で」

「ふふ、それほどでもないわよ」

「……おまえって、相変わらず物騒なゲームをやってるんだな」

　例の特殊猫部隊が活躍するゲームだろう。最近は本当に大人気らしく、北斗もクラスメイトの女子が鞄かばんにヌイグルミストラップを付けているのを見てしまった。

　そういう光景を見る度に、女の子ってよくわからないと北斗は思う。

「でも、私がゲームにハマった原因は兄さんよ？」

「えっ……マジで？」

「ええ。兄さんは憶おぼえてないかもしれないけど、昔よくボンバー〇ンとかスマブラをして遊んだでしょ？」

「………」

「それ以来ゲームが好きになったの。まぁ、兄さんは空手とか少女漫画とかスイーツに興味が行っちゃったみたいだけど」

「それはそうだけど……」

　知らなかった。

　まさかＴＯＵＫ＠誕生の理由が自分だったとは。

　うわあああああていうことは冬とう華かがダラダラ妹になったのも俺のせいじゃねえかああああと北ほく斗とは激しく後こう悔かいを開始。

　もしタイムマシーンがあるなら過去に行ってすべてをやりなおしたい。

「羨うらやましいです」

　項うな垂だれる北斗を尻目に、愛あい梨りが言った。

「二人は昔から仲が良い兄妹だったんですね」

「もちろん。血は繋つながってないけど、子供の頃からずっと一緒にいるし。そういえば、愛梨も……」

「千ち夏なつとは義理の姉妹です。でも、あまり仲が良くなかった気はします。私は負けず嫌いですし、千夏はいつも勝ってましたから」

「あんなお姉ちゃんがいたらコンプレックスを抱いても無理はないわよ」

「そうかもしれませんね。でも……どうせなら私も先輩の妹になりたかったです」

「ぶはっ!?」

「？　先輩？　どうしてそこでコーヒーをむせるんですか？」

「いや、別になんでも……」

　さすがに真実を言えるほど、北斗のハートはタフではなかった。

　凛りん多だ千夏。

　彼女の父親は、北斗の実父。

　幼い頃に北斗の両親は離婚し、父親が愛梨の母親と再婚したのだ。

　だから葛くず原はら北斗と凛多千夏は双子の兄妹。つまり、考え方を変えれば千夏の義妹である愛梨は、北斗の妹ということになるかもしれなくて──。

「兄さん？　顔が赤いわよ」

「な、なんでもねえよっ」

「ふむ。どうやら先輩は私が妹になるところを想像していたようですね。じゃなければそこまで顔が赤くなるわけがありません」

「そんなことは……」

「じゃあ、今から呼び方を変えましょうか？　お兄ちゃん」

「なっ、ばかっ、やめろ」

「むぅ。この呼び方はお気に召しませんでしたか？　では……にぃ、とか？」

「───っ」

　瞬間、北斗の表情は凍りついた。

　にぃ。

　自分をそう呼ぶのは、実の妹である千夏だけで──。




「やめてよ、愛あい梨り」




　けど、そこで口を開いたのは冬とう華かだった。

「あなたが兄さんの妹のフリをするのはやめてよ。兄さんの妹は、私なの」

「あっ──」

　そこで自分の失言を悟ったのか、愛梨が「……すみません」と頭を下げた。

　確かに、今のはよくなかった。

　冬華の設定はブラコン妹。

　だとしたら、兄の恋人役の愛梨に妹のマネをされたのが気に障ったのかもしれない。

　けれど、今日はあくまで劇場型恋愛の練習。

　いわば演技だ。

「愛梨」

　しかし、冬華は止まらなかった。

　彼女の真剣な声に驚いたのか、膝ひざの上に乗った猫が逃げていった。

　それでも、冬華は続ける。

「ここではっきりと聞かせて欲しいの」

「何をですか？」

「愛梨は、兄さんのことをどう想おもってるの？」

「もちろん、好きですよ。私は先輩の恋人ですからね。だから、私は──」

「違う。私が訊ききたいのはそんな嘘うそデレじゃない」

「……どういう意味です？」

「私が……冬華が訊きたいのは、凛りん多だ愛梨の本音よ。ねえ、愛梨。あなたはお兄ちゃんのことが、本当に好きなんじゃないの？」

「───っ」

　静かに。

　愛梨は口唇くちびるを噛かみしめてから。




「……違います」




　消え入りそうな口調で、そう告げた。

「何を言っているんですか、冬華さん。私は先輩の偽恋人ですよ。だから、先輩を好きなわけがないでしょう？」

「本当に？」

「ええ。もちろん」

「ふぅん。そうなの。じゃあ、だったら愛あい梨りは──」




「どうして、泣きそうになってるの？」




「えっ……」

　そこで、愛梨は微かすかに狼狽うろたえた。

「お、おかしなことを言わないでください。私は泣きそうになってなんか……」

「嘘うそよ。だって、今お兄ちゃんのことを好きじゃないって言ったあなたの声は震えてたし、目だって少し潤うるんでる。本当は……辛いんじゃないの？　お兄ちゃんの目の前で、お兄ちゃんを好きじゃないって言うのが」

「それは……」

「冬とう華かだったら、辛つらいよ。もしかしたら、お兄ちゃんに嫌われちゃうかもしれないもん。だからそんなことは絶対にしたくない。ねえ、愛梨も今同じ気持ちなんじゃないの？」

「わ、私は……」

　責めるような口調に、愛梨は顔を俯うつむかせるしかなかった。

　そのせいで北ほく斗とからは彼女の顔がよく見えなくなってしまったが、さきほどの彼女の声は微かに震えている気がした。

　でも。

「落ち着け、冬華」

　今の愛梨が自分を好きになるはずがない。

　そんな確信を抱きながら、北斗は言った。

「凛りん多だが俺を本当に好きなわけがないだろ？」

「お兄ちゃん……」

「だって、凛多は選挙に集中しなくちゃいけないんだぞ。コイツはすげえ負けず嫌いだけど、その分努力だってしてる。だから、今は選挙だけに集中したいはずなんだ。自分の夢を叶かなえることだけに一生懸命になってるんだ」

「………」

「だから、今の凛多が俺を好きなわけないだろ？　前にもコイツは俺にこう言ったぐらいなんだぜ？　『間違っても、私のことを好きにならないでくださいね？　私も……先輩のことを、絶対に好きにならないようにしますから』って」

「……愛梨。それ、ホント？」

「えっ……」

　ビクッと。

　愛梨は冬華の追及に微かに身体からだを震わせてから。

「そ、そうですね。私がそう言ったのは間違いありません。だから、私と先輩は本当に付き合っているわけじゃないんです」

「そうなんだ。よかった。これで少し安心できたわ」

「……安心？　どういう意味ですか、冬とう華かさん」

　訊きき返す愛あい梨りに。

　冬華は、はっきりと。




「だって、それならお兄ちゃんが愛梨以外の誰かと付き合っても問題はないんでしょ？」




　その言葉は。

　一瞬で北ほく斗とから声を奪っていた。

「今お兄ちゃんと愛梨は偽恋人。だったら、その関係が崩れなければお兄ちゃんに本当の恋人ができても問題はないわよね？」

「確かにそうですが……」

　困惑しながらも、愛梨は冬華の質問を肯定した。

　そう、選挙に出るのは愛梨なんだ。だったら愛梨との偽恋人であるという関係さえ崩さなければ、北斗にも恋人がいてもいいかもしれないが──。




「なんでそんなことを聞くんだよ？」




　思わず、北斗は訊たずねていた。

　訊ねてしまっていた。

「そんなの、答えは一つよ」

　そして、冬華は迷わなかった。

　そんな妹の姿を見て、北斗は一つの記憶を思い出した。

　体育祭のラストの仮装リレー。

　あのとき、双子の妹である凛りん多だ千ち夏なつを追いかけながら叫んだ言葉。

　それは──。

「どうして冬華がお兄ちゃんと愛梨が偽恋人って知っても許せたのか？　冬華がどうして今日お兄ちゃんや愛梨とデートに出かけたいなんて言ったのか？　どうして今みたいなことを言ったのか？　その答えは──たった一つ」

　真まっ直すぐに。

　北斗の瞳を見つめながら、冬華は迷わずに──告げる。





「お兄ちゃんのことが好きだからに、決まってるじゃない」









　　　　　　　＠　＠　＠






「……冬とう華かさん」

　カフェのソファに座りながら、愛あい梨りは彼女の名前を呼んだ。

　──やっぱり、言ってしまうんですね。

　愛梨の頭の中で過よぎるのは、昨日一緒にお風呂に入ったときに冬華が言っていた言葉。




　──だから、愛梨。友だちとして、あなたにこれだけは言っておくわ。冬華は……お兄ちゃんのことが、好きだから。




　あのとき、冬華はそう言った。

　義妹としてではなく、一人の女の子として。

　葛くず原はら北ほく斗とのことが好きだと。

「……冬華」

　普段は学園最強なんて呼ばれてる北斗だけど、突然の妹からの告白に困惑しているようだった。

「どうして、そんなことを言うんだよ？」

「………」

「もしかして、これもブラコン妹としての演技なのか？　だったら、こういう冗談を言うのは──」

「冗談なんかじゃないわ。冬とう華かは、お兄ちゃんのことが好きなの。子供の頃からずっと好きだった。義妹としてじゃなく、一人の人間として恋してるの」

「……落ち着け。俺たちは兄妹だぞ」

「それでも血は繋つながってないでしょ？」

「………っ」

　北ほく斗とは。

　冬華の視線と正面から向き合いながら。

「どうして、俺なんかを好きになっちまったんだよ？」

「そんなの……わからないよ。気付いたら、お兄ちゃんのことが好きになってたと思う。冬華が学園で優等生を演じてるのだって、昔のお兄ちゃんに憧あこがれてたからなんだよ？　でも、冬華がお兄ちゃんを好きなのは憧れだけが理由じゃない」

「………」

「冬華がどうしてお兄ちゃんを好きになったのか……はっきりとした理由はわからない。でも、お兄ちゃんと一緒にいると安心する。お兄ちゃんと一緒にいると楽しい。お兄ちゃんと一緒にいると胸のあたりが温かくなる。ずっと……一緒にいたくなる」

「………」

「でも、それには義妹じゃダメなの。愛あい梨りとお兄ちゃんが一緒にいるのを見て……冬華はそう思うようになった。一度は愛梨とお兄ちゃんが付き合っているって言われて、あきらめようと思ったの。でも……」




　お兄ちゃんと愛梨は、本当に付き合ってるわけじゃないんでしょ？




「だから、冬華と付き合って欲しいの」

　真しん摯しな声で、冬華は言った。

　ズキン、と。

　彼女の姿に愛梨の胸の奥が痛む。

　──嫌だ。

　昨日冬華から北斗への想おもいを聞かされて、きっと彼女が告白するんだろうとは思っていた。

　けど、やっぱり嫌だ。

　だって──。

「───」

　──私も、先輩が好きだから。

　もちろん今はそんなことは言えない。

　自分は選挙だけに集中しなくちゃいけない。

　二つのことを追いかけて勝ち抜けるほど選挙は甘くないし、千ち夏なつは弱くない。

　だから今は何も言うことができない。

　でも──。

「……冬とう華か」

　妹からの言葉に応えるように、北ほく斗とがゆっくりと口を開いた。

　それだけで、心臓が痛いくらいに脈打つ。

　──一体、先輩はなんて言うんだろう？

　もしかして、冬華の告白を受けてしまうんだろうか？　彼らはとても仲が良い兄妹だ。おまけに血だって繋つながっていない。

　だったら。

　ここで告白を受けてしまうかもしれない。

　そう考えただけで、愛あい梨りの胸が潰つぶれそうになって──。

『愛梨』

「！」

　そこでイヤホンから届いたのは、チェルシーの声だった。

　今までは状況を見守っていたんだろう。

　シナリオライターは、落ち着いた口調で言葉を紡つむぐ。

『状況が動いたようだが、今はそれどころじゃない』

「えっ……どういう意味です？」

　訊たずね返すと、チェルシーは「カフェの入り口の方を見てみろ」と答えた。

　その言葉に愛梨が視線を移すと、ちょうどカフェに入ってきたのは、




「あれ？　北斗？　こんなところで何してるの？」




　ゴスロリチックな衣装を身に纏まとった女の子。

　そして、その隣には白いキグルミを着た少女。

　凛りん多だ千夏。

　副会長である白しら玉たまルナを引き連れながら、彼女はカフェに入ってきた。

















　第六話　　密偵物語






『もしもし？　ねえねえ、るっちゃん！　今日これからヒマかな？』

「ヒマだけど……どうしたの、会長？」

『えっとね。実は今北ほく斗とのマンションの近くにいるんだけど』

「えっ……どうして？」

『もちろん偶然だよ？　ちょっとお買い物に行こうと思って街を歩いて──』

「嘘うそ」

『わわっ、さすがるっちゃん！　副会長だけあって鋭いね！　ホントのことを言うと、ちょっと前からマンションの前にある喫茶店から様子を見てたんだ～。なんだか今日は事件が起きそうな気がして』

「要するに、凛りん多だ愛あい梨りの動向を探ってた？　会長はそんなことしなくてもいいのに。そういう仕事は後こう援えん会かいの人たちに頼めばいい」

『あはは、そこであっちゃんを監視することを否定しないるっちゃんは黒いな～。でもでも、こういう仕事は自分がやるから楽しいんだよ！　なんだか探偵みたいだし！』

「で、わたしに電話したってことは、成果があったのね」

『話が早くて助かるよるっちゃん！　今北ほく斗ととあっちゃんと妹ちゃんがマンションから出てきたんだ～。三人でどこかにお出かけみたいで……あっ、違う』

「違う？」

『三人の後ろに、ちぃちゃんがいるの。かなり距離を空けてるからあっちゃんたちが気付いているかはわからないけどね』

「チェルシーが？　じゃあ……」

『ちぃちゃんもあたしと同じであっちゃんを監視してるのかも。それか……』

「何か事情があって、距離を取って歩いてる。つまり、チェルシーは凛りん多だ愛あい梨りサイドの人間……かも」

『ちぃちゃんは体育祭の前もあっちゃんのお部屋にいたもんね～。だったら協力してるとしても不思議じゃないけど』

「会長。四人を追いかけられる？」

『もちろん！　でも、会話を聞ける距離に行くのは無理かな～。迂う闊かつに近づきすぎるとちぃちゃんに気付かれちゃうし』

「それでも追いかけて。わたしたちは葛くず原はら冬とう華かか凛多愛梨とルー……ううん、葛原北斗が付き合っていないっていう証拠を手に入れることができなかった。でも……」

『あっちゃんと北斗は付き合ってないよ』

「………」

『絶対に、絶対に、絶対に、絶対に、絶対に、絶対に、絶対に、絶対に、絶対に、絶対に、絶対に、絶対に、絶対に、絶対に、絶対に、絶対にそんなことはありえない。だからあたしは妹ちゃんを利用したんだけど……甘かったねぇ。妹ちゃんは冷静で頭が良かった。大人しくあたしたちの駒になるような子じゃなかったの』

「………」

『けど、だからこそ付け入る隙もあると思うんだ。妹ちゃんが北斗を好きなのは事実。それは間違いないはずだから』

「随分、自信たっぷり」

『えへへ。なんとなく妹ちゃんの考えていることはわかるんだよね～。あの子はあたしと似てるし』

「そう？　全然似てないと思うけど」

『ふふっ、わかる人にはわかるんだよ。ということで、今からるっちゃんもあたしと合流して～』

「わかった。でも、会長。──ううん、千夏」

『ん？　何かな？』

「これはあくまで副会長……ううん、千ち夏なつの友だちとしての意見。もうすぐ文化祭。そして、最終投票がある。だから、あんまり葛くず原はら北ほく斗とのことばかり気にするのはよくない。千夏が葛原北斗を好きなのはわかってるけど、今は選挙の方に集中した方が──」

『わかってないよ』

「えっ……」

『るっちゃんは、わかってない。あたしがどれだけ北斗を好きなのか、恋してるのか、愛してるのか、抱きしめて欲しいのか、キスして欲しいのか、愛して欲しいのか……これっぽっちも理解してない』

「ち、千夏……」

『この気持ちはあたしだけしか理解できない。さっきあたしは妹ちゃんが自分と似てるって言ったけど、この気持ちだけは似ていないはず。あたしは誰よりも、誰よりも、誰よりも、誰よりも、北斗を愛してるの』

「………」

『だから、るっちゃん。あたしと北斗の邪じや魔まをするようなことを言うのはやめて欲しいな？　あたしの言ってることが、わかるよね？』

「………っ。う、うん。ごめんなさい」

『あはは、謝らなくていいんだよ。るっちゃんがあたしを気遣ってくれたことは嬉うれしいからさ。じゃあ、あたしはあっちゃんたちの後を追うから。場所はメールで送るから、るっちゃんも来てね？　ではでは、アディオス！』

「またね、千夏」

「………」

「………」

「………」

「……うん」

「やっぱり、千夏と葛原北斗は何か特別な関係なのかも」

「千夏があんな風になるのは、葛原北斗の名前が出たときだけだし。だったら……」




「少し調べてみた方が、いいかも」









　第七話　　ＶＩＶＩＤ






　──わぁ、素敵な格好してるね！

　それが、白しら玉たまルナが凛りん多だ千ち夏なつに出会ったときに言われたセリフだった。

　最初ルナは自分がからかわれているのだと思った。

　ルナは昔から衣装を作るのが好きで、それを着るのも大好きだった。

　けど、そのせいで周囲から浮いていた。

　周囲は自分を変人扱いした……なんて、被害者ぶったセリフを言うつもりはない。ルナだって自分が多少おかしいことを自覚している。

　だが、そんな自分を周囲に合わせて変えようとはしなかった。

　──学校って、面倒。

　二年前。

　瀬せ海かい学園の入学式に出席するために通学路を歩きながら、ルナはため息を零こぼした。

　学園の芸術科に入ってデザインの勉強をするのはいい。

　それにこの学園の芸術科には自分が尊敬する漫画家──朝あさ比ひ奈な鈴すず蘭らんが通っていたという情報もある。

　彼女の熱烈なファンとしては決して見逃せない話だ。

　──この学園に通えば、朝比奈先生みたいな衣装が作れるかも。

　白玉ルナは、朝比奈鈴蘭が描く衣装に恋をしている。

　彼女の漫画に出てくるのは、独創的で読者の予想を裏切りつつも、適度にポップでキャッチーな要素を含んだ衣装。

　自分もあんな衣装が作りたい。

　その夢を叶かなえるために、ルナは瀬海学園に行くことを決意したのだ。

　──だから、友だちなんかいらない。

　服を作れさえすればいい。

　それがルナのポリシーだった。

　だから、今日だっていつも通りキグルミ（昨日完成したばかりのパンダ）を着てきた。

「……はあ」

　さっきから周りの新入生たちが何事かとこちらを見つめてくる。

　このリアクションからするに、やっぱり学校という場所は白玉ルナという人間にとってアウェーでしかないらしい。

　──瀬海学園には変わり者が多いって聞いてたのに。

　総生徒数七千人を誇る超巨大学園。

　多種多様な学科が存在するために、中にはかなりアーティスティックな生徒もいるというウワサだった。

　そんな生徒なら少しは話をしてもいいかなとルナは思っていたが……たぶん、そんなことは起こりえない。

　自分が友だちと話をするなんて、想像できない。

　小学校でも。

　中学校でも。

　白しら玉たまルナはいつも一人だった。

　だから、ここでも──。

「わぁ、素敵な格好してるね！」

　と。

　そこで声をかけてきたのは、煌きらびやかな髪を持った女の子。

　不覚にも、ルナはその姿に見とれてしまった。均整のとれた輪りん郭かく。妖よう精せいのようにあどけない笑顔。完かん璧ぺきなプロポーション。そして、最高級の硝子がらすのように透き通った声。

　──綺き麗れい。

　一言で言うなら、目の前にいる少女は輝いていた。

　今までルナが見てきた誰よりも、何よりも、ずっと。

「ねぇ、それってパンダ？」

「………」

「あはは、ビックリしちゃったな。入学式に向かってたらパンダとエンカウントしちゃうんだもん。知ってる？　パンダって漢字だと大熊猫って書くんだよ。けど全然猫っぽくないよね～」

「………」

「あっ、ごめん。まだ名前を教えてなかったっけ、あたしは凛りん多だ千ち夏なつ。あなたも新入生でしょ？　あなたの名前は？」

「……白玉、ルナ」

　普通だったら、ルナはこんなに簡単に他人との会話に応えたりしない。

　だけど、目の前にいる女の子は違った。

　どうしてかそうしなければいけない気がしたのだ。

　それは彼女──千夏の魅力といってもいいのかもしれない。こんなに綺麗な存在に話しかけられて、答えない方が無理だと思う。

　知らない誰かと話すことに緊きん張ちようしながらも、ルナはそう判断した。

「へえ～、可愛かわいい名前だね」

「えっ……ホントに？」

「うん！　とっても！」

　にこやかに微笑ほほえんでくる千ち夏なつ。

　その表情からしてお世せ辞じを言っているようには思えなかった。名前を褒められたのがなぜか無性に嬉うれしくなってしまって……そこで、ハッとルナは気付く。

　──わたし、浮かれてる？

　しまった。

　油断していた。

　きっと見知らぬ環境に行くということで緊きん張ちようしていたんだろう。じゃなかったら名前を褒められただけでこんなにドキドキするはずがない。ううっ、いけないいけない。こんなはずじゃなかったのに。

　それに。

　千夏だって、今はルナと話してくれているが、時間が経たてば変わってしまうはずだ。

　彼女は人当たりが良さそうだし、友だちを大勢つくるかもしれない。そうしたらこんな風に話しかけてくれることも、名前を褒めてくれることもなくなる。自分は彼女の友だちにはなれないのだから。

　そのことを考えたら、ルナはひどく悲しい気分になってしまった。

「？　どしたの？　顔色が悪いよ、るっちゃん」

「……るっちゃん？」

「あだ名を考えたんだ。白しら玉たまルナだから、るっちゃん。今日からこう呼んでいいかな？」

「どうでもいい」

「じゃあ、呼ぶよ。よろしくね、るっちゃん。今からあたしたちは友だちだよ♪」

「………っ」

　──嘘うそだ。

　だって、自分みたいな変わり者に友だちができるわけがない。

　千夏だって自分がおかしなヤツだって気付いたら、きっと距離を置くはずなんだ。

　そう思ったルナは、あえてこう言った。

「条件」

「え？」

「友だちになってあげてもいい。でも、一つ条件がある」

「ん～、なにかな？」

「このキグルミを着て、入学式に出て」

　そんなことできるわけがない。

　わかっていながらも、あえて無む茶ちやな要求をする。

　けれど、なぜかルナの胸はチクリと痛んだ。

　──どうして、わたしはこんなことを言ってしまうんだろう？

　もしかしたら千ち夏なつは本当に白しら玉たまルナの友だちになりたいと思ってくれてるのかもしれない。白玉ルナが変わり者だと知っても付き合ってくれるかもしれない。ここで別れる可能性はゼロじゃない。なぜか、ルナにはそう思えた。

　なのに、今の発言で全部無駄になった。

　不器用な自分が嫌になる。

　きっと千夏は、いきなりおかしなことを言い出した自分に呆あきれてどこかへ行ってしまうはずで──。

「いいよ」

「え？」

「そのキグルミすっごく可愛かわいいから着てみたかったんだ！　だから、貸して貸して♪」

「……ホントに、いいの？」

「？　なんで？　別にこんなの大したことじゃないでしょ？」

　にこやかに千夏は言った。

　そのまま呆ぼう然ぜんとするルナからキグルミを剥はぎ取とって、あっという間に着こんでから。

「またね！　あたしは入学式に出てくるから！　グッバイ！」

　風のように通学路を走り去っていった。

　遠ざかっていくパンダの姿を見ながら、制服姿のルナは思う。

　──おかしな子。

　まさか本気でキグルミを着るなんて思ってなかった。あんなことをする人に出会ったのは初めて。さすがにビックリしてしまった。

　が。

　さらなる驚きよう愕がくが、入学式に出席したルナを襲う。




　千夏は新入生代表の挨あい拶さつをする生徒だったのだ。




　司会をしていた教師に名前を呼ばれた千夏は、パンダの格好のままでステージに上がり、演説をスタート。「今日から高校生らしい規則正しい生活を送りたいと思います」と言ったところで生徒指導の教師に取り押さえられた。

　入学式は壮そう絶ぜつなパニックに陥った。

「バ、バ、バカじゃないの!?」

　入学式が終わって。

　下校しようとしたルナは、校門に立っていた千夏に向かってそう叫んだ。

　どうやら千ち夏なつはキグルミを返すために、校門で待っていてくれたらしい。

「？　るっちゃん、なんで怒ってるの？」

「だって、あなたは新入生の代表だった！　みんなの前で挨あい拶さつをしなくちゃいけなかった！　だったらわたしの申し出なんか断ればよかったのに！　そうすればキグルミを着る必要も……」

「気にすることないってば。あたし、るっちゃんと友だちになりたかったから」

「えっ……」

「なんていうか、ビビッときたんだ。この子と友だちになりたいってさ！　るっちゃんってキグルミを着て登校するぐらいだから結構面白い人みたいだし！」

　わははと笑うパンダ。

　その姿を見たら、ルナも笑うしかなかった。

　そして、気付いたら泣きそうになってしまっていた。

　──ああ、そうか。

　わたしは……友だちが欲しかったんだ。

　ずっと向き合ったことのなかった自分の感情に気付きながら、ルナは思う。

　今日、この子と[image: ]あえてよかった。

　きっとこの子となら友だちになれる。

　間違いない。

　千夏風に言うなら……。

　ビビッと、きてしまったのだ。

「それに、最近のあたしはとってもヘコんでるんだ」

「えっ……入学式であんなにはしゃいでたのに？」

「もちろん！　あたしが本気ではしゃいだらあんなもんじゃないよ！　実はね、あたしにはこの学園に好きな人がいるんだ。でも……なかなか振り向いてくれないの。それどころか、最近はずっと無視されちゃってる……」

「………」

「でも、るっちゃんのキグルミを着たら少し元気が出た気がするよ！　ありがとう！　ねぇねぇ、これってるっちゃんが作ったのかな？」

「う、うん」

「わぁ、るっちゃんってすごいんだね」

「そ、そんなことない……」

「えへへ、るっちゃん萌もえっ！」

　ぎゅっと、パンダ姿の千夏はルナに抱きついてきた。

　キグルミ越しにでも、彼女の温かさは伝わってくる気がした。

　そして。

「り、凛りん多だ、さんっ」

　ルナは、この温かさを失いたくなかった。

　一度温かさを知ってしまったら、失なくしたくなかったのだ。

　だから、言う。

　おそらく、生まれてから今日までで一番。

　精一杯の勇気を、振り絞ってから。




「わたしと……お友だちになってくださいっ」




「えへへ。もちろんオッケー！」

　答えはもちろんＹＥＳ！　と千ち夏なつは拳こぶしを振り上げた。

「るっちゃんもあたしをちなっちゃんって呼んでいいよ？　そっちの方がフレンドリーだし」

「それは……ちょっと恥ずかしい、かも」

「だったら、千夏って呼び捨てにするのは？」

「それなら……なんとか」

「あはは、るっちゃんは可愛かわいいなぁ」

　再び、千夏はルナの小さな身体からだを抱きしめた。

　──これが凛多千夏と白しら玉たまルナの馴なれ初そめ。

　二人が友だちになった瞬間だった。





　　　　　　　＠　＠　＠






「あれ？　北ほく斗と？　こんなところで何してるの？」

　バイキング・猫。

　そんな名前のカフェに入ってから、ルナの前を歩く千夏は北斗たちに話しかけていた。

　──うん。やっぱり様子がおかしい。

　テーブルに座る愛あい梨りたちを見ながら、ルナは思う。

　千夏から電話をもらった後。

　ルナはショッピングモール内で千夏と合流して、そのまましばらくは北斗たちの様子を監視していたのだ。会話の内容までは聞き取れなかったが、どうやら三人は一緒に買い物に来ているようだった。

　しかし、このカフェに入ってから状況が一変した。

　何やら葛くず原はら冬とう華かが真剣な様子で話をし始めたのだ。それを確認した直後、千ち夏なつは「カフェに行こ、るっちゃん」と声をかけてきた。

　きっと、ここが揺さぶりをかけるタイミングだと判断したんだろうけど……。

「千夏」

　はふぅっと。

　息を吐き出してから、口を開いたのは愛あい梨りだった。

「それはこっちのセリフですよ。どうしてあなたがここに？」

「あたしとるっちゃんはここにお買い物に来てただけだよ？　ねっ、るっちゃん」

「もちろん」

　千夏の言葉に頷うなずいておく。

　さすがにずっと監視していたとは言えない。

　たぶん自分たちがここに来ていたことはチェルシーには気付かれていなかったはずだし、今はこう答えるのが最善である。

　それに、千夏が突然現れたことであっちも動揺したはずで……。

「つーか……」

　と、呆あきれた口調で呟つぶやいたのは北ほく斗と。

「テメエ、その格好はなんだ？」

「？　ゴマフアザラシの赤ちゃんだけど？」

　ルナはパタパタとキグルミの前ビレを振って挨あい拶さつ。

　だが、北斗、愛梨、冬華は表情を凍りつかせたままノーリアクション。

　……おかしい。

　わたしはいつも通りなのに。

　それとも、今日は格好が地味すぎたかな？　いつもはもっと攻めてるけど、今日は尾行ということで大人しめのキグルミにしちゃったし。

「えへへ。相変わらずるっちゃんは可愛かわいいなぁ」

　むぅっとルナが考え込んでいると、千夏が抱きついてきた。

　キグルミ越しに感じるその温かさはとても心地よかったけど、今はうっとりしてる場合じゃない。

「ま、今は白しら玉たま先輩の服装について議論してる場合じゃありません。何の用ですか、千夏」

　冷静な口調で愛梨は言葉を紡つむぐ。

　──やっぱり、この子は厄介。

　平然とした愛梨の様子を見ながら、ルナは警戒を強める。

　伊だ達てに生徒会総選挙の最終投票に残ったわけじゃない。凛りん多だ愛梨はもはや無視できない存在だ。彼女には千夏とは違った魅力がある。

　現に、第二次投票で千ち夏なつは愛あい梨りに負けてしまった。

　ルナのプランでは第二次投票でも千夏が勝つはずだったのに。

　けれど、結果は逆。

　千夏は「気にしなくていいよ、るっちゃん」と言ってくれたけど……。

「わたしたちは、様子を見に来ただけ」

「様子？」

「うん。あなたたちが、ケンカしてたみたいだから」

　第二次投票で負けた悔しさを晴らすように、ルナは愛梨に告げる。

　きっとこの学園に入学した頃の自分じゃ何も言えなかった。

　何も言えずに、黙っていることしかできなかった。

　けれど今は違う。

　生徒会長になると言った千夏の傍そばにいたくて、過酷だった去年の選挙を勝ち抜いて──いや、這はい上あがってきたんだ。

　他ほかの生徒から散々ゲスだゲスだと言われながらも、だ。

　千夏のおかげで、白しら玉たまルナは変わることができた。

　千夏という存在が、自分を変えてくれたんだ。

　──だから、わたしは千夏の力になりたい。

　そのためなら、

「ねえ。どうして三人は一緒に買い物をしてるの？」

「別に私たちが買い物に来ようとおかしくないでしょう？　私は先輩の恋人。そして、冬とう華かさんは先輩の妹で──」

「でも葛くず原はら冬華は葛原北ほく斗とが好きなんでしょ？」

　──他人にどう思われようが構わない。

　そう考えながら、ルナは冬華を追及する。

　さきほど見た冬華の表情。三人の空気が険悪だったのは間違いない。そして、それは恋愛方向の話題の可能性が高い。

　だって。

　千夏は、冬華が北斗のことを好きだと言っていた。

　だったらその情報が間違っているはずがない。

　凛りん多だ千夏が、間違っているわけがない。

「そうですね」

　けれど、追及に対して冬華の反応は静かだった。

「確かに、副会長の言う通り私は兄さんのことが好きですよ」

「……ふぅん。けど、葛原北斗は凛多愛梨の恋人で──」

「それでも、です。つまりは三角関係ってヤツですね。私だって、兄さんと愛あい梨りが付き合っているってことは知ってます。だけど──私は兄さんをあきらめきれない。さっきはそういう話をしてたんです」

「つまり、妹ちゃんは北ほく斗とに告白したの？」

「ええ。そういうことになりますね」

　千ち夏なつの質問に、冷静な態度で応える冬とう華か。

　──おかしい。

　冬華の受け答えにルナが憶おぼえたのは、違和感。

　冷静すぎる。

　もし冬華が北斗に告白したとしたら、愛梨とは三角関係ということになる。しかも、ここには北斗のことが好きだと公言している千夏までいるのだ。

　なのに、どうしてここまで冷静に受け答えできる？

　これじゃまるで、




　演技だ。




　与えられた配役を演じているみたいな──。

「わわっ、すごいね妹ちゃん！　でも、北斗に告白して大丈夫なの？　妹ちゃんと北斗は兄妹なんだよ？」

「問題ありません。私と兄さんは血が繋つながっていませんから」

「あはは。そうだったっけ。でも、個人的にはそういうのに憧あこがれちゃうよ。兄妹での恋愛ってなんだか少女漫画とかドラマみたいでステキだよねっ。本当に二人が愛し合っていれば、血の繋がりなんて関係ないと思うし」

「いいんですか、千夏。生徒会長のあなたがそんなことを言ってしまって」

「もちろん！　好き合っている二人が一緒にいたいと思うなら、多少の障害があっても関係ないとあたしは思うんだ。だから、あたしはあっちゃんという恋人がいてもいつか北斗に振り向いて欲しい」

「随分、はっきり言ってくれるじゃないですか」

「あたしはいつだって自分が言いたいことをはっきり言ってきたでしょ？　だから生徒会長になれたんだ。ところで、あっちゃんは選挙の準備はしてる？　もうすぐ文化祭。それに、最終投票でしょ？」

「ええ。今日だってミスコンで着るための衣装を見つくろうためにここに来たんです」

「あはは。さすがあっちゃん。抜け目ないね～。でも、生徒会はミスコンだけじゃないよ？」

「……どういう意味です？」

　愛あい梨りに訊たずねられた後で、千ち夏なつはルナの方に視線を向けてきた。

　──もしかして、言ってしまう気なのだろうか？

　体育祭が終わった後。

　葛くず原はら冬とう華かを仲間に引き入れられなかったことで、新たに考えた策略。

　生徒会総選挙を制せい覇はするための、一手。

　それは──。




「討論会をしよう」




　スマイルを浮かべたままで、千夏は切り出した。

「討論会？」

「そう。文化祭最終日にはあたしとあっちゃんとちぃちゃんが生徒のみんなに向かって自分のマニフェストを主張する最終演説がある。だから、その前にあたしたち三人でこの学園について話し合うの。もちろん、討論会の様子は全校放送で中継する」

「千夏、テメエ……」

「あっ、止めようとしても無駄だよ北ほく斗と？　討論会の件は現生徒会主導で進めていくし。それに、まだ文化祭までは一ヵ月もある。だったら十分準備はできるでしょ？　あたしの掲げるマニフェストは予算の無駄の削減と文化祭期間の短縮。対してあっちゃんは文化祭期間短縮案の廃止と、イジメの撲滅。お互いに話し合うことはたくさんあるよ」

「………」

　千夏の言葉を聞いても、北斗は彼女のことを睨にらみつけたままだった。

　──やっぱり。

　北斗は千夏に明らかな警戒心を抱いている。

　きっと二人は過去に何かあったのだ。

　ルナがいくらそのことを千夏に訊きいても、彼女が話してくれることはなかった。最初は昔の恋人なのかとも思ったけど……だったら副会長である自分には教えてくれてもおかしくない。

　だとしたら、違うんだろうか？

　葛原北斗と凛りん多だ千夏。

　二人の関係は──。

「いいですよ、千夏」

　そこでルナの思考を遮ったのは、愛梨の声。

　彼女はいつも通りのクールな態度で頷うなずいてから。

「討論会で戦いましょう」

「わわっ。随分好戦的だね～」

「先にケンカをふっかけてきたのはそっちでしょう？　しかも、私とあなたのマニフェストは対極です。だとしたら、議論が白熱しない方がおかしいと思います」

「まぁ、それもそうかもね」

「だったら存分に戦うだけです。私は負けませんよ、千ち夏なつ。第二次投票で勝ったように、最終投票でもあなたに勝つ。そして、先輩は私の恋人。だったら、誰にも先輩を渡しません」

「………っ」

　ほんの微かすかにだけど。

　愛あい梨りの言葉に冬とう華かが口唇くちびるを噛かみしめたように見えた。

　きっと、彼女が北ほく斗とのことを好きなのは本当なのだろう。

　でも──だったら、どうしてここで黙ってる？

　普通なら反論してもおかしくない。なのに、どうして何も言わない？

　まるで。

　ここは自分が喋るシーンじゃないって思ってるみたいな──。

「──千夏」

　そこで、口を開いたのは北斗。

　彼は持ち前のハスキーな声で千夏を呼んでから。

「討論会の件だが、凛りん多だが引き受ける代わりに条件を出させて欲しい」

「条件？」

「ああ。文化祭の最終日にある立候補者の最終演説。そこでは、立候補者が指名した支持者が応援演説をすることになってるだろ？　討論会には、その応援演説をする支持者も参加させて欲しい」

「う～ん……それはどうだろね？　討論会の人数はあたし、あっちゃん、ちぃちゃんの三人。この企画は少数でやるから面白いのであって、そこに第三者をいれるのは──」

「心配すんな」

　力強く、北斗は断言した。




「チェルシーは、討論会を辞退するはずだ。なぜならあいつは生徒会選挙から辞退するはずだからな」




「………っ」

　北斗の言葉が、ルナの思考を抉えぐる。

　──嘘うそ。

　チェルシーが選挙を辞退するだって？

　ひょっとして、はったりだろうか？

「───」

　──いや、違う。

　はったりなんかじゃない。

　北ほく斗との目。

　この目は体育祭の前に、校門の前で見たときと同じ目だ。あのとき、北斗はルナが考えた策略を論ろん破ぱし、逆に利用してきた。そうやって愛あい梨りの人気を上げた。

　だから今の発言は真実。

　でも──。




　──どうして、ここまで冷静な判断ができるの？




　ルナの中に生まれたのは、そんな疑念。

　チェルシー・スターダストが選挙を辞退する。

　それを北斗が知っていたということは、彼女は愛梨陣営に味方をしていたのかもしれない。

　それでも、討論会の情報はチェルシーにはバレていないはずだ。

　なのに、どうしてここまで早く決断できる？

　いや、それ以上にチェルシーが選挙を辞退するのだとしたら──マズい。

　彼女だって最終立候補者の一人。それなりの得票数を持っている。

　そんな彼女が愛梨の味方をするとしたら……！

「落ち着いて、るっちゃん」

「！」

　千ち夏なつに話しかけられて、ルナは我に返った。

　──そうだ。

　自分がしなくちゃいけないのは、冷静になること。

　千夏の右腕として、千夏を勝たせる策略を考えることだ。

「わかった。チェルシーが辞退することを聞くのは初めてだけど、あとで本人に確認する。それで、あなたは討論会のメンバーを増やしたいの？」

「おう。ところで、千夏の応援演説をするのはあんたか？」

「そういうことになっている。だから、あなたが提示した案を採用するのなら討論会に出るのは会長、凛りん多だ愛梨、わたし、そして──」

「俺だ」

「───っ」

「凛りん多だ愛あい梨りの応援演説をするのは、この葛くず原はら北ほく斗とだ。だから討論会にも俺が出る。文句はねえよな、副会長？」

「──もちろん」

　考えろ、考えろ、考えろ。

　会話と同時に、ルナは必死に思考する。

　葛原北斗が討論会に加わる。てっきり応援演説は味方にしたチェルシーがすると思ったのだが……もしかしたら、彼の方が厄介かもしれない。

　なぜなら──北斗は、千ち夏なつと似ている。

　体育祭。

　最終種目で彼が走り切った姿を見た生徒たちは、彼の恋人である凛多愛梨に投票した。

　おそらく、彼にはあるのだ。

　人の注目を集める力。

　千夏のカリスマ性に似た何かが。

　そうじゃなければ総生徒数七千人を誇る瀬せ海かい学園でここまで目立てるはずがない。

「───」

　けれど、人の注目を集めるのが得意なのは、千夏も一緒だ。

　去年の彼女の支持率が跳ね上がったのは文化祭。

『学園の歌姫』。

　そんな異名を恣ほしいままにする彼女にとって、文化祭は自分をアピールする絶好の舞台。

　たとえ愛梨が現在の得票数で勝っていても、

　チェルシーと手を組んでいたとしても、

　負けはしない。

　いや、負けさせない。

　なぜなら、彼女には自分が──白しら玉たまルナがついているのだから。

「じゃ、一ヵ月後の文化祭を楽しみにしてるよ！　バイバイ、みんな！」

　そう言って。

　千夏はルナの手を引きながらカフェを出てしまった。

「……どうする、千夏？」

　ショッピングモールを歩きながら、訊たずねる。

　討論会。

　その場に愛梨を引きずり出す策略は成功した。しかし、チェルシーが選挙を辞退するというのは予想外だった。

「う～ん。ちぃちゃんがあっちゃんの味方をするとしたら、ちょっと厄介かも。たぶん、ちぃちゃんのことだから自分の支持者たちにあっちゃんを支持するように言うだろうし。そうしたら……」

「一気に票が流れちゃう」

「その通り。文化祭はあたしが目立てる舞台。それでも、ちぃちゃんの得票数があっちゃんにプラスされたとしたら──きっと、勝負はわからない。たぶん勝率的には五分五分。いや、ほんのちょっぴりこっちが不利かも」

「随分、冷静」

「あはは。こんなときだから冷静にならなくっちゃ。いや～、まさかちぃちゃんが選挙を辞退するなんてね。ひょっとしたら、ちぃちゃんは最初からあっちゃんの味方だったのかもね」

「最初から？」

「うん。ちぃちゃんはなかなか策略家だからさ。たぶん文化祭前に選挙を辞退することで、あっちゃんの得票数を増やすことを狙ねらってたんじゃないかな？　でも、それよりも厄介なのは──北ほく斗と」

　さきほどよりも冷たい声色で。

　千ち夏なつは北斗の名前を呼んだ。

「まさか討論会に出てくるなんてね。面白くなってきちゃったよ。これで討論会のメンバーは、あたし、るっちゃん、あっちゃん、北斗の四人。当然、最終日のあっちゃんの応援演説を担当するのも北斗ってことになる」

「葛くず原はら北斗の影響力は、侮れない」

「そうだね～。それよりもあたしが厄介だと思ったのは、北斗の冷静さだよ」

「………」

「あたしは昔から北斗を知ってる。北斗は中学生の頃から優等生だったし、口が上う手まくてもおかしくない。でも、さっきはいきなり討論会の話題を振られても見事に対応してた。いくら北斗でも、あれはできすぎだと思う」

「……うん」

　ルナは千夏の言葉に同意する。

　葛原北斗のあの冷静さは討論会でも無視できない要素になるかもしれない。

　冷静に状況を把握して、対応する力。

　さきほどの北斗はその力を持っているように見えた。

　あの堂々とした態度。

　あれじゃまるで──。




「なんだか、チェルシーみたいだった」




　ポツリと。

　ルナは自分の思考を口にした。

　だが、そこで千ち夏なつがぴたっと足を止めた。

「るっちゃん。今なんて言った？」

「えっ……どうしたの、千夏」

「いいから。今言ったことをあたしにもう一度言ってみて」

「だから……葛くず原はら北ほく斗とはチェルシーみたいだった。チェルシーはああいう場面で冷静な判断をするのが得意。きっとチェルシーならさっきの葛原北斗みたいなセリフを言ったはずで──」

「それだよるっちゃん！」

　言葉を言い終える前に、千夏はルナに抱きついてきた。

「ち、千夏？」

「るっちゃん、大好き」

「えっ[image: ][image: ][image: ]。い、いきなり、そんな……」

「照れなくていいよ♪　さすが副会長。良いところに気付いてくれた。そう、さっきの北斗はちぃちゃんみたいだった。喋しやべる内容までそっくりだった。あ～、どうしてもっと早く気付かなかったんだろう？」

「………」

「やっぱり、ちぃちゃんは最初からあっちゃんの味方だったんだ。これでちぃちゃんが今日あっちゃんたちを尾行してた理由もわかった。思えば、あっちゃんと北斗が付き合うってウワサが流れ始めた時点で気付いておくべきだったのかもしれない」

「どういうこと？」

「一つの推測だよ。でも、たぶんこの推測は当たってると思う。そうだとすればすべての辻つじ褄つまが合うからね。そして、もしあたしの推測が当たっているとしたら──」

　どこまでもにこやかに。

　千夏は微笑ほほえんでから──告げる。

「あっちゃんたちは討論会で敗まけるよ。これ以上ないくらい、ボロボロに」

















　第八話　　裸のままで






「……ふぅ」

　時刻は午後九時。

　ショッピングモールから帰宅した後、北ほく斗とは風呂に入っていた。

　──今日は、色々あったな。

　ショッピングモールでのデート。

　冬とう華かからの告白。

　そして、千ち夏なつから討論会の申し出。

　本当に、チェルシーからもらったイヤホンを付けていてよかったと思う。なぜなら、千夏から討論会を持ちかけられたときに北斗が喋しやべったセリフはすべてチェルシーの脚本ブツクだったからだ。

　討論会の申し出を受け入れることも。

　チェルシーが選挙を辞退するのを伝えることも。

　北斗自身が討論会に出席すると千夏とルナに宣言することも。

　すべては、チェルシーがイヤホンから伝えてきた指示。

　状況を冷静に判断して、脚本ブツクを書いてくれた。

　北ほく斗とだけではあの状況に対応できなかっただろう。

　いきなり討論会をするなんて言われたらきっと慌ててしまっていたに違いない。

　その隙を千ち夏なつやルナに付け込まれていたかもしれない。最悪、愛あい梨りと自分が偽恋人だとバレてしまった可能性もある。

　もっともチェルシー曰いわく、タイミングは間違ってはいなかったらしい。




　──わたしが愛梨たちの陣営に入るという情報を流すのは、文化祭の一ヵ月前あたりがいいんじゃないかと思っていたんだ。わたしが愛梨たちについたという情報を千夏たちに知られてしまうマイナスポイントもあるが、生徒たちを説得するためには時間が必要だ。




　それがショッピングモールから出た後にチェルシーが言った言葉。

　確かに、三人まで絞られた生徒会候補が辞退したなんてニュースがいきなり流れたら、生徒たちは混乱する。チェルシーにだって支持者がいるんだ。そういう生徒たちを説得し、納得させ、協力してもらうには、時間がいる。

　だから文化祭直前にバラすのじゃダメだった。

　たとえ千夏に知られてもいい。

　チェルシーの支持者を愛梨陣営に取り込むには、時間が必要だ。だから、やることは決まってる。これからチェルシーは愛梨と一緒に選挙活動をすればいい。

　二人が一緒にいるのを一ヵ月も見れば、おそらくチェルシーの支持者たちも納得してくれるだろう。

「……でも」

　決して、無視できない問題がもう一つ。

　葛くず原はら冬とう華か。

　北斗の妹……いや、義妹。

　彼女が自分に告白してしまったこと。

　千夏から討論会の申し出があったせいか、チェルシーが「これから忙しくなるぞ！」と討論会の準備をするために愛梨を自分の家に呼んでしまったのだ。そのせいでデートは終了。冬華の告白も、どこかあいまいになってしまった。

　愛梨も、今日はチェルシーの家に泊まるらしいが……。

「……先輩」

　と。

　そこで脱衣所の方から聞こえたのは愛梨の声だった。

「あれ？　凛りん多だ？　今日はチェルシーの家に泊まるはずじゃ──」

「話し合いが早く終わったので、帰って来ちゃいました。この家に住み始めてから、合鍵はもらってますし。ところで、冬とう華かさんは……」

「あー、あいつは家に帰ってからずっとネトゲしてるよ。なんでも、今日は外せないイベントがあるんだってさ。つーか、テメエもチェルシーの家に行く前に冬華がそう言ったのを聞いてなかったか？」

「でしたね。ですが、一応確認のために」

「確認？」

「──はい。つまり冬華さんは今晩部屋から出てこないんですよね？」

　瞬間、北ほく斗との心臓が口から飛び出かけた。

　ガチャリ、と。

　風呂場のドアが開いたのだ。

「なっ……凛多！」

　湯船に浸つかったままで、北斗は思わず自分の股こ間かんのあたりをタオルで隠す。

　ドアを開けて入って来たのは、愛あい梨り。

　バスタオル一枚しか身につけていなかった。

「……先輩」

　そして。

　おもむろに、彼女は身体からだに巻かれたバスタオルを剥はぎ取とろうとして──。

「引っかかりましたね？」

　ニヤッと。

　北斗が思わず制止しようとしたところで、愛梨は微笑ほほえんだ。

　風呂場のタイルに落ちたバスタオル。

　彼女が着ていたのは黒いチューブトップビキニ。肩ヒモがないタイプなので気付けなかったが、バスタオルの下に着こんでいたのだ。

「……なんだ。水着を着てたのか」

「はい。ビックリしちゃいました？」

「当たり前だろ」

「ふふっ。ドッキリ大成功です。では、私はシャワーを浴びますね」

「おおっ。あっ、そっちのボトルがシャンプー、そっちがボディソープで……」

　って、そうじゃねえだろ!?　と北斗は湯船から飛び出しかけて、慌てて再び身体をお湯の中に沈めた。

　今の自分はタオル一枚纏まとっているのみ。

　凄すさまじく貧弱なファッションだ。

　ＲＰＧの初期状態だってもうちょっとマシな武装を持っている。

「どうかしましたか先輩？」

「冷静に会話を続けようとすんな！　答えろ！　なんで風呂に入って来た!?」

「ちょっと汗をかいてしまったのでシャワーを浴びたくて」

「俺だって汗が止まらねえぞ!?」

　もちろんこの場合の汗は冷や汗だ。

　目の前にいるのは水着姿の愛あい梨り。

　やけに布の面積が少ないせいか、すべすべとした彼女の肌が丸見えだ。きゅっとしまったウェスト。水気を吸ってより艶つややかに見える黒髪。そして、破壊力抜群の大きなバスト……。

「………」

「？　どうしました、先輩。顔が赤いですよ？」

「うるせえ。ちょっとのぼせただけだ」

　真剣な表情で、北ほく斗とは言った。

　──マズイ。

　この映像は精神衛生的に悪すぎる。

　昼間にやった演劇のごとく狼おおかみになってしまいそうだ。

「……なあ、凛りん多だ。どうしてこんなことしてんだよ？」

　好きな女の子（水着姿）と自宅の風呂場で二人きり。

　思春期男子にとっては天国のようなシチュエーションだが、偽恋人のためにまったく手を出せないという地獄のような心境。その中で、北斗は質問した。

　すると、愛梨は「はふぅ」と息を吐いてから。

「先輩とお話をするためですよ」

「話？」

「ええ。こうしないと二人きりになれないと思いましたからね。この家には冬とう華かさんがいますし」

「まあ、それはそうだけど……」

「それに、こうすれば先輩は逃げられないでしょ？」

「………」

「ちなみに、逃げようとしたら私は『きゃーっ、先輩が自分の恋人と水着姿で入浴するなんて特殊プレイをしちゃってますーっ！』と叫びます」

「おまえ、地味にハラグロだよな」

「だから地味は余計ですってば」

　お約束のやり取りをしながらも、北斗の心臓の鼓動はスピードアップをやめなかった。

　──話。

　それはおそらく。

「先輩」

　緊きん張ちようした様子で。

　愛あい梨りは言葉を紡つむぐ。




「冬とう華かさんの告白をどうするつもりですか？」




「それは……」

「お願いします。教えてください。もし先輩が冬華さんと付き合うことになってしまったら……その、劇場型恋愛にも関係すると思うし」

「あくまで、おまえの心配は選挙なのか？」

「……どういう意味です？」

「いや……」

　さすがに、おまえは俺のことをどう思ってるんだ？　とは訊きけなかった。

　だって、愛梨には夢がある。

　生徒会長になること。

　そして、千ち夏なつに勝つこと。

　だとしたら──恋愛なんてしてるヒマはない。

　きっともし愛梨が自分のことを好きだったとしても、本当の恋人同士になって上う手まくいくとは限らない。

　付き合ってから別れるなんて、よく聞く話だ。

　だから、北ほく斗とは愛梨に自分の想おもいを伝えるのは選挙が終わってからにしようと考えていた。

　でも──。

「───」

　今日、冬華に告白されてしまった。

　子供の頃から冬華には何度か「好き」と言われてきたけど、北斗はそれをスルーしてきた。冬華だって本気で告白してきたことはなかったと思う。それは、彼女が兄の一番近くにいるのは自分だという余裕を持っていたからかもしれない。

　しかし、今年の九月。

　状況は一変した。

　突然現れた愛梨は北斗の偽恋人になった。そのことで冬華との間に距離が生まれてしまった。

　だからこそ、冬とう華かが選挙に立候補していることにも気付けなかったのだろう。

　──いや、それは言い訳か。

　この二ヵ月間。

　北ほく斗とは愛あい梨りの選挙活動のためだけに時間を費やしてきた。

　だから、今まで通り冬華と一緒にいてやることができなかった。その事実に冬華は危機感を抱いたのだ。

　結果、冬華は自分に告白してきた。

　兄妹としての一線を越えてきた。

　そして──。

「……凛りん多だ」

　大事なのは、自分の気持ちだ。

　北斗はそう決断する。

　だから、今自分がすべきことは──。

「お兄ちゃん？」

「「！」」

　が。

　最悪なことに、そこで響いたのは冬華の声だった。





　　　　　　　＠　＠　＠






　──なんで冬華さんがここに!?

　水着姿の愛梨は、風呂場のすりガラスのドアを見つめながら困惑していた。

　北斗が冬華のことをどう想おもっているのか？

　そのことを確かめるために、わざわざ彼が逃げられないように入浴中に踏み込んだというのに。

　……いや。

　正直いくらこっちが水着だろうが、一緒にお風呂に入るのは死ぬほど恥ずかしかったのだが、タイミング的にここしかなかったのだ。

　なぜなら、今晩冬華はネトゲのイベントをしているはずで──。

「冬華？　どうしたんだよ？」

　湯船に浸つかった北斗が言った。

　しかし、その瞳は「どうすんだよ!?」というメッセージを浮かべながらこちらを見つめてくる。

　必死に対応策を考えようとするが、無理だ。

　北ほく斗とに見つめられる。

　その事実が愛あい梨りから思考能力を奪った。しかも、今彼は裸なのだ。つまり、今自分は好きな人と混浴しているわけで──。

　──お、落ち着け、私。

　深呼吸しながら、愛梨は状況を把握しようと風呂場を見渡す。

　幸い、すりガラスの向こうからはこちらの様子が見えていない。借りている部屋で水着に着替えてからここに来たので、脱衣所に自分の衣服はない。

　だったら証拠は見つからないはずで──。

「ねえ、お兄ちゃん。そっちに行ってもいい？」

「………」

　……ダメだ。

　昼間の告白のときも思ったけれど、今日の冬とう華かは積極的だ。

「な、何言ってんだよ。俺は今風呂に入ってるんだぞ？」

「そ、そんなこと知ってるもん！」

「第一、今晩はネトゲのイベントをしてるんじゃなかったのかよ？」

「あれはアリバイ工作よ。ほら、ネトゲで部屋に籠こもるって言えば愛梨は今日冬華がこんなことをするとは夢にも思わないでしょ？　その証拠に、今日はチェルシーさんのお家うちに泊まるみたいだし」

　すみません、冬華さん。その予想は大ハズレです。

　息を殺したままで愛梨は天を仰いだ。

　まさか冬華の言葉がアリバイ作りのための嘘うそだったとは。

　まぁ、自分だって人のことは言えないが。チェルシーの家に泊まると言ってこうしてこっそり帰ってきてしまったわけだし。

「冬華がここに来たのは、お兄ちゃんに話したいことがあったから。ほら、ここならお兄ちゃんも逃げずに冬華の話を聞いてくれるでしょ？」

「なあ、冬華。俺ってそんなに信用ないのか？」

「別にそういうわけじゃないけど……もし逃げられたらって思うと、いてもたってもいられなくなっちゃったのよ。ごめんね、お兄ちゃん」

「………」

　困ったことに、冬華の心境は愛梨とほとんど同じだった。

　そう。

　きっと自分は、北斗に逃げられるのが怖かった。

　別に彼のことを信用してないわけじゃない。

　しかし、話題が話題だ。

　はぐらかされても不思議じゃなかった。

　だから、こうして逃げ場のない場所に踏み込む覚悟を決めたのだが……。

「そう言うわけで、お兄ちゃん。そっちに行ってもいい？」

「待て、冬とう華か。今の俺は裸で──」

「大丈夫。ちゃんと対策は考えてきたから」

「対策？」

「ふふっ、ビックリしないでよね」

　バーン！　とドアが開いて、身体からだにバスタオルを巻いた冬華が入って来た。

　アイマスクをしていた。

「………」

　もし。

　これはあくまで可能性の話だが、将来偽恋人である北ほく斗とと結婚したら、冬華は愛あい梨りにとっての義妹ということになるのだが。

　……大丈夫なんでしょうか、私の将来の妹候補。

　目隠しをしてお風呂場に踏み込んできた冬華を見ながら、愛梨は激しい眩暈めまいを覚えた。

　まあ、これなら北斗の裸を見なくて済むかもしれないが……。

「冬華。おまえ、バカだろ」

「えっ!?　嘘うそっ！」

　ガーン！　とわかりやすくショックを受ける冬華。

　そんな彼女を尻目に、北斗は愛梨にアイコンタクトを送ってきた。

　──そうか。

　冬華が目隠しをしているということは、今ここに凛りん多だ愛梨がいることに気付いていない。だったら、隙をみて風呂場から逃げ出せばいいのだ。話はできなくなってしまうが、それは後回しにするしかない。

　ナイス判断です先輩！　とグッと親指を立ててから、愛梨はさささっと冬華の横を抜けようとして、

「きゃっ」

「！」

　しかし、そこで冬華が風呂場のタイルの上に置かれたシャンプーのボトルに躓つまずいてしまった。おそらく目隠しをしていたのが原因だろう。

　彼女はそのまま倒れそうになって、

「………っ！」

　反射的に、愛梨は冬華の身体を支えた。

　支えてしまった。

「………」

　すみません先輩、ついやっちゃいました。

　愛あい梨りが北ほく斗とに謝罪のアイコンタクトを送ると、北斗は「テメエぇえええええ凛りん多だあああああああっ!?」と声を出さずに口だけで叫んでいた。

「あ、ありがと、お兄ちゃん」

　目隠しをしているせいで、自分の身体からだを支えているのが愛梨だと気付けなかったのだろう。

　冬とう華かはお礼を言ってきた。

「お、おう。気をつけろよな、冬華」

　湯船の中から、北斗が返事。

　しかし、実際冬華の身体を支えているのは愛梨である。何なんだろう、この歪ゆがんだ構図は。昨今のこの国の国際情勢だってもうちょっとわかりやすい。

　そんな感じで、愛梨が悩んでいると、

「あっ、お兄ちゃん。せっかくだから背中を流してあげる」

「げっ」

「もしかして……嫌なの？」

「そ、そういうわけじゃないが……」

　北斗は「どうするんだ凛多？」という風な視線を送ってきた。

　愛梨は「任せてください先輩」と再び親指を立てた。

　そのまま、風呂場にあった丸まる椅い子すに腰を掛けて、冬華に背を向ける。

　さあ、洗いなさい！　みたいな感じで。

「いやいやいやそれは無む茶ちやだろ！」

「？　何が無茶なの、お兄ちゃん？」

「あっ、た、大したことじゃないんだ。ただ、おまえに背中を流してもらうなんて小学生のとき以来だからさ……」

「ふふっ。そうだったわね。子供の頃はよく一緒にお風呂に入ったっけ」

　懐かしそうに微笑ほほえむ冬華。

　対する北斗の顔は湯船に浸つかっているっていうのに真っ青。

　だが、これしかないのだ。

　丸椅子に座りながら、愛梨はそう判断。ここで北斗が湯船から上がれば水音でお風呂場に三人いることがバレてしまう。

　だったら、とりあえず自分が北斗の代わりになれば……。

「──あっ」

　が。

　そこで愛あい梨りは自らの犯した致命的なミスに気付いた。

　冬とう華かに背中に洗われる。

　ということは、彼女が自分の背中に触れるということだ。目隠しをしているから男女の違いくらいは隠せるかもしれない。

　しかし、今の凛りん多だ愛梨と葛くず原はら北ほく斗とには決定的な違いがあった。

　水着。

　そう、今の自分は水着を着ている。必然的に背中を洗われたら感触で水着の存在がバレてしまう。

　そうしたら、冬華も洗っているのが北斗じゃないと気付く。さすがにここで「あはは、お兄ちゃんったら女性用水着を着てる～」とワンダフルなボケをかますほど冬華も天然ではないだろう。

　この事態に対処するのは……。

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ」

　幸い、愛梨はすぐに対策を思いついた。

　しかし、その方法はかなり勇気がいる。

「お兄ちゃん。タオルとボディソープを取ってもらっていい？　冬華、見えないから」

「わかった」

　愛梨の苦悩に気付かず会話を進める葛原兄弟。

　──し、仕方ありませんねっ。

　覚悟を決めてから、愛梨はゆっくりと自分の背中に手を回して、水着のトップスの結び目を解いた。

「なっ[image: ][image: ][image: ]」

　途と端たん、北斗が声を上げた。

　普段はクズ先輩なんて呼ばれて恐れられているヤンキーだが、その顔は真っ赤に染まっている。

　同じように、愛梨も自分の顔が真っ赤になるのを感じた。

　そう、水着を着ているのがバレるのがダメなら、水着自体を脱いでしまえばいい。

　だけど……この作戦は恥ずかしすぎる。

　水着を外してタイルに置いてから、愛梨は自分の胸を両腕で抱きしめるように隠す。

　それだけで、ふくよかな双そう乳にゆうがぷるんっと潰つぶれた。

「ふあっ」

　勢い余って指先が乳ち房ぶさの先端に触れてしまったせいなのか。

　それとも、好きな人の前で裸になって胸を触るという行為をしてるせいなのか、ゾクゾクと愛梨の背筋をこそばゆい感覚が上ってくる。

「？　お兄ちゃん、今変な声を出さなかった？」

「そ、そんなことねえよ」

「そう。じゃあ、洗うね」

　ボディソープで泡立てたタオルで、冬とう華かは愛あい梨りの背中に触れてきた。

　やけに優しいタッチのせいか、思わず声を出しそうになる。

　反射的に口を両手で押さえようとしたが、そうしたら胸が丸見えになってしまうので、きゅっと口唇くちびるを噛かみしめながら耐えるしかない。

「わぁ、お兄ちゃんってやっぱり背中が大きく……ないわね。なんだか、記憶より細い気がするわ」

「こ、これでも空手で全国一になったことがあるからな。引き締まった身体からだをしてるんだ」

「そうなの？　それに肌も女の子みたいにすべすべで柔らかくて……」

「う、運動神経が良いヤツは大抵筋肉が柔らかいんだよっ」

　愛梨の背中を洗う冬華に、北ほく斗とは必死に弁解していく。

　対する愛梨はもう声を漏らす寸前だった。

　うなじのあたりをタオルで撫なでられる「ひゃう」と情けない声を上げそうになってしまう。

「ふう。大体洗い終わったわ」













「さ、サンキューな、冬とう華か」

「気持ちよかった？」

「あ、ああ。たぶん」

「じゃあ、せっかくだから肩も揉もんであげるね」

「えっ、そこまでしなくても……」

「いいからいいから♪」

　兄妹で一緒にお風呂に入っているのが嬉うれしかったのか、冬華は兄と思い込んでいる愛あい梨りの肩をもみもみ揉みしだいてきた。

　──せ、先輩のばかばかばかっ。

　冬華を止めてくれなかった北ほく斗とに涙目で抗こう議ぎをしつつも、愛梨は肩を揉まれるくすぐったさと戦っていた。

　でも、女の子の優しい手つきで肩を揉まれるのはすごく気持ちがいい。

　そのせいか、つい声が漏れそうになって……。

「お兄ちゃん」

　不意に。

　肩から手を放してから、冬華は言った。

「昼間の告白の件なんだけどね。しばらく、考える時間をあげる」

「えっ……」

「よくよく考えれば、今日の告白はかなりいきなりだったでしょ？　しかも、冬華はお兄ちゃんの妹だった。十年以上……妹だった。家族から告白されて、お兄ちゃんも混乱しちゃったでしょ？」

「……まぁな」

「だから、よく考えて欲しいの。冬華は……真剣に告白したつもり。だから、中途半端な答えをもらっても困るから」

「冬華……」

「でも」

　緊きん張ちようした様子で、冬華は息を吐いてから。

「できれば、文化祭の最終日に答えを教えて欲しいの」

「文化祭？」

「そっちの方がいいでしょ？　期間が決まってた方が緊張感も出るし、真剣に考えられる。だから……文化祭の最終日に、答えを言って欲しいの」

「………」

　しばらくの間、考え込むように北斗は黙った後で。

「わかった」

「ありがと、お兄ちゃん。それまでは劇場型恋愛を続けましょ？　愛あい梨りがお兄ちゃんの偽恋人で、冬とう華かがお兄ちゃんを奪おうとするブラコン妹って設定で。文化祭まではまだ時間があるし」

「そうだな」

「でも……不安かな」

「？　何がだ？」

　北ほく斗とが訊たずねると、冬華は少し困ったような声を出してから。

「だって、愛梨がライバルなんだもん」

「───っ」

　思わず、愛梨は声を出しそうになってしまった。

「冬華。凛りん多だは俺のことを異性として好きなんかじゃ──」

「ううん。冬華はそんなことないと思う。愛梨はきっとお兄ちゃんのことが好きだよ。冬華にはわかるの。だって──」




　愛梨は、冬華の友だちだから。




「………」

　その言葉に。

　愛梨は不覚にも泣きそうになってしまった。

　だって、自分は冬華のことを騙だましていた。

　北斗と恋人同士だっていう嘘うそをついていた。

　それなのに、友だちだと言ってくれるなんて……。

「まぁ、確かに愛梨って結構変わっているけど」

「………」

「外見は地味なのに、割とハラグロいし。お兄ちゃんと会話してるときは結構毒舌だもんね。たぶん、ひねくれた女の子なんだと思う」

「………」

「それに……なんといっても、あの胸よね。何を食べればあんなに大きくなるのかな？　お兄ちゃん、今度愛梨に訊きいてみてよ」

「あ、ああ、そうだな……」

　浴室に北斗の乾いた笑い声が反響する。

　……冬華さんのばか。

　愛梨はさっきとは別の意味で泣きそうだった。

　クラスメイトにこんなことを言われるとは思っていなかった。

　ていうか、胸って。

　私だって好きでこんな胸になったわけじゃないのに……。

　ずぅーんと愛あい梨りはへコむしかなかったが、

「でも、愛梨が大事な友だちなのは本当」

「えっ……」

「冬とう華かはお兄ちゃんのことが好き。その気持ちは変えられない。絶対に、何があっても。けど……愛梨にも幸せになって欲しいと思う。考えたくもないのに、愛梨にならお兄ちゃんを渡しても大丈夫かもって……ときどき考えちゃう自分がいるの」

「………」

「あはは、こんなことを考えてたら愛梨に勝てない気がするから、なるべく考えないようにしてるんだけどね。でも、冬華はそれくらい愛梨のことが好き。愛梨とずっと友だちでいたいって思う」

「………」

「だから、なるべく悔いがないようにしたいの。お兄ちゃんが愛梨と冬華どちらを選ぶかはわからない。もしかしたら、全然違う女の子を選ぶかもしれないし。たとえば、会長とか」

「安心しろ。それだけは絶対にない」

「え？　そうなの？　会長はあんなに可愛かわいいのに？」

「確かにあいつは可愛いよ。けど、俺はあいつを異性として可愛いと思えねえんだ」

「？」

　北ほく斗との言葉の意味がわからなかったのか、冬華は黙っていた。

　──どういう意味だろう？

　愛梨にも今の発言の意味がわからなかったが、今はそのことを考えられるような状況じゃない。

　葛くず原はら冬華。

　自分の、友だち。

　彼女は自分と友だちでいたいと思ってくれていた。昔から千ち夏なつへのコンプレックスがあったせいか友だちをつくるのが苦手で、チェルシーぐらいしか親しい人がいなかった。高校に入ってからはクラスでぼっちになってしまった。

　それが、凛りん多だ愛梨だ。

　なのに冬華は自分と友だちでいたいとまで言ってくれる……。

「───」

　──でも。

　私と冬華さんは、戦わなくちゃいけない。

　愛あい梨りの胸の中に灯ともったのはそんな気持ち。

　冬とう華かは友だちだ。

　でも、冬華がさっき言ったように自分だって北ほく斗とのことが好きだ。最初は憧あこがれだけだったかもしれない。でも、今は彼とずっと一緒にいたいと思っている。

　偽恋人としてではなく、本物の恋人として。

　だから、冬華に負けるわけにはいかない。

　たとえ彼女が大事な友だちでも──。




「……どうして、恋なんかしちゃうんだろうね」




　ポツリ、と。

　愛梨の心境を代弁するかのように、冬華は言った。

「じゃあね、お兄ちゃん。言いたいことも言えたし、冬華は部屋に戻るね」

「おう。わかった。目隠しをしたままで大丈夫か？」

「問題ないわよ。脱衣所にいったら目隠しを外すもん」

　そう言ってから冬華は立ち上がり、手探りでドアを開けて脱衣所へと移動した。

　そして、数分後。

　着替えた冬華が脱衣所から出ていくのを確認してから。

「先輩」

　愛梨は、北斗に話しかけた。

「さっき私は『冬華さんの告白をどうするつもりですか？』って訊きいたでしょ？」

「ああ、そうだけど……」

「あの質問、やっぱりなかったことにしてもらっていいですか？」

「えっ……」

「冬華さんはさっき言ってたでしょ？　じっくり考えて先輩に答えを出して欲しいって。なのにここで私が先に答えを聞いちゃうのは……なんだかずるい気がしますから」

「凛りん多だ……」

「だから、先輩は文化祭の最終日になったら冬華さんの告白に答えてあげてください。文化祭までの間……ちゃんと考えてくださいね？　冬華さんは、私の大事な友だちでもあるんですから」

「わかってる」

　迷わずに、北斗は即答してくれた。

　冬華は北斗の義妹だ。

　だからこそ、真剣に向き合うつもりなんだろう。

　その結果がどうなるかはわからないが──。

「あの、先輩？」

「ん？　なんだよ」

「文化祭の最終日には、選挙の結果が出ます。私が生徒会長になれるのか、なれないのかにしろ……そこで選挙は終わり。つまりそれは……」




　私たちの関係が終わることも意味しています。




「………っ」

　少しだけ。

　北ほく斗とが息を呑のんだ。

「そうだな。選挙が終わっちまったら、俺たちが劇場型恋愛を続ける必要もない。俺がおまえの偽恋人でいるのも終わりってことか」

「そういうことになりますね。けど……一つお願いがあります」

「お願い？」

「………」

　はふぅ、と。

　緊きん張ちようを押し殺すように、愛あい梨りは息を吐きだした。

　そして、言う。

　今自分の中にある精一杯の勇気を振り絞りながら──。




「選挙が終わったら、私と話をしてくれませんか？　大事な話が……ありますから」









　第九話　　センチメンタルピリオド






　瀬せ海かい学園文化祭。

　そのイベントが他ほかの学校と一線を画すのは、規模と期間だ。

　なにせ文化祭の期間が五日間。

　その日数をかけて七千人の生徒たちが様々な企画や露店を行うため、必然的に規模が大きくなり、祭りも盛り上がる。そのため、文化祭の一般入場券はネットオークションで高額の値段がつくほどのプレミアチケットと化す。

　そのイベントの中でも注目は──生徒会長である凛りん多だ千ち夏なつ。

　去年の文化祭でライヴを行った彼女の映像はネットの動画サイトにＵＰされており、アイドル並みの再生数を記録。生徒以外にも彼女のステージを見たいというファンが多いのだ。

　しかし、今年の注目は千夏だけではなかった。

　生徒会総選挙。

　文化祭の最終日に行われる投票で、ついに次期生徒会メンバーが決まる。

　そして、そこに登場するのが千夏の妹である凛多愛あい梨り。

　当初は千夏が圧倒的有利とみられていたが、体育祭で愛梨が得票数を逆転。さらには文化祭一ヵ月前にもう一人の生徒会長立候補者であるチェルシー・スターダストが選挙の辞退を表明した。

　驚く生徒たちに、チェルシーは昼休みの校内放送で──。




『わたしは、凛多愛梨のことを全面的に支持する』




　と、宣言。

　この発言で、生徒たちは驚きながらもチェルシーが愛梨陣営についたことを悟った。

　かくして状況は変わった。

《セカイネット》の事前調査では、愛梨と千夏の人気は六対四の割合。

　圧倒的な支持率を持っていた千夏からしたら考えられないことだったが、チェルシーが愛梨サイドに加わったことで、評価が逆転したのだ。

　しかし、まだ勝負はわからない。

　文化祭における重要なイベントは、最終日に行われる立候補者の最終演説、三日目に行われるミスコン。

　そして、初日に行われる討論会。

　そこで討論を交わすのは四名。

　凛りん多だ千ち夏なつ。

　白しら玉たまルナ。

　凛多愛あい梨り。

　そして、葛くず原はら北ほく斗となわけで──。





　　　　　　　＠　＠　＠






「……先輩？　大丈夫ですか？」

　十一月二十七日。

　文化祭一日目。

　お祭りムードで賑にぎわう校舎の廊ろう下かを歩いていた北斗は、隣にいた愛梨に話しかけられた。

「悪い、少し考えごとをしてた」

「しっかりしてください。今はデート中。それに、お昼からは討論会が始まるのよ。そのために私たちはこの一ヵ月努力してきたんですから」

「わかってるって」

　約一ヵ月前、千夏に討論会のことを伝えられてから。

　北斗と愛梨は選挙の最後の戦いに向けての準備をしてきた。

　討論会。

　ミスコン。

　そして、最終演説。

　そこで生徒会長が決まる。

　当然、文化祭期間までに少しでも支持者を増やすために劇場型恋愛も続行中。

　今まで通りシナリオを書くのはチェルシーだったが、

「兄さん」

「！」

　愛梨と廊下を歩いていると、後ろから冬とう華かが抱きついてきた。

　そう、今までの脚本ブツクと違うのは冬華が配役に加わったことだ。




　──私は、ずっと兄さんのことが好きだった。だから、愛梨には渡さないわ。




　一ヵ月前の昼休み。

　生徒が大勢集まっている中庭を選んで、冬華は北斗に告白した。

　もちろんこれは三角関係をつくりだすためのチェルシーの脚本ブツク。

　この学園は葛くず原はら北ほく斗とと凛りん多だ愛あい梨りの恋愛関係で盛り上がっていた。無論、そこに新しいキャラクターが加われば観客は無視をするわけにはいかない。

　この日から《セカイネット》は冬とう華かを交えた恋愛模様の意見で大フィーバー。

『修羅場キタ─────っ！』『しかも妹って！』『でも、クズ先輩と葛原冬華って血が繋つながってないんだろ？』『なんか少女漫画みてえな展開ｗ』『俺はクズ先輩がちなっちゃんと付き合わなければそれでいい』

　冬華が義理の妹ということもあってか、上う手まく話題を集められた。

　それから一ヵ月。

　愛梨と冬華は北斗を奪い合う恋人とブラコン妹という配役を演じ続けたわけだが……。

　……もうすぐ、この日常も終わるんだよな。

　抱きついてきた冬華の身体からだを引きはがしながら、北斗は考える。

　文化祭最終日。

　そこで行われる最終投票で、次期生徒会メンバーが決まる。

　そして、冬華からの告白。

　義妹の想おもいに対しても、この文化祭期間中に答えを出さなくちゃいけないわけで──。




　──どうして、恋なんかしちゃうんだろうね。




　鼓膜の中で残響するのは、一ヵ月前に冬華が口にした言葉。

　そう、自分は答えを出さなくちゃいけない。

　いや、伝えなくちゃいけないんだ。

　たとえどんな結果になろうとも……。

『不良少年』

　耳に付けたイヤホンから届いたのは、チェルシーの声だった。

『そろそろ討論会の時間だ。会場である放送室に移動してくれ』

「わかったよ」

　シナリオライターの指示に頷うなずく。

　討論会が行われるのは十二時。

　北斗も参加しなくちゃいけないが、心配はない。喋しやべる内容については耳に付けたイヤホンからチェルシーの指示がもらえることになっている。今までの劇場型恋愛は彼女の書いた脚本ブツク通りのセリフを演じることで上手くいっていた。

　だから、討論会でも脚本ブツクを演じようということになったのだ。

「凛多。そろそろ時間だ」

「わかりました。では、ここで冬とう華かさんとはお別れですね」

「うっ……兄さん、行っちゃうの？」

　わざとらしく目を潤うるませて北ほく斗とを見つめてくる冬華。

　そんな様子に周囲の生徒がざわつく。

　オイオイ大丈夫かよもうすぐ討論会だぞなのに恋人と義妹に挟まれてハーレムラブコメの主人公かよおまえは！　みたいなコメントが聞こえてくる。

　もちろん、『熊くま殺し』なんて物騒なあだ名で呼ばれている北斗に直接意見してくるヤツはいないのだが。

「悪いな、冬華」

「わかったわよ。私は愛あい梨りと兄さんのことを応援してるわ。まあ、恋愛で勝つのは私だけど」

「随分強気ですね、冬華さん」

「当たり前でしょ？　だから愛梨も会長には敗まけないでね？　あなたは私のライバルなんだから」

　優等生モードでそう言ってから、冬華は「またね」と去って行った。

　その表情はどこか楽しそうだった。

　劇場型恋愛。

　冬華は冬華で今のシチュエーションを楽しんでいるのかもしれない。

　もしくは、無理やり楽しもうとしているのか。

　だって──。

「行きますか、先輩」

「おう。わかってるよ」

　文化祭最終日。

　その日が来れば、すべてが変わってしまうのだから。

　そして──。




　──選挙が終わったら、私と話をしてくれませんか？　大事な話が……ありますから。




　北斗の頭の中で響いたのは、一ヵ月前に愛梨から伝えられた言葉。

　そう。

　文化祭が終わるということは、選挙が終わるということも意味している。

「しかし、討論会か。まさか俺がそんなもんに出るとな」

「今さら何を言ってるんですか。準備は万端。先輩が何か喋しやべることになっても、ちぃちゃんから指示をもらえばばっちオッケーでしょ？」

「それはそうだけどさ。テメエは緊きん張ちようとかしてねえのか？」

「当たり前です。この程度じゃ愛あい梨りちゃんはまったく揺らぎませんよ……と言いたいところですが」

　はふぅ、と愛梨は息を吐いた。

「ぶっちゃけ、結構緊張してますね」

「凛りん多だ……」

「千ち夏なつと議論するための準備はしてきました。自分のマニフェストを何度も確認したり、千夏や白しら玉たまさんの質問パターンを予測したり、先輩に討論の練習相手になってもらったり……やれるだけのことはやったつもりです」

「………」

「でも、相手は千夏。第二次投票の得票数では勝てましたが、それでも千夏は私にとって強敵です。子供の頃から何度も何度も……私は千夏に敗まけてきましたから」

「けど、今日は敗けるつもりはねえんだろ？」

「当たり前じゃないですか」

　強気に微笑ほほえみながら、愛梨は言い切った。

　そして彼女は制服のポケットから音楽プレイヤーを取り出す。

　そのままイヤホンを耳に装着。

　たぶん緊張を紛らわすために何か音楽でも聴くのだろう。愛梨は邦楽ロックバンドが大好きだったはずだ。

「先輩も聴きますか？」

「ああ。そうだな」

　廊ろう下かを歩きながら、北ほく斗とはイヤホンの片方を耳に付ける。

　正直、緊張していないといったら嘘うそになる。

　それに愛梨が好きな音楽は自分の好みにも合う。

　だから少しでも緊張を紛らわすことができれば──。




『いやあ、決勝も見事な一本勝ちでしたね～』

『ありがとうございます。でも、自分なんてまだまだですよ。今日勝てたのだって支えてくれたコーチや部活のメンバーのおかげだと思います』




　が。

　イヤホンから聞こえてきたのは、どこかで聞いたことがある会話だった。

　………。

　これは、まさか……。




『けど、俺には夢があるんです』

『夢？　それはなんですか？　できれば教えて欲しいのですが』

『実は、今度自分が通っている中学校で生徒会の役員を決める選挙があるんです』

『なんと！　もしやその選挙に出馬するつもりなんですか？』

『ええ。自分の夢は、学校の生徒会長になることですから。それに、なんだか今日の大会で優勝できて、今度の生徒会総選挙で勝てる自信がついた気がしました』

『では、選挙の方もばっちりですね？』

『──はい！　俺、葛くず原はら北ほく斗とは絶対に選挙に勝って生徒会長になってみせます！　だから、これを見てる学校のみんなーっ！　応援よろしくお願いしまーすっ！』




「……よし」

　イヤホンから音声が流れた後、愛あい梨りは拳こぶしを握りしめてちっちゃくガッツポーズをつくってから。

「これで討論会もばっちりですね」

「どこがだ!?　つーか、テメエ、ここここれって──」

「もちろん先輩の中学時代のインタビューです」

「やっぱりか！」

「動画ファイルにして保存してあるので、映像も見れますよ？」

「ぬぉおおおおおおおおおおおおっ！」

　悲鳴を上げながら、北斗は天を仰いでいた。

　……ひどい。

　いくらなんでもひどすぎる。

　どうしてこの偽恋人は人の黒歴史を観賞して元気を出しているんだろうか？

「そんなにヘコまないでくださいよ。私はこの映像が好きなんですってば。もうらぶらぶな感じで」

「いや、テメエが昔それを見たって話は聞いたけどさ」

「それに、今ので先輩の緊きん張ちようもいい感じでほぐれたでしょ？」

「うっ……」

　言われてみれば。

　思いっきり叫んだせいか、身体からだの硬さが幾分取れた気がする。

「今日の討論会は全校ネットで放映されるらしいです。ですが、今のインタビューは全国ネットでした。だったら討論会なんてらくしょーでしょ？」

「まあ、それもそうか」

「なので──今日は、勝ちましょう」

「おう」

　放送室の前。

　たどり着いたドアの前で北ほく斗とは愛あい梨りとコツンと互いの右拳こぶしを合わせた。

　文化祭の喧けん騒そうの中でも、不思議と互いの声だけははっきりと聞こえた。
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「……ふう」

　北斗と愛梨と別れてから。

　冬とう華かは自分のクラスの出し物に参加するために教室へと戻っていた。

　ちなみに、出し物はメイド喫茶。

　オーソドックスな出し物だが、選挙で最終候補まで残っている愛梨と冬華がいるためか、文化祭前から注目度は高かった。

　──できれば、兄さんにも見て欲しかったけど。

　今は仕方ない。

　なにせ討論会があるのだ。

　北斗はそっちに集中しなければいけないはずで──。

「───っ」

　けれど。

　どうしてか、兄のことを考えただけで胸が痛んだ。

　耳に届いてくるのは、文化祭の喧騒。

　各教室では様々な露店が出店され、看板を持った客寄せや、コスプレをして騒いでいる生徒で廊ろう下かが溢あふれかえってる。騒がしいのは校舎の外も同じで、生徒たちだけでなく一般客もかなり入っているようだった。

　──そっか、文化祭になっちゃったのか。

　周囲の光景を見ていたら、嫌でも実感してしまう。

　一ヵ月前の告白。

　その答えを聞くのが──文化祭最終日だ。

　兄は約束を破るような人じゃない。

　だとしたら──。

「葛くず原はら冬華」

　と。

　そこで背後から不意に声をかけられた。

　振り向くと、そこにいたのは真っ白なキグルミを着た女の子。

　白しら玉たまルナだった。

「……副会長？　その格好は……」

「ホッキョクギツネ」

「相変わらず、あなたはコスプレ好きですね……」

「今日は文化祭。だからこの格好をしてても別にフツー。やっと時代がわたしに追いついた」

「意味がわかりませんよ。けど、いいんですか？　もうすぐ討論会が始まるんですよ？」

「まだ少し時間があるから大丈夫。それより、わたしはあなたに訊ききたいことがあって来た」

「訊きたいこと？」

　訊たずねると、ルナはコクンと頷うなずいた。

　その姿はキグルミを着ているせいでかなり愛らしく見えるのだが。

「言っておくけど、私は会長の味方になるつもりはありませんよ？」

　警戒をしながら言っておく。

　ルナはこんな外見だが、副会長だ。しかも、その性格はかなりえぐい。体育祭のときに北ほく斗とと愛あい梨りの情報を集める作戦を考えたのも彼女なのだ。

　だったら、また何かおかしな策略を考えていても……。

「違う。今日はそのことを話しに来たんじゃない」

　が。

　ルナは真剣な口調で言った。

「あなたには訊きたいことがあったの。葛くず原はら冬とう華かはルー……ううん、葛原北斗の妹なんでしょ？」

「？　そうですけど、それが何か？」

「しかも、血が繋つながってない」

「ええ。でも、そんなの大したことじゃないでしょ？　別に隠してるわけでもないですし、学園中がそのことを知ってると思いますけど」

　それがチェルシーの書いた脚本ブツク。

　この一ヵ月、愛梨や北斗と一緒にいたことで、冬華が義理の妹であるという情報も知れ渡っているはずだ。

「そう。問題はそこ。あなたと葛原北斗は血が繋がっていない。それは、あなたの父親と葛原北斗の母親が結婚したからでしょ？」

「よく知ってますね」

「うん。だって、調べたから」

「……調べた？」

　どうしてですか？　と冬とう華かが訊たずねる前に、ルナは続ける。

「この一ヵ月かけて、あなたと葛くず原はら北ほく斗と、そして会長のことを調べてたの」

「会長のことを？」

　訊ねると、ルナは再び頷うなずいた。

「ありがと、葛原冬華」

「えっ……もう話は終わりですか？」

「うん。訊ききたいことは、聞けたから。それに、もうすぐ討論会が始まるし」

　じゃあね、とキツネ姿のルナはパタパタ手を振りながら去っていった。

　なんだったんだろう？　と思いながらも、冬華は教室に向かうことにする。

　今日の討論会は全校ネット。

　教室のテレビでも見れるようになっているはずだ。

　北斗の義妹として、愛あい梨りの友だちとして、討論会を見ないわけにはいかなくて──。




　──訊きたいことは、聞けたから。




「───」

　しかし。

　どうしてか冬華の頭の中では、ルナの言葉がいつまでも消えなかった。
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「っしゃおらああああアアアアアアアッ！　聞こえてるかい瀬せ海かい学園総生徒七千人！　本日はここ我らが放送部のホームグランドである放送室からお届けしちゃうぜこの野郎！　もちろん今からおっぱじめるイベントは──」

「やっほー、みんな！　じゃあ、そろそろ討論会を始めるね？　今日の司会は、放送部エースのぼっちゃんだよ」

「てめえええええええええぼたん様のセリフを奪ってんじゃねえぞこの天然生徒会長がああああああっ！　つーか、いきなりぼたん様に名作小説のタイトルっぽいあだ名を付けるのはやめてくれる？　オイ、姉貴に何か言ってやってくれよ愛梨ちゃん」

「それではコーナーを進めましょう」

「自由ぅうううううううううううううマジでフリーダムだよコイツらあああああああああ！　つーわけで、今日の主役は凛りん多だ姉妹だ！」

　放送室。

　マイクに向かって叫んだのは討論会の司会をすることになった放送部の佐さ田だ宮みやぼたん。

　放送室には四つのカメラ。そして、部屋の真ん中にあるテーブルに座っているのは愛あい梨り、千ち夏なつ、ルナ、北ほく斗との四人。

　時刻は十二時。

　討論会の始まりだった。

「ところで、るっちゃんは来るのがギリギリだったけど、何かあったの？」

「大丈夫。ちょっと用事があっただけ」

　隣に座ったキグルミスタイルのルナに話しかける千夏。

　それだけで、校舎のあちこちから上がった歓声が放送室まで届いてきた。

　この放送は全校ネットで放映されている。

　校内の至るとこに設置されたテレビで、七千人もの生徒がこの映像を見ているはずだ。

　なぜなら。

　今回の討論会は、生徒会総選挙の鍵になると言っても過言ではないのだから。

「さてさてさて。それではトークを始めようか？　一ヵ月前にスターダストが辞退を表明しちまったから、この討論会の目玉は生徒会長候補のお二人。凛りん多だ千夏と凛多愛梨。今日はお互いこの学園の未来について色々と語ってもらうぜ！」

「未来……ですか」

「そう、未来さ。そして、テーブルの上にはノートパソコンを用意した。これには《セカイネット》のスレッド……『瀬せ海かい学園討論会について part1』の書き込みが見れるようになってる。つまり、この討論会を見てる生徒は掲示板に書き込むことで直接二人の討論にリアクションできるって寸法さ！」

　ぼたんの言葉通り、パソコンには次々と新しいコメントが書きまれていく。




『文化祭楽しすぎワロタｗ』『ナンパしてフラれた誰か慰めて……』『うるせえこのリア充共爆発しろ！』『ここは討論会について意見するスレッドだろうがマナーを守れ』『おーい、ジミ子＆ちなっちゃん見てるー？』




　今はまだ関係のないコメントが多いが、それも討論会が始まれば変わるだろう。

「じゃあ、まずはお互いのマニフェストの確認からいこっか」

　笑顔で千夏が切り出す。

　瞬間、北斗の耳に付けたイヤホンから『始めるぞ』というチェルシーの声が届いた。

　そう、今日の北斗の役目は愛梨のサポート。

　校内のどこかで映像を見ているチェルシーからアドバイスをもらえるが、油断はできない。

　なにせ、相手は千ち夏なつとルナ。

　現役の生徒会長と副会長のコンビなのだ。

「じゃあ、あたしから説明するね？」

　場の主導権を握るように、口を開いたのは千夏だった。

「あたしのマニフェストは予算の無駄の削減。そのためなら、五日間ある文化祭を少し短縮しても構わないと思うの」

「異議ありです」

「うわっ、いきなりだねあっちゃん」

「当たり前ですよ。なぜなら文化祭期間短縮案の廃止が私のマニフェストの一つですからね。文化祭は生徒にとって大切なイベントです。確かに運営には膨大な予算がかかりますが、期間を短縮するのには断固反対です」

「でも、実際に瀬せ海かい学園の文化祭は赤字の部分も多い。それは規模が大きすぎるのもあるけど、年々生徒が出す企画が派手になっている傾向があるせい。現状の予算のままでは赤字が増える一方で──」

「なら、限られた予算の中で文化祭を実行し続ける対策を考えればいいんです。それが生徒会の仕事でしょう？」

「あはは、強気だね～。つまり、あっちゃんが生徒会長になればそれができるって言いたいの？」

「もちろんです。じゃなければ、こんなマニフェストを言うつもりはありません。副会長のスターダストさんから聞いた話では、確かにこの学園の文化祭は赤字の部分も多い。しかし、まだ文化祭の予算案には改善できる部分もあるはずなんです。なのに、いきなり期間を短縮してしまうのは強引すぎます」

「確かに、ちぃちゃんは今年の生徒会メンバーだからね。その意見は信しん憑ぴよう性せいがあるよ」

　勢いに押されるように、千夏は妹の言葉を肯定した。

　そう、チェルシーが選挙を辞退して愛あい梨りを支持することを発表した以上、もはやそのことを学園中に隠す必要はない。

　だから副会長であるチェルシーからの情報を愛梨は武器として使える。

『ふむ。文化祭の件については、少しこちらが有利だな』

　イヤホンから届いた声に、北ほく斗とも心の中で頷うなずく。

　確かに今までは文化祭を短縮した方がいいという千夏の意見に賛同する生徒も多かった。

　しかし、今は違う。

　なぜなら、

「思い出してみてください、千夏」

　千夏の相手が、凛りん多だ愛梨だからだ。

「今年の体育祭は盛り上がったでしょう？」

「そうだね。生徒会が実地したアンケート調査でも、今年の体育祭の満足度は例年よりもすごく高かった」

「はい。今年の体育祭は例年以上に盛り上がっていました。紅あか白しろ関係なく、生徒のみなさんが楽しんでくれたはずです。私は、あのとき生徒のみなさんが感じた面白さをもっと届けたいんです。──いいえ。これからは、私たちが生徒のみなさんに楽しさを感じてもらえるよう、さらに尽力すべきです」

「つまり、あっちゃんなら生徒のみんなをもっと楽しませることができるってこと？」

「はい……と言いたいところですが、私だけではありません。あくまで楽しむのは生徒のみなさんです」

「………」

「楽しさをつくるのも、生徒のみなさん。私はあくまでそのお手伝いがしたいんです。生徒会に入ったら、生徒のみなさんが参加するイベントをより盛り上げていきたい」

「そのために、文化祭短縮案を廃止にしたいってわけかな？」

「当たり前でしょう？　現に《セカイネット》では文化祭短縮案に反対する声も上がっています。それはおそらく、生徒のみなさんが今年の体育祭で校内行事における楽しさを実感したからです。──千ち夏なつ。あなただって、今年の体育祭は楽しかったでしょう？」

「………」

　数秒間。

　千夏は黙ってから。




「そうだね」




　透き通るような声で、愛あい梨りの言葉を肯定した。

「確かに、あっちゃんの言う通り。今年の体育祭は楽しかった。あたしが思ってる以上に盛り上がって、生徒のみんなも楽しそうだった」

「……会長」

「あはは、そんな不安そうな顔をしないでよるっちゃん。あたしが体育祭を楽しんでたのは、生徒のみんなも知ってることでしょ？　今年の体育祭の総大将はあたしとあっちゃんだったんだから」

　にこやかに言葉を紡つむぐ千夏。

　──よし。

　ここまでは狙ねらい通りだ、と北ほく斗とは心の中で呟つぶやいた。

　体育祭の盛り上がりを比較材料にして、文化祭短縮案にマイナスイメージを抱かせる。

　それがこの一ヵ月間で愛あい梨りが考えた戦略。

　チェルシーも、千ち夏なつを論ろん破ぱするにはこの方法が一番的確だと言っていた。

　なぜなら、さっき千夏が言ったようにみんなが見ているのだ。




『ジミ子の言う通り、今年の体育祭は盛り上がったなｗ』『ま、体育祭を運営した実行委員と生徒会の力もデカいと思うけど』『でも、会長がすっげえ楽しそうだったのも事実』『文化祭もあれだけ面白くできるとしたら、期間を短縮しちゃうのはもったいないね』




　ネットの掲示板に書き込まれていくのは、そんな意見。

　瀬せ海かい学園総生徒。

　体育祭を楽しむ千夏の姿は七千人の記憶に色濃く残っている。

　だとしたら、千夏が愛梨の言葉を否定できるわけがない。

　それをしてしまったら、体育祭での自分自身を否定することになるから。

　けれど──。

『勝負は、ここからだな』

　そう。

　チェルシーの言葉通り、ここまでは想定通りだ。

　今までは愛梨が千夏のマニフェストにおける問題点を責めた。

　おそらく、ここからは──。

「でも、あたしもあっちゃんのマニフェストについて言いたいことがあるよ」

　ゆっくりとした口調で。

　まるで学園中の生徒に語りかけるように言ってから。

「あっちゃんのマニフェストは文化祭期間短縮案の廃止。そして、イジメゼロだったよね？」

「そうですね」

「はっきり言うよ。イジメはなくならない。絶対に」

「現職の生徒会長が随分と夢のないことを言いますね」

「あたしは現実的な話をしてるだけだよ？　どんなに学園側や生徒会が対策を施しても、イジメがなくなることはないと思う。今の時代じゃ余計にね」

「どういうことです？」

「簡単だよ。今は昔に比べてインターネットが発達したからね。メール、ＳＮＳ、ＬＩＮＥ……生徒のコミュニケーション方法も変化した。そして、生徒同士のコミュニケーションが取りやすくなったでしょ？」

「………」

「それはつまり、生徒たちが意見を交換する機会が増えたってこと。それは同時に生徒たちの間に衝突やトラブルが起きる可能性が増えたってことでもあると思うの」

「確かに、そういったものが原因でイジメに発展するケースはニュースでよく見ますね」

「でも、あっちゃんはメールやＳＮＳやＬＩＮＥを生徒たちに禁止させることはできないでしょ？」

「それは……」

「仮に禁止できたとしても、きっとみんな隠れてやると思うんだ。『北風と太陽』みたいなものだね。誰かに強制されればされるほど、反抗したくなる。今の時代に生徒のみんながネットに関わらないようにするのは無理だよ」

　淡々とした口調で、千ち夏なつは告げた。

　その意見はひどく現実的だった。

　そして、おそらく間違っていない。

　この学園の生徒からネットツールを取り上げるのは不可能だし、仮に取り上げたところで千夏の言う通り隠れてネットを使うだろう。

　そして、もしネットを禁じることができたとしても、イジメはなくならない。

　もし撲滅する方法があったとしたら、とっくの昔に誰かが試してるはずだ。

　けれど、そんなことは起きない。

　今夜家に帰ればイジメでどこかの学校の生徒が自殺した……なんてニュースがやっているかもしれない。




　──わかりやすい図式ですよね。




　北ほく斗との脳裏で蘇よみがえるのは、以前愛あい梨りが言っていた言葉。

　元々愛梨はぼっちだった。

　そして、自分自身がそうなった原因の一つとして、彼女はこう言っていた。




　──クラスに一人はみ出し者をつくれば、それ以外の生徒全員が団結できます。今はＬＩＮＥやＳＮＳなんかのネット文化が発達したせいで、私たち高校生の人間関係は昔よりもさらに複雑怪奇でカオスティック。みんな、自分のクラスという名の集団の中で生き残るために必死なんです。




　スクールカースト。

　みんながその中で生き残るために、スケープゴートを求めている。

　そして、それがイジメの対象になる。

　しかも──。




　──みんな、自分がイジメられないための生贄スケープゴートが欲しかった。そして、私がたまたまその役になってしまった。つまり、誰にだって生贄スケープゴートにされる可能性はあったんです。




　スケープゴートに選ばれるのが誰かは、予測しづらい。

　極きよく端たんな話、クラスでリーダシップを取っていた人気者がそうなる可能性だってあるんだ。

　そのことを北ほく斗とはよく理解できた。

　なぜなら。

　自分が、そうだったから。

　中学二年生のとき。生徒会選挙で千ち夏なつに敗まけたことで、周囲は嘲あざけりの混じった視線で自分を見るようになった。確かに、周囲の変化に自分自身が上う手まく対応できなかったということもあるだろう。

　無論北斗がその現状をどうにかする方法もあったかもしれない。

　しかし、生徒会選挙で千夏に──双子の妹に敗けた北斗にはそのとき空気を読むことができなかった。世の中と上手くやっていけなかった。

　そうして、葛くず原はら北斗は髪を金色に染め上げた。

　誰も近づいて来ないように。

「───」

　そんな経験をした北斗だからこそ、断言できる。

　この現代スクールカーストの中でイジメを撲滅することは不可能に近い。

　けど、それでも──。

「そうですね」

　千夏の言葉に頷うなずくように、愛あい梨りは言葉を吐き出した。

「あなたの言う通りかもしれません。仮に私が生徒会長に就任できたとしても、イジメを撲滅することはできないでしょう」

「へえ～。じゃあ、認めるってことでいいのかな？　あっちゃんが生徒会長になっても、このマニフェストを達成することは──」

「いいえ。そうは言っていません。私が生徒会長になれば、今以上にイジメ問題についての対策を練るつもりです。私は……元々クラスでぼっちで、イジメられていました。私には被害者の気持ちが理解できます」

「………」

「そして、私がイジメられっ子だったからこそ、相談をしてくれる生徒も多いと思うんです。私なら、この学園を変えられる。撲滅は無理かもしれません。しかし、問題が発生した後にイジメを解決することはできます。私は──そうやって、戦っていくつもりです」

　よどみのない口調で、愛あい梨りは言い切った。

　その言葉に、《セカイネット》には様々な意見が書き込まれていく。




『かっけーじゃん、ジミ子！』『確かに、イジメられっ子だったこの子なら被害者の気持ちもわかるかも』『でも、そんなに簡単にいくかな？』『いや、コイツならあきらめないで続けるだろ？　第一次投票や体育祭だってそうだった。ジミ子って、根性あるし』




　今現在、愛梨がネット上の世論を味方につけているように見えるが。

「でも」

　まるで愛梨の勢いを食い止めるように。

　キグルミ姿のルナが口を開いた。




「具体的に、どうするの？」




　そう。

　ルナの疑問は、北ほく斗とたちが問題視していた点でもあった。

　具体策。

　イジメ問題についての対策。

　ここで愛梨に求められるのは、その対策をはっきりと提示することだ。

　なぜなら、彼女は生徒会長候補。

　誰も未来のヴィジョンを抱いていないリーダーにはついて行きたがらない。

　だからこそ、ルナはこのタイミングで愛梨に質問をした。

　愛梨の言葉次第では、いくらでも追及できるから。

　──けれど。




『勝負だな』




　イヤホンから届いたのは、緊きん張ちよう感の籠こもったチェルシーの呟つぶやき。

　──そう、ここまではすべてチェルシーの読み通り。

　シナリオライターが書いた脚本ブツク通りに進んでいる。

　千ち夏なつが愛梨のマニフェストについて質問するのも。

　ルナが対策案について追及するのも。

　チェルシーは読んでいた。

　だからこそ、この一ヵ月──愛あい梨りは築いてきた。

　あらかじめ考えておいた対策プラン。

　それを学園中に伝えるための、覚悟を。

「私に一つ提案があります」

　緊きん張ちようを押し殺すかのように胸を一度押さえてから、愛梨は言葉を紡つむぐ。

　ただし。

　チェルシー曰いわく、これは賭けだ。

　だって、今から愛梨が告げる対策は……。




「《セカイネット》の過疎化。それが、私の考えたこの学園のイジメ問題についての対策です」





　　　　　　　＠　＠　＠






　そう。

　これが、北ほく斗とたちがこの一ヵ月かけて考えたプランだった。

「あっちゃん、本気で言ってる？」

「モチのロンです」

「だったら、いい度胸をしてるよ。さすがはあたしの妹だね～。だって《セカイネット》はこの瀬せ海かい学園の七割の生徒……つまり、五千人近い人間が利用してるんだよ？」

「しかし、その実態は非公式の裏サイトに過ぎません。その証拠に《セカイネット》はあまりにも無法地帯すぎます。掲示板の炎上、匿名による誹ひ謗ぼう中傷、そして現実へのトラブル……。いくつもの問題を抱えています」

「つまり、あっちゃんはメールやＳＮＳやＬＩＮＥよりもこっちの方が厄介だと？」

「そういうことを言っているわけじゃありません。しかし、《セカイネット》は大きくなりすぎました。このサイトを誰が運営しているかはわかりません。ですが、歴史を調べたところ数年前に立ち上げられたこのサイトは瞬く間に利用者を増やし、今では学園の半数以上が訪れるようになってしまった」

「……なるほど。確かに、規模としては大きすぎるかもね。今後《セカイネット》による問題が起きないとも限らない。──いや、すでに起きてるんだっけか。第一次投票であっちゃんが批判されたのだって、結構な問題だと思うし。でも──」

　それで《セカイネット》のユーザーは納得してくれるかな？　と千ち夏なつはテーブルの上に置かれたパソコンを指さした。

　そこには今の愛梨の発言に対するメッセージが躍っている。




『ちょｗ　何言ってんだジミ子ｗｗｗ』『《セカイネット》を失なくすのはやりすぎなんじゃねーか？』『ふざけんな！　氏ね！』『でも、実際に凛りん多ださんが第一次投票の前にネット上の炎上問題に巻き込まれたのは事実だし』『あのときは根も葉もない嘘うそが飛び交って、みんながそれを信じそうになってたよね……』




　さきほどとは比べ物にならないスピードで書き込みが増えていく。

　そう、チェルシー曰いわく、これは賭かけだ。

　第二次投票でも千ち夏なつに勝てた、チェルシーが味方になったと公表できたことで、愛あい梨りの支持率はさらに高くなった。

　だからこそ、賭けをするんだ。

　決して安全に勝とうなんて思わない。

　なにせ相手は凛多千夏。

　文化祭で彼女の人気が再び爆発的に高くなる前に──叩たたく。

　もちろん、《セカイネット》を失くすことでイジメ問題がなくなるとは限らない。けど、さっきの話にも出た通り《セカイネット》は規模が大きすぎる。このままでは取り返しのつかない問題が起きる可能性がある。

　第一次投票の愛梨のときのように。

　だから、愛梨は──。

「けど、《セカイネット》が便利なのも事実」

　パソコンの画面を見つめながら、ルナが呟つぶやいた。

「掲示板と言っても、悪いものばかりじゃない。中にはマジメに学園に対して討論しているものや、生徒のコミュニケーションの場になっているものもある。あなたはそれを奪うつもりなの？」

「心配ありません。《セカイネット》の代わりになるものは用意するつもりです」

「代わり？」

「ええ。私がしたいのは、《セカイネット》を強引に潰つぶすことじゃありません。ただ、《セカイネット》を過疎化させたいんです。なので私が生徒会長に就任した暁には、学園公式の意見交換サイトを立ち上げます」

　ざわっと。

　愛梨の言葉に学園中がどよめいた。

「つまり、《セカイネット》の代わりになるサイトを作るってこと？」

「はい。主導は生徒会で行いたいと思います。サイトの作成は瀬せ海かい学園の理工学科、ＰＣ部……ネット系に強い生徒の方々の力を借りるつもりです。それについては、すでに一部の生徒と相談が進んでいて、承認さえ出ればすぐにサイトの製作に取りかかるそうです」

「……やけに手際が良い。さては、チェルシー？」

「はい。チェルシーさんは副会長。様々な学科や部活に伝つ手てがありましたから。新しくできるサイトも、《セカイネット》と同じで意見交換ができる仕組みにしたいんです」

「そのサイトの運営は誰が行うの？」

「無論、生徒会です。生徒会に新しい部署を設置して、サイトの運営に当たらせます。今までは裏サイトということでコメントも過激になりがちでした。しかし、学園の公式サイトということでしたら炎上も少なくなるのではないかと」

「………」

「それに《セカイネット》より魅力的なサイトを作ることができれば、《セカイネット》のユーザーはそちらに移動する。結果的に《セカイネット》は過疎化するはずなんです」

「………」

　愛あい梨りの言葉に、ルナは黙った。

　それはおそらく、今の主張に隙がなかったからだろう。

　この日のためにチェルシーが理工学科やＰＣ部の生徒に連絡を取り、公式サイトの件を秘ひそかに進めておいたのだ。

　だから、愛梨が生徒会長になれば公式サイトはすぐにでも立ち上げることができる。

「難しい問題だね」

　愛梨の主張を責めるように、千ち夏なつが口を開いた。

「公式サイトを生徒会で運営するっていうのは悪くないアイディアだと思うよ。でも、それにはすごい労力がかかる。同時に公式サイトを運営しているって責任感も生まれる」

「だからこそ、生徒会が運営するんです。それだけの労力を引き受けて、責任感を受け止められる機関はこの学園には生徒会しかありません」

「ふふっ。強気だね、あっちゃん。確かに《セカイネット》については現生徒会でも何度か問題に挙がってきた。だから、今あっちゃんが言ったみたいに代わりになる公式サイトを立ち上げるのは悪くないと思う。でも──」




　北ほく斗とはどう思う？




　大きな瞳で、千夏は双子の兄を見つめてきた。

「あたしとるっちゃんは、現生徒会のメンバー。そして、あっちゃんも生徒会長の最終候補。つまり、この場で何のバックボーンもない生徒は北斗だけ。いわば北斗はこの瀬せ海かい学園の一般生徒の代表と言っても過言じゃないんだよ」

「………」

「だから、ここで北ほく斗との意見を聞きたいな。あっちゃんが考えた案に対する意見を」

　プレッシャーをかけるみたいに、千ち夏なつは言った。

　いや、実際にプレッシャーをかけにきているのだろう。

　この放送室での会話には、七千人もの生徒が耳を傾けている。

　それだけで胸が潰つぶれてしまいそうなくらい痛む。いくら『熊くま殺し』なんて呼ばれようが、心臓は人間サイズだ。重圧だって感じる。

　でも──。

『行くぞ、不良少年』

　耳元から届くのは、チェルシーの声。

　──大丈夫。

　自分を落ち着かせるように、北斗は心の中で呟つぶやいてきた。今まで何度もチェルシーの脚本ブツクを代弁することで、危機を乗り越えてきた。

　今自分がすべきなのは、愛あい梨りを助ける答弁をすること。

　だったら──。

『いいか？　まず最初に言うのは──』

　北斗に脚本ブツクを伝えるために、チェルシーが真剣な口調で語り始めた──その瞬間だった。

「!?」

　ガガガガガガガガガッというひどい雑音ノイズが、イヤホンから響いた。

　思わず北斗は耳元を押さえる。

　──なんだ？

　疑問に思うと同時にノイズは止まった。

　しかし、イヤホンからは何も聞こえてこない。

　チェルシーの声も、指示も、脚本ブツクも……。

「あれれ？　どうかしたの、北斗」

　混乱する北斗に、千夏は薄うつすらと笑みを浮かべながら。

「何かトラブルでも起きたような顔をしちゃって」

「………っ」

　双子の妹の発言を聞いた瞬間──北斗は理解していた。

　──やられた。

　おそらく、今のは千夏が何かしたのだ。

　普通だったらここまで早く状況を理解できなかっただろう。

　しかし、北斗だけにはわかってしまった。

　なぜなら凛りん多だ千夏は双子の妹。

　だから──確信できた。




　脚本ブツクを妨害したのは、千ち夏なつだ。




　方法はわからない。

　もしかしたらイヤホンの電波を妨害する機械か何かを使ったのかもしれない。チェルシーの身に何かがあったのかもしれない。けど、重要なのはそこじゃない。問題は千夏に脚本ブツクの存在が──劇場型恋愛の存在が知られてしまっていたということ。

　そして──。

「先輩？」

　いつまでも何も言わない北ほく斗とに不安になったのか、愛あい梨りが話しかけてきた。

　ネットの掲示板にも『なんでクズ先輩は何も喋しやべらねえんだ？』『まさかビビったとか？』『えー、ここに来て？』という意見が書き込まれていく。

　──クソッタレ。

　自分が直面している問題に、北斗は口唇くちびるを強く噛かみしめた。

　おそらく、チェルシーの指示を聞くことは不可能だ。

　だとしたら今は自分の言葉で愛梨をサポートしなくちゃいけない。

　七千人に見つめられながら──。

「───っ」

　そのことを考えただけで、強烈なプレッシャーが北斗を襲ってきた。

　落ち着け、落ち着け、落ち着け。心の中で自分に呼びかけるが、今にも重圧で身体からだが震えそうになる。

「大丈夫かな？　顔色が悪いよ？」

「千夏……」

「体調が悪いのなら、保健室に行く？　でも、その前にあっちゃんの主張に対する意見を言って欲しいな。そのために、北斗はここに来たんでしょ？」

「くっ──！」

　まったくもってその通りだ。

　しかし……。

　──何を言えばいい？

　予定ではチェルシーが用意した脚本ブツクを喋ることになっていた。彼女のことだから上う手まく生徒の興味を引けるようなセリフを用意していたのだろう。

　だが、もう脚本ブツクに頼ることはできない。

　今できるのは、自分の言葉で語ることだけ。

　だとしたら、ミスは許されない。

　しかも、求められるのは七千人の生徒を動かす言葉。

　チェルシーの脚本ブツクに匹敵するような答弁をしなくちゃいけない。生徒を説得できる演説をしなければならない。

　なにせ、葛くず原はら北ほく斗との主張はカメラを通して七千人に届くわけで──。

「───っ」

　そこで。

　北斗の頭に浮かんだのは、一つのひらめきだった。

　カメラ。

　そう、カメラだ。この映像はカメラを通して学園中に流れている。まるで、中学時代に自分がしたテレビインタビューみたいに。

　それがヒントになった。

　今思いついた答弁をすれば、生徒の興味、共感、そして支持率を愛あい梨りに集められる可能性はあった。そんな起き死し回かい生せいの即興劇を、北斗は思いついてしまった。

　けど──。




　それには、覚悟がいる。




　葛原北斗。

　今の自分のキャラクターをぶち壊すような、そんな覚悟が。

「───」

　だけど。

　北斗は前に進むことを選んだ。

　だって──ここには愛梨がいる。

　愛梨の足を引っ張るわけにはいかない。彼女の夢が、自分の夢だ。三ヵ月前にそう叫んだ。その気持ちは今も変わっていない。

　だったら──。

「凛りん多だ。一つ頼んでもいいか？」

「？　ええ、構いませんが……どうしました？」

「いや、大したことじゃねえんだ。少しだけでいいから──」

　そして、北斗は告げる。

　この言葉を言ってしまったらもう戻れない。

　そんな恐怖を──押し殺しながら。

　ただ前に、進むために。

「おまえのスマホを、俺に貸してくれ」





　　　　　　　＠　＠　＠






　──どういうこと？

　場所は普通科１－Ｇの教室。

　そこでテレビを見ながら、クラスの出し物であるメイド衣装に着替えた冬とう華かは心の中で呟つぶやいた。

　今テレビの中では兄が愛あい梨りに向かってスマホを貸してくれるように頼んでいた。

　──ひょっとして、何か問題が起こったの？

　北ほく斗との真剣な表情を見つめながら、冬華はそう判断した。

　もしかしたら、想定外の事態が起きたんじゃ──。

「別に大丈夫ですが……何をする気です？」

「大したことじゃねえよ。ところで、放送部エース」

「え？　もしかしてそれってぼたん様のこと？　きゃああああああ議論が白熱してたから出番なかったけどやっと喋しやべれるぅうううううう！　で、何よクズ先輩？」

「一つ訊ききたいんだが、凛多のスマホに入っている動画を全校ネットで流すことってできる？」

「？　別に問題はないよん。瀬せ海かい学園放送部にかかればお茶の子さいさい朝飯前だのクラッカー！　ちょい、スマホを貸してみ」

　愛梨からスマホを受け取ったぼたんは、慣れた様子で放送室にあったパソコンと配線で繋つなぐ。

「ホイホイ、準備完了。あとは動画を再生すれば、この放送がスマホの動画に切り替わるぜい」

「サンキュー。じゃあ、頼むぜ、凛りん多だ。再生するのは──三年前の俺の動画だ」

「えっ……」

　テレビの中で、愛梨が凍りついた。

　それは教室にいる冬華も一緒。

　──三年前の動画？

　それは、まさか──。

「……本当にいいんですか、先輩」

「おう。今は、これしか方法がない」

　迷うことなく頷うなずく北斗。

　その気迫に押されたのか、それとも彼の態度から何かを感じ取ったのか、愛梨は「──わかりました」とスマホのボタンをタッチ。

　すると、テレビが。

　学園中のテレビの映像が切り替わる。




『いやあ、決勝も見事な一本勝ちでしたね～』




　映し出されたのは、マイクを持った若い女性アナウンサー。

　彼女は真っ白な空手の胴着を着た選手にインタビューをしている。

　その映像を見た瞬間、冬とう華かは自分の予感が当たってしまったことを悟った。

　そう、これは三年前に行われたとある空手の全国大会の映像。

　その中学生の部の優勝者のインタビューだった。




『ありがとうございます。でも、自分なんてまだまだですよ。今日勝てたのだって支えてくれたコーチや部活のメンバーのおかげだと思います』




　マイクで言葉を紡つむいだのは、汗に濡ぬれた黒髪に精せい悍かんな笑みが似合う男の子。まだ声変わりしていないせいか、声は綺き麗れいなボーイソプラノ。

　彼はカメラに目線を向けたまま、清すが々すがしい口調で言葉を紡ぐ。




『けど、俺には夢があるんです』

『夢？　それはなんですか？　できれば教えて欲しいのですが』

『実は、今度自分が通っている中学校で生徒会の役員を決める選挙があるんです』

『なんと！　もしやその選挙に出馬するつもりなんですか？』

『ええ。自分の夢は、学校の生徒会長になることですから。それに、なんだか今日の大会で優勝できて、今度の生徒会総選挙で勝てる自信がついた気がしました』

『では、選挙の方もばっちりですね？』

『──はい！　俺、葛くず原はら北ほく斗とは絶対に選挙に勝って生徒会長になってみせます！　だから、これを見てる学校のみんなーっ！　応援よろしくお願いしまーすっ！』




　時間にして一分くらいの映像。

　しかし、学園中のテレビをジャックした動画に七千人の生徒が言葉を失った。

　今日が文化祭だということが信じられない。学園のどこも世界の終わりが来たみたいに静まり返っていて──。

「あー、説明することもないと思うが」

　そこで。

　北ほく斗とは沈黙を切り裂くように。




「今のは、三年前の俺の動画だ。ちなみに、この映像は当時全国ネットでテレビ放映された」




「………」

　沈黙。

　北斗の発言から、少しだけ間を置いてから。

『ええええええええええええええええええええええええええええええええええっ!?』

　学園中を轟とどろかすような、絶叫が響き渡った。

　その声の主は七千人の生徒たち。

「うそ、今のがクズ先輩!?」「確かに動画の中で葛くず原はら北斗だって言ってたけど……」「外見が変わりすぎだろ！　声とか、髪とか、まるで別人じゃねーか！」「つーか、あの青クサいインタビューが全国ネットで流れたか？」「ぷっ……あはははは！　無理だ！　もう堪こらえきれねえ！　なんだよ今の衝撃映像は！」

　学園のあちこちから溢あふれかえる驚嘆の叫び。

　さらには、笑い声。

　みんながみんな『熊くま殺し』なんて呼ばれている北斗が過去にあんなことをしていたのがツボに入ってしまったらしい。

　学園中から笑い声が上がる。それは冬とう華かのクラスでも一緒。みんながテレビに映った北斗を見ながら笑っていた。

　──どうして？

　そんな中で、ただ一人。

　冬華は想おもう。

　どうして兄はこんなことをしたんだろう？

　あの映像は北斗にとって絶対に公開したくない黒歴史だったはずだ。

　なのに、どうして？

　しかも、討論会をしているこのタイミングで──。

「テ、テメエら！　笑うのもいい加減にしろ！」

　やけに慌てた北斗の口調がおかしかったのか、再び爆笑が巻き起こる。

　すると北斗は「……まあ、仕方ねえか」と苦笑した。

「生徒のみんなが笑っちまうのもおかしくはねえと思う。俺が三年前にこんな青クセえことをしてたなんてさ。ギャップがあっておかしいよな。でも──三年前の俺は、笑ってなんかいられなかったぜ」

　低く重いハスキーボイス。

　その言葉に、学園の笑い声が止やんだ。

　そして、みんなが見つめる。

　七千人が、北ほく斗との答弁を。

「まずは、俺がこうなった理由を言おうと思う。自分で言うのもどうかと思うけど、俺は三年前まで優等生で……通ってた中学校で生徒会長を目指してた。だからさっきみたいなインタビューをしちまったんだ。でも、俺は選挙で敗まけた」

　そう言って。

　北斗は千ち夏なつを見つめた。

「相手は、ここにいる凛りん多だ千夏だ。けど、俺は別に千夏のことを恨んでるわけじゃねえ。俺が敗けたのは俺に力が足りなかったせいだ。でも、昔は違ったんだ。当時は敗けたことがすげえ悔しかった。そして、敗けた俺に対する周りの変化に耐え切れなかった」

　冬とう華かは、知っている。

「あれだけ青クセえインタビューをしたっていうのに、俺はボロボロに敗けた。俺の周囲はそれをからかってきた。自業自得って言われればそれまでだけど、俺はそんな周囲の変化についていけなかったんだ」

　兄が変わったのはこの頃だ。

「仲の良かった友だちが自分を笑っているのを見て……他人のことを信じることができなくなっちまった。優等生として要領よく空気を読むことも、友だちに愛想笑いを浮かべることも、上う手まい具合に世の中とやっていくこともできなくなったんだ……」

　七千人が、北斗の言葉を聞いている。

「だから、俺は不良になった。理由は簡単だ。他人と関わるのがシンドくなった。俺がこうなってから、誰も俺に近づいて来なくなった。当たり前だよな。俺だってこんな不良になんか関わりたくねえ。そうやって、俺は居場所を手に入れた。一人分の居場所を確保したんだ。おかげで、ぼっちになっちまったけどな」

　一言も声を漏らさずに、ただ真しん摯しに。

「だから……少しだけなら、イジメられてる連中の気持ちもわかる。イジメって、怖いよな。原因は色々ある。自分か、誰かか、それとも偶然か……ときには理不尽な理由でイジメられることもあると思う」

　ふうっと。

　一度だけ、北斗は息を吐いてから。

「そうなると、誰も信じられなくなる。信じるのが怖くなる。裏切られたらどうしようって……ビビることになる。独りぼっちになっちまう。さっきの映像を見て俺の周りのヤツらはみんな笑ってた。そのせいもあって、俺はぼっちになっちまった。でもよ──」




　一人だけ、笑わないヤツがいたんだ。




　そう言って、北ほく斗とは自身の隣に座った女の子に視線を向けた。

　そこにいたのは、凛りん多だ愛あい梨り。

　葛くず原はら北斗の、偽恋人──。

「今でもよく憶おぼえてる。コイツはさっきの映像を見て、『私はこのインタビューが結構好きですよ。夢に向かって、一直線な感じで』なんて言いやがったんだぜ？　最初は冷やかしだと思ったけど、違った。だって凛多愛梨は三年前の俺みたいに一生懸命だったから」

「先輩……」

「クラスでぼっちになってても、クラスメイトからイジメられてても、第一次投票の前に七千人の生徒から批判を浴びせられても、体育祭で圧倒的に不利な勝負を挑まれても……凛多は、いつだってあきらめなかった」

「………」

「どんな逆境に叩たたき込こまれても絶対に折れなかった。そんなおまえは俺みたいなヤツ……クズなんて呼ばれたぼっちには、すげえ眩まぶしく見えたんだ。そして、凛多は《セカイネット》の代わりになるサイトを作りたいって考えた」

　そして、北斗は愛梨のマニフェストに触れた。

　まるで彼女を後押しするように。

「公式サイトにしたからって書き込まれた批判や愚痴をすべて削除するみたいな強引な手段は取らない。けど、それでも裏サイトが運営され続けるよりはトラブルが減ると思う。生徒会が運営している公式サイトっていう肩書きが、抑止力になるはずなんだ」

　少なくとも、凛多はそう考えている。

　北斗はそう付け足してから。

「コイツなら、何かを変えてくれるかもしれない。俺はそう思った。だからこうして凛多愛梨の選挙活動たたかいを手伝うことに決めた。凛多愛梨の傍そばにいることに決めた。そして、この討論会で喋しやべることを決めた。だから──」

　聞いてくれ、と言ってから。

　北斗はマイクを持ったままで静かに立った。

「みんな、さっき凛多が言った《セカイネット》を失なくすってプランにビックリしてると思う。どうなるかわからないって不安になってるヤツもいると思う。でも──もし、今の俺の言葉に共感できたヤツがいたら」




　俺たちを信じてくれないか？




「俺は凛りん多だのおかげで変われた。そして、俺は凛多なら──いや、愛あい梨りならこの学園を変えられると思う。だから、頼む。みんなの力で、愛梨をこの学園の生徒会長にしてやって欲しい」

　そう言って、深々と頭を下げた。

　──静寂。

　しかし、それも一瞬だった。

　もう笑い声は起こらない。

　代わりに生まれたのは、拍手。

　七千人がただ手を叩たたいていた。

　文字通り万ばん雷らいの拍手。

　学園中を覆いつくし、空気を揺るがす称賛。

　それは、今の北ほく斗との発言にあてた応援。

　そして凛多愛梨を支持する生徒たちの拍手だった。

　──すごい。

　その光景に、冬とう華かの背筋は震えていた。

　たぶん、今のは脚本ブツクじゃない。この一ヵ月愛梨たちと劇場型恋愛をしてきたせいか、わかってしまった。おそらく今のは兄の即興劇アドリブ。それなのに、兄はここまで生徒の支持を愛あい梨りに集めてみせた。













　絶対に見られたくない過去を他人に見せる。

　そんな身を削るような無む茶ちやをすることで──。

「───っ」

　しかし。

　拍手を浴びながらも頭を下げる北ほく斗とを見ながら、冬とう華かの胸は否いや応おうなく軋きしんだ。

　それは、わかってしまったから。

　──きっと。

　葛くず原はら北斗が……自分の義あ兄にがここまでしたのは──。




　凛りん多だ愛梨のことが、好きだからだ。




「……ずるいよ、お兄ちゃん」

　学園の中だというのに、冬華は兄をそう呼んでから、一筋の涙を流した。

　北斗とは文化祭の最終日に告白の答えを聞くという約束をしていた。

　でも、その約束は思いもよらない方法で叶かなえられてしまった。

　だって、今の北斗の姿を見たら、わかる。

　他ほかの誰にも理解できなくても……兄と十年以上暮らしてきた冬華には理解できた。

　理解、できてしまったんだ……。




「大丈夫か、葛原妹」




　と。

　そこで不意に後ろから声をかけられた。

　振り返ると、そこにいたのはチェルシー・スターダストだった。

「チェ、チェルシーさん、どうしてここに？」

「元々、この近くの教室のテレビで討論会を見ていたんだ。けど、今の映像を見たら──きみのところに来た方がいいと思ったんだ。私は……不良少年に以前相談されたことがあったからな」

「えっ……」

　一瞬、チェルシーの言葉の意味を理解できなかった。

　しかし、彼女が言った『相談』という言葉で、すぐに思い当たる。

　きっと──チェルシーは北斗の気持ちに気付いていたんだ。

　兄が偽恋人を本気で好きになってしまったということを知っていたんだ。

　だから、ここに来てくれた。

「──葛くず原はら冬とう華か」

　葛原妹でなく。

　チェルシーは、桜色の口唇くちびるで冬華の名前を紡つむいでから。




「人は泣けるときに、泣いておくべきだ」




「………っ」

　その言葉で。

　冬華の中にある何かが決壊していた。

　堪こらえようと思っていた涙が流れてくる。未いまだに終わらない拍手が響き続ける中で、涙が溢あふれ出す。

「……チェルシーさん」

「なんだ？」

「私……ううん、冬華は、お兄ちゃんのことが好きだったの。好きになった理由は……もう昔すぎて憶おぼえてないかな。最初は家族としての好きだったかもしれない。でも、今は違う。冬華はお兄ちゃんのことが好きだった。お兄ちゃんに、恋してた……」

「………」

「でも、それと同じようにお兄ちゃんは……愛あい梨りのことが好きだったんだね。自分が好きになった人が、自分を選んでくれるなんて限らない。そんなことは当たり前。失恋なんて誰にも起こり得ることなんだって、冬華にもわかってる。でも……」

　今だけは少し泣かせて、と冬華は涙を浮かべながらも微笑ほほえんだ。チェルシーはただ静かに「わかった」と頷うなずいた。

　瞬間、冬華は彼女の小さな身体からだに自分の身体を預ける。

　そして──。

「───」

　響き渡る兄への称賛の中で、冬華は泣いた。

　殺しきれなかった声を涙に変えて、叫んだ。

　その失恋なみだを、チェルシーだけが受け止めた。

















　第十話　　シークレットシークレット






「今日はお疲れさまでした」

　文化祭一日目。

　お祭りの初日が終わりを告げた午後七時。

　北ほく斗とは、愛あい梨りと一緒に下校していた。

「先輩のおかげで、討論会は上う手まくいきました。ネットの評価も上々です。先輩の演説は、色んな意味でインパクトがありましたから」

「まあ、それもそうか」

　北斗の答弁の後。

　拍手が鳴り終わってからも、愛梨と千ち夏なつは学園への議論を交わした。

　しかし、ペースは愛梨が握っているように見えた。あの場で北斗がした即興劇に、生徒たちは気持ちを動かされたようだった。学園の声やネットの掲示板を見ても、それは十分伝わってきた。

「しかし、千夏の妨害は予想外でしたね」

「ああ。前に冬とう華かが言ってたように、間違いなく、あいつは俺とおまえが偽恋人だって確信してる」

　暗い夜道。

　周囲に生徒が歩いていないことを確認しながら、北ほく斗とは言った。

「おまけにチェルシーがイヤホンで指示を出してたことに気付きやがった。どこで気付かれたかはわからねえが……ひょっとしたら、一ヵ月前のショッピングモールかもな」

「でしょうね。そして、今日のタイミングでちぃちゃんの脚本ブツクを妨害してきた。まったく、寒気がするようなタイミングですよ」

「………」

「あそこで脚本ブツクを演じ切れなかったら、私たちは大打撃を受けてました。本当にありがとうございます、先輩」

「そこまでかしこまるなって。俺は自分にできることをしただけだ」

　おかげで自分の黒歴史を全校生徒に見せびらかすことになってしまったが、不思議と北斗の心の中に後こう悔かいはなかった。

　そして、北斗自身は理解している。

　きっと今自分が後悔していないのは、愛あい梨りが──。

「ところで、チェルシーと冬華は？　あいつらも一緒に帰るはずじゃなかったのか？」

「いえ、さっきちぃちゃんから『ちょっと冬華と出かけてくる』という連絡が来ました」

「そっか」

　というか、チェルシーって冬華のことを『葛くず原はら妹』って呼んでなかっただろうか？

　もしかしたら、呼び方を変えるような事件が起きたのかもしれないが……。

「ところで、先輩」

　と。

　どうしてか、愛梨は少し落ち着かない様子で北斗を呼んでから。

「討論会のときに……私を名字じゃなくて名前で呼びましたよね？」

「えっ……」

「愛梨って、呼んでくれましたよね？」

「いや、あれは……」

　凛りん多だだと千ち夏なつと被かぶるからだ、と言おうとして、北斗は黙った。

　だって、そんな理由だったらきっともっと早い段階で呼び方を変えていたと思ったからだ。

　けど。

　自分が愛梨を名字じゃなく、名前で呼びたいと思ったのは……。




「……いいですよ」




「えっ……」

「だから、いいですよ。私は、先輩になら名前で呼ばれても構いません。むしろ今までこうしてこなかったのが不思議ですよね。私たちは偽恋人なのに」

「それも……そうか。じゃあ、今日からは呼び名を変えるぜ」

「……はい」

　コクンと頷うなずく愛あい梨り。

　そんな彼女の声に応えるために、北ほく斗とは緊きん張ちよう感で高鳴る心臓の鼓動を抑えつけながら。




「改めてよろしくな、愛梨」

「こちらこそですよ、先輩」




　心に刻み込むように彼女の名前を呼ぶと、愛梨は花のような笑みを浮かべた。

　その屈託のない笑顔に、北斗の動どう悸きは速まってしまう。

　──そう。

　やっぱり、自分は愛梨のことが──。

「ん？」

　そこで、北斗の制服のポケットに入れていたスマホが振動した。

　ディスプレイを見ると、そこに表示されていたのは見知らぬ番号。

　思わず、画面をタッチすると──。

『こんばんは、ルーシー』

「………」

　すぐに相手はわかった。

　自分のことを『ルーシー』なんてふざけたあだ名で呼ぶのはたった一人しかいない。

　白しら玉たまルナ。

　副会長にして、北斗の母親である朝あさ比ひ奈な鈴すず蘭らんの大ファンである彼女だけだ。

「何の用だ。つーか、どうやってこの番号を調べやがった？」

『会長に聞いたの』

「はあん。つーことは、千ち夏なつもそこにいるのか？」

『ううん。会長──千夏はここにはいない。この電話は、完全にわたしの独断。それより、今日はおめでとう。すごく悔しいけど、討論会はあなたたちの勝ち。まさか……あなたがあんなアドリブをするとは思ってなかった』

「アドリブ？　何のことだよ？」

　シレッと北ほく斗とはルナの発言を誤ご魔ま化かす。

　別にここで愛あい梨りと偽恋人であると認めてやる義理はないはずで──。

『まぁ、その話はいい』

　しかし。

　意外にもルナは話題を変えてきた。

『わたしが電話したのは、あなたと話をするため』

「話？」

『そう。この一ヵ月間。色々なことを調べた。あなたと千ち夏なつのことについての情報を集めて……推理した』

「………」

『最初はわからなかった。あなたと千夏の共通点は中学校が一緒だったってことだけ。ひょっとしたら、二人は昔恋人だったんじゃないかって思ったけど……千夏の中学時代のクラスメイトに話を聞いても、そんな素振りはなかったって言われて終わりだった』

「……何が言いたい？」

『今はわたしの話を聞いて。一週間前、わたしは初心に帰ろうと思って、あなたと千夏のプロフィールを見てた。副会長のわたしはある程度なら生徒の情報を見ることができるから。そして、書類を見てて──気付いたの』

　緊きん張ちようしているのか。

　ルナの声は、微かすかに震えていた。

　しかし、震えを押し殺してから、ルナは言う。

『葛くず原はら北斗と凛りん多だ千夏。二人は、誕生日が一緒』

「───っ！」

　その言葉に、戦せん慄りつが走った。

　どうしたんですか、先輩？　と電話の内容を聞き取れない愛梨が不思議そうにしているが、何も言うことはできない。

『最初はただの偶然って思った。でも、よく推理してみれば違った。あなたと千夏には共通点が多い。あなたも千夏も、誰かを惹ひきつける何かを持っている』

「…………」

『二人とも声がとっても特徴的。さらに、二人の両親はどちらも再婚している。そして、書類に載っていた誕生日。すべてが偶然なんて──考えられない。だからわたしは気付いた。やっと、気付けたの。あなたたちは───』




　双子の兄妹。




『そう考えれば、すべての辻つじ褄つまが合う。千ち夏なつがどうしてあなたに異常なほど執着しているのか？　千夏が葛くず原はら冬とう華かの気持ちが──あなたの妹の気持ちがよくわかるなんて言ったのか？　すべてが、理解できる』

「………」

『ねえ、ルーシー。このことはきっと秘密なんでしょう？　チェルシーや、あなたの義妹いもうとや、偽恋人である凛りん多だ愛あい梨りにも言ってない。知られたくない真実なんだよね？　誰にも──知られたくなかったんだよね？　でも、わたしは知ってしまった』

「………」

『だから、取引をしよう？　今日で文化祭の初日が終わり。三日目にはミスコン、最終日には立候補者の最終演説がある。それまでに、あなたは凛多愛梨を裏切って。わたしの駒になって。千夏の味方になって。すべてをぶち壊して。それができない場合は、葛原北ほく斗とと凛多千夏の秘密をすべて曝さらけ出す。もちろん──』




　今あなたの隣にいる凛多愛梨にも、ね。













あとがき







『ライフアライヴ！』も３巻目！　文章担当のあさのハジメです。

　というわけで、ここで２巻あとがきで告知していたキャラクター人気投票の結果を大発表！　みなさま投票ありがとうございました！　気になる結果は、


第１位　凛りん多だ愛あい梨り

第２位　チェルシー・スターダスト

第３位　凛多千ち夏なつ

第４位　白しら玉たまルナ

第４位　葛くず原はら冬とう華か

第６位　葛原北ほく斗と



　スターダストさん、大・復・活！

　２巻で表紙になれた効果があったのか、スターダストさんが前回よりも大出世。ルナと冬華は同じ票数でしたので、同率４位になりました。そして……がんばれ主人公！

　こんな感じで、人気投票は今後も続行します。

　投票に参加なさる方は、アンケートページにアクセスしてください。


　　アンケートページＵＲＬ　→　http://mfe.jp/gyz/



　皆様のご意見＆ご感想をお待ちしています！

　では、ここで次回の予告を。次は文化祭後編になりそうです。生徒会総選挙もクライマックス。彼女たちの気持ちは、北斗の決断は、そして選挙の結果はどうなるのか？　ご期待ください。

　ではでは、そろそろ謝辞の方を。

　担当編集のＴ様。表紙で素晴らしいメイド服冬華を書いてくださった、ゆーげん先生。コミカライズを担当してくださっているねこめたる先生、しっぽ先生。この本を出すために尽力してくださったすべての方々。本作を手に取ってくださったり、感想を送ってくださった読者の皆様。

　ありがとうございました。たくさんの方のパワーが集まることで、誰かのもとに本を届けることができます。なので、少しでも多くの方に読んでいただけるよう、自分も精進していきます。

　それではまた４巻でお会いできることを祈りつつ、今後とも『ライフアライヴ！』をよろしくお願いします！


二〇一五年一月　　あさのハジメ











　著者

　あさのハジメ（あさの・はじめ）

　　第５回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて最優秀賞を受賞。東京都在住。

　　先日27歳になりました。デビューしたのが21歳なので、作家的には六年生あたり。「もう六年も経ったのか！」と「まだ六年しか経ってないのか」みたいな二つのパッションが脳内で激しくぶつかっているアラサー作家。




　イラスト

　ゆーげん

　　千葉県出身、東京都在住。３月８日生まれ。イラストレーター。

　　最近はリポ●も効かなくなり、いろいろな方法で眠気と格闘中です。
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